
j 



金

』、司、}



-~ 不
自 主た

曾

容iiJiの静....・H ・..….....・H ・....・H ・...........・ H ・...・H ・..…・・・・・・・・・校 開 校長

天の支配さ生物の主主殖……H・ H ・...... ・ H ・-… . .. . ・ H ・-・・・袋三…久頁~i1亥~D~...l

生物事記文字について…...・H ・..…………・…… ・....illLームラカミマ少ユキ 3

1干:'ee-wal'tinの話……・・H ・H ・-…・...・H ・-…・・・H ・H ・......賛舎…宮脇 l勝 一…8

生物の地球土着性に就いて….....・H ・........・H ・-……主主曾…北 区淳-DB...I0

蛇の話…-一....・ H ・......・H ・....・H ・-………… l・h ・....良三…谷口 消…12

娃...・H ・.....・H ・....・ H ・..........….....・H ・....・H ・-・…......・H ・..…Zl久原正義…16

趣味の賢治日誌より ....・H ・-…...・H ・……，..，・H ・-…・賛曾…中 島 茂…22

・偉大なろ昆虫事者ア y 1). 7アプyレ………………良二・・四本正宅'('..23

C()lJiu~onのLiune に~つt:手紙に就て…h ・…・ ー …茨舎…宮潔文吾…27

緩物の休眠期lこ就て……..........・H ・……..f............賛含…松原茂樹…31
アチミ1"ロに就て…・・…………..…....・ ・・ ・..，.，…Ji!l-'"松本友 言E…34

湯島山の楠物自銭に就て………....・H ・... . .. . ・ H・…..~三・・・向井武之助…39

中闘山日*に於げろ高山縞物…'"・H ・.. .・ H ・ -……...・H ・ . .~--…山下 稔…51

すエパスに就て二三の磁察H ・H ・H ・H ・-…...・H ・......・・・・22-…本 田 弘H ・53

花言奨CLangla雪e()f Flower8)………・….....・H ・…良三…清山芳雄…56

プータY 担 y毒蛇研究所在訪ふ……....・H ・..………・・賛舎一井上重!場…60

鹿児鳥脇山川指宿方薗族行言e....・H ・.....・H ・...・H ・...・'''1丘一…田原 重義・.62

日南波行の言E'"・H ・..…………・H ・H ・H ・H ・..….....・H ・..良一…島本助ぢ・・・6-!

宮崎リ Y';.、含略奥…H ・H ・H ・H ・......・H ・-…H ・H ・...・H ・...待合一向井岡 忠珍…72V 

問中先生存恩ふ…………..…....・ H ・..…....・H ・...…・・・主主二…匹l本正秋…79

百窓水元常吉兄….........………....・H ・.......・H ・..• ..• • ..1良二…四本正秋…80

編輯室から……・・・...・H ・-…....・H ・..………....・H ・-……………-…...、H ・H ・-・81

投獄規定……………...・ M ・....・H ・........・H ・....・H ・....・ H ・...・H ・-……・…田・…81



， 



谷頭の 鱒

松岡校長

リンネ舎が曾誌、守護行すると云ふ。誠に結構と思ふ。元

々私はリンネ合の事イE令非常に欣ぷ。人生に研究心科~1~泣

いものはない。崇高て;.m:ffil(なものミ重なる一つはTtJF究者

の態度である。殊に若い青年謹の研究的態度には私は一

種の慌慌舎もつo ~~術(ま昔話;~c締i裁の専有物ではないの
研究こそ人fHJのもつt~術の最高なろものであらう。荘、{主

人間の研究心会一種の宗教と考ふる一人であゐ。リンヰ・

曾は誕生以来我校に組織せられたるあらゆる曾合巾で最

も健全に有効に育ちつゐ あること を此の曾誌t.r:逝じて机

繭する。班、は又こ の誌、{<>通じて我校全原生中の一人でも

多くが此舎の熱心なる曾fltこらんことを切望する。
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突の支配とさ生物の生殖

逝?首会長良三 久良知亥~ ~ß 

寸:市の諸現象を大観する時其鹿に一つの通有性あり。夫は凡ての現象

が週間的に繰返されると言ふ性質なり。タj論其の週明には非常に長短の

差異あるが錦め或物は飴 1)短くて吾人には単に一様なる繕績と見え或物

は菩人の一生の内には観察しても繰返されきるものもあらん。吾地球に

此の週間的現象が及伝す影響の内最も強大なる威力会求むれば藍夜の交

代 と四季の盤化なるべし。是~;の鑓化lま釘論太陽の地球に劃する位置の

饗化により由来するものなり。現今の地面l設に従へば地球の自縛は監T慢

の隠別を生じ公韓は四季の鐙化を生かとされき-是を天動説より見ろ時は

.雨者いづれも太陽の運動に依り生i"'るものなりの軍に地球と太陽とのみ

:a念頭に置きて考ふる時は運動の相劉性に依り太|場の週間的運動の結果
} な りとも考へ得らるべし。此の太陽の週明的運動に支配される笠夜の匝

別四季の鐙化は地球上の生物に名穏の週間的の運動ぞ永劫の聞に起さる

様になりたり。今Jtの例を求むるならば手近な所吾入の心臓は 2秒内外
を週l聞として呼吸作用をなし食事の際には明、や歯を1秒の三分の二内外

を週明として上下動ぞ繰返し地上を歩む時にも水中を詠ぐ'場合にも吾人

の手や足の運動は週則的に繰返される ものなり。

今一つ地球に自己の週則的運動のjT~特を可成大き〈及帰すものは月な

り。潮の干満は古来月の影斡と見なされて居る著しきものであるなり。

太陽と月 と金比較する時は日の出iの月と言はるゐ如く地球に及す威力は

月は太陽の足元に及lまぎれき・も地球に近く穿在するを以て相訟の彰響在

地球に及すものなり。

是等雨者が生物の生殖に!1~ふる有校舎見るに四季の盤化合Z繰返さ れる

結果として生殖も遡期的に行なわるるを見る。楼EE苔lまt思春になると花
巻聞き胡瓜や茄は夏になると生殖令行ふなり。動物に於いても蚊は夏に

蝶は春にといふ風に一年ぞ以て週間として居るが牛馬の如きも又一定の

週明争以て盤情するなり。新く言ひ来れば地球上の草木禽献の性欲は太

陽が最大要素となるもの L言はるべし。週明的運動にはあらねを・もl度地

程印太陽11符射エネルギ一大なる所程植物は早く育ち人も叉早熟と言はる

かく太陽が生殖といふ司王に重大関係ぞ布ーするとの思想は早くも吾人の祖

先が抱けるものなる司王は現今の文明人間残ってる拘話や野鐙人が現在も
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1偶有する所にしてJtの例主?外園に求むるまでもなく秀77は;Jtの)!J:日愉が
悦に人るや夢みて生れしぞ以て iオ古 )L と 1fT-ばれしとか或は~t.ìt5'-1::帯人の

rI¥Iに少女川に洗濯にqJ守しにーI~I場流れに JIfひて延び来りてやみしとの訊

しもあるなり。

歴史家の詑〈庭によれば人類の詰Il先は本き地カ-にあら昔、して暑さI'it!!}J 

との本な i)0 太陽の思惑に船ってlI!に止令受けたる吾人の品Il先も太陽直

射の炎天は快なりとわせざりしなんん。されは とてl暗夜lこ活動する平は

肉IIRに航る人類には不能なり の然る仁木|引受すれば子l束天に揺れ柔かな
る光在地.1:に輿ふるII，Ii'J山ありの炎治のわ;の月慌の梨み愉快阿るものな 1)

しならん。 動物のnfl・交 1'1句集合はイII[会 nl'i'~として俄 さる 為かをJl.るに自lttT

11民告で作戦はflW:山の争奪1:~9 (I'~ とし械はんが儒めに r~fll~限り飛び交ふもの

ならんや。識問や議事，，1)1:$め集合するのは近頃の~qこして lt人の耐II先は

硫族保在の最大目的舎建せんがj~めに品初O)JJIf:交的集曾ぞ fm したるなり

此の集千干のj立跡ともし叫、べ‘きものはit;j'ITJてふ名柄の元に昭和の今日迄

依命を持続している会見るなり。熱7，\'~1出};'lこては冬夏の隠別古!ほ i故か き

る集合(.t--.ifi!1需)J 'Í' j~ lU J として繰返さる事活然なり。果して然らはj盛者

保存占準化の法則に従ひ.f~iじく年の後には之に fl~~、遡!切(I'~の愛化が人/1\10)

1 :(" 狙りうkるべ~と，也はるおな 1) 0 __ 人|場。)公轄と婦人のJWi¥とが共に問

週間街~~以てJtの迦JDJ となすは処してイ11j然の-f企と言ふべ舎かの J1L今に

でも)J伎にか当る集合をfWすものに峨)1手動物のイ トメあり。 !>l.)J O);{ f ~!lf， 

によりm'!: 1付殊に tl~W{持宵に鑓化や*たすものを求むれ(ま海部の~iJ);! 1i.良lí

リ!シジ tウニ等に於て著しき;;d2.るべし。

文明とわ人1~を以て天然に勝つ印ち!t物が如何に準化したか会測;とす

べき標準は如何なる程度迄n己の勢力に依存して居るかによって;とるも
のなり。太陽西山に混ずれば暗黙となるのは未聞人には:!IT.担I!なれεもiE
燈自主制吹く文明人の郁子守て‘は太陽の;{iOll日立問題でなく天干1l天兵!:fl:'j:代に

日出と共に初りし政治も今では冬のタムヵ、ら園事を議する事さゑあろな

りo火を向由に使月jすることを知れる人類は月のffY3盤に蝋らざるに至り

其後:;9(t(~に月終の週明乱調となり 人は天の支配喜子退せんとし自己勢力に

依存の度を高めつ沿ありの又人は是れを他の生物にも及緑し鷲の如きは

改良せられたるものは四時共に生殖し冬期と雄も朝晩屯燈令掲liじ日中の

如くすれば夏日同様産卵すとのおなり温室にての園芸E温床の早作り是皆
天の支配を脱し;先天的の週間を破り人~的に生物の生あr[~主治せんとす

るものなり。要するに生物の~Iてあ(iの週明は元来天開の支配により定りし

月
三
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ものなるも，Fh"(I(j文IVjの5lli;Jj;-，よ1'1然に勝ちて今Hではl:J) JもJtO)材w成会
合 失ふとも言ふへし。

生物撃と文字について

jJ2接科1年ムラカミマヴユキ

私の郷.91.なき・に較べると、 Fトiの闘にけに、.IIHb~の弘11でわ去に「年の暮」

とゅう感じも何も起らぬ位ナごか、日記申"1の日附わやはり12)]の末記。長

い苔の365日も若い青森1I.• 'ff¥;jにわ余りに早い。年を新め年を暮らずに嘗;

って毎年のJ慌に今年も亦考え1:'にいられなし、。迫った年の暮に台、k と筆・

10illJんで新たに生れ出るこの「リンネ曾誌Jに寄せる。 )1与来の吾カ;1-ヒ物
準界の大きな問題となるべき杭:の此の事tl"~fu)す・るも敢てむずごでわなカ ー ろ

う。泊、わr3車嘗なるものわすぐ賀行する」を取る者すご。現在吾が閣の

.r;.~~I:或わその他の文筆令業とする人々が「歴史的かなづかい」の錦lこ b、

か将繭されているかとゅう事わ心ある者が忘れえなb、悩の.fAーである。小11
々した頭の小原生等が。 r;liツコウ」と千li:けはすむもの令、「ガクカウ」
と読の、ねばならない民に、大いに1111ぶべき彼等の頭IJ出金如何程抑えつけ

られているにろうか? 現在文部省でも「護普通りのかなづかい」や許

していけるし。それ10使ぷ、~.;:が越か lこ不'l}!Fの生活に縮接なるに、依然と

して、(ぎからしい無駄を紛けているとわイlIilこる笑止の到りぞ! 傷まし

さの事1!ぞ!! 私わこの意味に於て凡てに[輩昔する通りのかなづかいJ

令用いる。そしてそれが員:.I~J~ に根強し、新時代の文化を形ii2 る一段ともな

るからプご。これを不作法或わ知らないj$と反撃まするさt;わ最もf号、かで、そ
の人 kにわ民衆文化を・・・ をia?と文化文明の震度を諮る資特わない!

何 となれば、この大きな同民のfn存在「目にみえぬ」が1:i・に向も改めま

いとする不合理が余りにも誌だしから'f:'-"日本のものたる文化文明が)J:
!:I:える臼が、それすごけ遅れ、それにけ浮ついてる事会忘れてわならない

此の怠l床に於て私わいつも登普通りのカ、なづかいるプ主張する。この文も

告:く。

それよりも私わ本論令i;J、ごう。府、わその第一;!}il二次の棋な-'J;'.;e.!C'える
「或;女:化文明が281訟に根強いもの永久的の~t命あるものたゐ錦にわ。そ

れがi最も多くの民衆のものとして築かれねばならない」と。私わ今更デ

モクヨシイ令説くのでもないが、よ'1."止の読む賠~わそれ也'余りにも IVJ ら
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かに示してくれるからf。感mが堕;，{)"IiX;わ特別の人々のものとされた時
代わ去って、根'J弘い民技会土高と して限紅に建設されねばならないl時代 刈

がきている。

私わまた考える。現在日本の庄抄~ ~事わ果 して如何だろう? いわゆ

る民衆的に多くの人々に研究されている7ごろうか? 植物墜にせよ動物

思にせよ、班、わ全く心細し、。先般、井上教授の才話で1わ西洋人わ牧揚

の羊飼ゃ良夫までが、各々自分の趣味につれて、専門的の書物令よみ標

本を集める等して熱心に愉快に而白く研究令重ねているとの事7ごった。

今、吾が園の農夫がよI~飼う人 k .æ尋ねてみれば…私わ泣きたい程花。 そ

の!I毘と余裕がない.儒lこすごろうか? 兄出すものわ講談本か、小説類か、

ますご下等な書物にすぎない。それよりも 、彼等が峨につくや否や、全然

書物と別れてしまう;;JJ:jご。新聞紙さえも説まない。否、認めない事プご、

まして専門的な感術の書物も或わ趣味的な標本類もないのが首然7ごろ

っ…
却、等わ生きてゆかねばならない、少くともこの自分が生れてきた使命

在来す迄わ是が非でも死にえない者古、そして和等の匂ー日の生活に最も

綜援な関係会及ゆす#tJわ生物塁塁上のjEしし、理論と研究であろう。道lぎた

の草花と私等とわ何の脳係もない絞にみえる、然し、自にみえぬ大きな

ちからが私等とお互の IHî ~引きつけて離さない事わ柏物阜の~III ぞ一足で

も歩いた者にわ分る司けご。ましてそれが、人生と言い植物界動物界とゅ

う大きな範聞に及べば及ぶ程、その協j係わ複雑に混み合っている。それ

令研究しそれを百験して成るべく人生に利用する必要わ君、が言うまでも

ない。然し、それを研究し宜喰Lて利用するにしても。西洋人の生物に

劃する研究の態度とその結果における成坊とわ、何故、現在のそれ棋大

きく距たっているのすごろうか? 日本には。 DarvinもLinneもMendelも

出なかった。そのJi面に附する研究会したと言う話さ えきかない。

私わ、日本人とゅう慾からかもしれないが、日本人の顕臓が西洋人よ

り一段低いとわ何うしても考えられない。それすごのに、外国人と日本人

とでわ相愛ら歩日本人が遅れているのわ何放すごろう?私わこの解決案伝

説動競技の試合なきで見出す様な気がする。即ち、 「多くの国体員の中

から選ばれた選手わ少しの固体口の小から選ばれた選手よりも勝れてお

b立減なのが普通百」。 この法則を、生物界の研究とゅう馳に一一ψj論

他の}J・而でも凡て閉じ事すごが一ーあてはめて考えたいorJIiにものベプこ様

に多くの研究してる人々の中からわ、日本人の慌に僅かな特別の人々の
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研究よりも早〈立祇な成功者を出す事わ首然よりも必然すご! 西洋人か

事 らDarvi口が出で Mendel;か現れたものも決して偶然でわない。それらの

人々のそれらの時代にわその研究に劃・する民衆的の研究熱が盛んすこった

事会見逃してわならなb、。

これらの事を考にいれて私わ日本の生物患のj降来尚一 他の何ノ車問で

もすごが一-~考えたい 。 「馬鹿も集れば文珠のちえ」とわ決して明治維

新に滅びた言葉ではなかった。まして馬鹿ならぬ現代の日本人が集った

らその1生物わ見るべきも のが大き い筈官。 印ち JI専来に於て吾が園が II~界

の舞廷に立って生物事界の椛威として椛かな土議会遺る儒にわ先づ「で

きるすごけ多くの人を多く の時間、できるすごけ余計に生物撃の研究に識さ

せる」事の他に遁わみえない。それにわ幼い時代から11毘ある毎にこのtt
物事1fTI自に趣味をもたせ面白l沫~!~じさせる事が一番必要であらうの何

でも ~tえたい、何でも知 りたいとゅうやIlk した知識慾の盛んな時代から

その万而の研究に向わせたら、君、守;の松に漸く中・，~校或わ専問嬰校え入

壊してから専門的の研究ぞ始める者より如何程大きなl肱穫をえたること

7ごらうか!! 私わそれを思う度に君、当事の現在が泣きたい程悲しい、そし

てこの悔や再び、有錦の幼~人々に繰返させたくな b、。

荘、わまた考える。私等にこの悲しみあり、後からくる人々に再び閉じ

轍を逝らせたくないけれき、現在の教育方法で何が盤まれよう! 私わ

敬育制度~F.寄り救育する人 k 巻悪〈言うのでわない、それわ枝葉の問題

にすぎない。君、わ現在の「漢字を使つての敷育、漢字や使わねば教育わ

できないと考えている誤った頭の人々」を憎み罵りたいのすご!! それあ

るが錦に吾が日本人は苦しみ、それあるが鋳に私等の同)]白わ何時も西洋

人に名を成さしめているの1:'-! 私わそれを考えれば考える程悲しくな
る。然しそれで錯す所伝説かねば結局芝居tこ終ろう、私が今心ある人、

否、全国民に願いたい事わさ欠の様な JJ~k1':0殊に、生物界会研究してい

る人々に願ぃ、是が非でも賀行して頂きTこい事わ「後からくる生物界令

研究する人kのために生物墜に闘する凡ての事k~出来うる限りのたや

すい言葉で表わして下さ b、Jor難かしい漢字の熟語を使わす刈二、~':tえ易

く使い易い言葉ぞ使って下さいJor若し雛かしい分り難い言葉があれば
それ巻分り易い言葉に改める工夫をして下さい」。 この他に君、等の生物

製在外国人のそれと華社抗させる方法もなければ、根抵もj将来も望まれわ

しない。幼い時代カ、ら分り易〈党え易い言葉で、それや表わす簡草で使

刺な文字を使ツて苦:かれた書物が、西洋人の幼い時{むから如何程彼等に
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それに闘する趣味会JSせしめ研究慾をそそ ツた事か! 殊に、日常生活

に最も子近い!l-:物取ーの研究Jil固に於てそれわ最も著しいもの't:.'o

私わfJIi日主主誌に陣jする;!?物会みていたら衣の様な事が脅:き連ねてあっ
Tこ。

局
、

一一時勢の進運わ今や消師[(Jり益諸法のj阜従)j:>許さす3して積倒的養詮法の

暁光・)j:>J~んとするわ51.に JJf.j，f;IJU糸業の特色である一一。 また別に一一乾

燥y状態に於て結繭せるものわ締の間性劣し〈類r~j多くしτ繭量少き欠鼎i

あり。多滋の時わ死徳川国防l巧繭多〈光樺f9Tf-告I'共に不良にして弾性に劣

しく締hl:1J'少し一一。

今私わ此j怠で猫り設問にM討するそれるF攻撃する婦でもなけれは-、これ
を?議議しようとするのでもないから LI:す。けれでも此の政な文宇佐~~;Ù:*'

にかけて阪う、1:1Ilち乙ζょで放送してみたらさヲナころう? 生れてから

今まで抗宇令~1・ぇ政手:令使うために 出 しめられて来fこ私、 *i;}~時代にも

i売文わ英語や凶訴とj与にわてきすごった私わこれ脅読んで芯l沫)j:>袋するに首

わない。 でもこれでよI~ して凶人向の益覧会?好いた文ネといえるすころう?

j千が~I輸出品。〉巾で木部分合， 'i めている !I -:締を作る養ままわ国民の大多数

が知らねばならす・知らさね(よならぬ火切なものすご。妹に、これ令幼い頃

から趣味令日て例究させる ~J~わ日本の益紅葉の錦に知何科大きな準;iJ1)j:>

授けてくれるか知れない。 燃も これでわ背天に星)j:>盤むより瓢かしい~i

7ご!現代の生物事に附する詐!~J)わ未7ご(二大部分がこの麗類花、将来の生

物身i!~ 1知識慾の挑んな少年等にわ出<1羽された扉としてその戸在聞こう

とせない。 11、わそれ~}J.l う f'd じれツたくなる、憎みたくなる。 此の意味

に於て私わ近附設わされる少年能性の:矧に卒易な分り易い言葉が使われ

始めた ~J~わせめ〔もの!立さめずこ。この傾向こそわ吾が国のj将来のため事

こぶべき現象亡。ドイツでわ小~校の2年生か ら、 インク'ヨンドでわ小

，\}I:I交の;.Hf三 ~Lから、「説めないJ 文'よ:ゃ言諜わひとつも無くなるとの司王7ご

所が|ヨヌドて‘わ1nJうプごらうか? 小勝校でーわ言う迄もなく中原・校から専門

J望校に進んでさえ未すごに読めない文字や言泌が余りに多すぎるではない

か!! 私噌の 13常生活に最も陣地係が訪れ、生物界の研究が梢々もすれば忘

れられるのわ何か。知識慾の峨んな仰々した頭脳の少年等にその遁があ お・

たえられぬからすご! そしてそれわnff;-っ、Yilf:かしいi:)S字の錦に百円

私わ』七の怠味に於て庄物与Lの研究にIthlする護表にわ「全然瑛字)j:>月H、な

い~J~J 令主張する の I21 IJ ち文字とゅう苦空手伝忠れて、維でもが、市白くそ

の研究 ! こ催、う こ とができる慌に些物申す】音文字:で去すごJ~ )j:> WtlJ め且つ私も
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組艶的に賀行する。それが吾が園の生物思界のj将来に於て大きな結果会

世 もたらす事ぞ様く信T'るから花。或わ反劉・ずる者が言うかもしれない。

「そんな議論わ地激なもので到底質行されないもの百Jrそんな事わ余り
にこせこせした事古賀行する気にならぬ」或わ「それを賀行ずるわ好い

がその結果今までの研究が分らなくなりわせぬか?J等と。でも私等わ

祖国と真理を愛する黒I~に於てこの主張わ決して過激でない事告誼明した

b、。亦これが余りに長IUかい議論でも結局わ大きな議論以上の貴い効果を

生む事前忘れるわけに行かなし、。そして私等が生物・墜の研究を昔文字で・

表す事によってのみ、言葉と文字に苦接する苦手なく生物感そのもの舎研

究できる様に純粋の立汲な日本語が生れる事争知っている。

私わこれぞ植物皐につけて考えてみよう。例えは此底に、木通科。若草

利。毛茸*.:jなきの植物がある時、これを「アナピJrアカザJrウマノアシ
ガ.タ」と言えば恐ちく IJぃ堅生でも知っているプごろう。然るに。木通科。

礎科。毛蓑手j.1ごけで-わ何の事すこカ、私等にさえ分らぬ。まして小慾生等に

於て舎やである。郎ち漢字会使うと否とによってそれすごけの大きな距り

が盤見されるの1:'0その名前iも知れない植物に何うして趣味や研l涜熱が

湧くものか! 動物墜に於ても時鳥、告と書いてわ小型生にわ大部分知

らぬ者がある。然も「ホトトギスJrウグイスJとすれば小墜校一年生に
も分る。何から何までこの調子百。

近頃、植物墜や動物事の名前が昔文字で表わされる事わ最も喜こばし

い事むが、更に私わ摘物の名前jなε、ミツパワウ νン。カウゾ等と書か

十に。ト誰でもが読めはすく分る様に。 ri:ツパ才ウレンJrコウゾ」と蓄し、
たら立日何?ごろうか?たとえ。オホヅツ'ヨフヂ。オテ ツツeヨフヂ勾;の女日〈

何れも「才ウツツずラ フヂ」と護昔する ものわ困るとしても、それ等数の少

い例外わj画賞に名前会盤、えれば女子い筈ナごの私はますご、植物製界に如何な

る規則が定められているか知らないけれε、約1かい事乍ら、これわ第一
に考えたい問題7ごと .}~"う。特に植物墜を研究する人 kの考令望みたい。 ‘

日野教授のお話によれば現主乙=1"オ放送に嘗って一番困るのは漢文と植

物形態墜プことか。まぎらわしし、震音の言葉が多いからすごろう。言葉が電

ι 気の火花に乗ってIJ!界に飛び散らねばならる時伐にわ耳で聞いたすごけで

分らぬ言葉わ役に立たない。そして耳できいたのみでわ分らぬ言葉令造

りすごす漢字わ役に立たない筈1:'! 
不'1.)わ種k のでてきた。生物・阜のWI涜T椛んならしめる錦に普文字を使
う事が知flIJ~呈必要てあるか。大体に音h 、 7ニ。然しその詳しい質例や必要
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わ充分に書〈限と時11司令持たない錦にその研究者の調査に待たねばなら

ない。凡ての事会音文字で表わす司j: ~主張する私わ此の文を「カナモジ」

で書きたかった。然し残念乍ら印刷法が諮っていない悲しさにわそれが

許されなかった。君、わ敢てROOMAZI伝説かなb、。何となればrROOM

AZIに優った、日本語-a表わすlIt界的文字」と、アメリカの言語・型者ス

チックネェ博士に言わせた「カナモジ」があるから花。かく言えは狭い考

のROOMAZI論者が反劃するかもしれないけれき1 君、わ今カナモジと

ROOMAZIとの議論を詐くのが問的でない。 その議論わ後日にゆづる

として、此の交を終 りt::~ 、。私わ此の:女-aヨヂ才で放悲しても不1j1f-a感
せーぬ程度に、新時代の理想とされる文平で若干し、た。若し読み難し、とゅう

批期f~が出るとしてもそれわ慣れない恨であり此のカー而の印刷業が設けら

れておらお錯すこ昔文字を使って、 31こびも悲しみも、元気さも優しさも
充分に表わされる事告私わ断言する。

知らぬが錦にやった過去わ別として、一度読み感じた事わ早速賀行す

るこそ研究する私等の同標1~:。生物事ぞ研究する人々に、日本の)1寄来ぞ

考えて私は「生物阜の研究わ昔文字で表わす」事を弧く糊めてやまない。

終りに蛍って私わ考える。此の文学舎荘、ゎ5時間もかかって撃し、7こ0

.只t'Fくすごけに.... 。若し使利な「タイプヨイタア」で打てば3時n4U己ら
歩で充分lil3kJ:る。昔文字会使い漢字ぞやめる事によって日本国民が知
何科大きな利保と幸緬-a得るか。私わI年び主;:く必要がない。只、泣憾乍

ら此の問題が、ややもすれば自分の趣味や利己心から反動される事ーを班、

わ悲しむ者1:0そして、一民感づいた人でも貰行する勇気がない事を憐

みたい! 女子し、習慣会守ると共に幾多の惑い習慣までも守り掛けようと

する人の心を憎む。施、わ~~rm がi'h 、事を考えれば考える程、程、当事の組園

たる日本が可愛ければ可愛く思う程、これを私等1::けで享楽する気にな
れないの牧揚の羊飼から良夫に到る迄、同胞日本人の凡てがJt:の文字に
苦接する事なく接聞に努め書物に親しむ日を只一日でも早く笹現したい

そしてその日こそ吾が愛する祖国が限玉の青い西洋人と堂々たる火花会

散らしてその蛮展準歩を競う第一日たる事告信するものすご。 事寮にて

一 目2588‘12.22一一

Free-wartinの謡

賛助合員宮脇勝

久原;g-から念、に何か1!!= けと)J*iìï'i談午IJに遜って一寸首惑したが先生と~
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ばれる手，;，ijもある事でツイ断り粂ねて原稿紙に一二枚書〈事会請合った

突差の揚合而白くて有森な題が忠ひ出せない夫れに吾.-k肱用科墜の方面

にたづさはってる者ではリンネ曾と云ふ桜な純正科墜めいた名前のや1"い

た曾の機wm雑誌にふさはしい問題に乏しいので閉口して居る。仕方がな

いから座談的に知らない人の市識養成に資するつもりで此稿会草する事

にし7こ。

扱て Free-martinとはさ-んなものかと云ふに異性双子で其男性のカーは

完全なる生殖器会具備し正規の事殖能力令有し女性の1f(ま生殖器の霊育

不完全にして蕃殖能力や欠却して居る場合其不完全な女性のカ令 Free-

martinと稿して居る。 Free-martin(こ閲する研究は1786年JohnHnnterの

琵表したものが恐らく最初のもので其後Numan(1843)，Spiegelberg(18G 

1)， Hart (1910)， Cole (1916)，Lillie (1916)諸氏の文献が公にされて居る。

今迄知られて居る範園では Free-martinは牛に最も多〈街一般反動献に

あるものとされて居而してLillie氏の直話に依れば豚にも極めて稀では

あるが其例があると云って居た。

一体双下と云ふものはごうして出来るかと云ふに今の墜設では大体二

週-りの1i法で生9-'るものと考へられて居る。郎ち

(1)ー{自の成熟した卵子が受消して夫れが更に分裂して二箇の各猫立

したものとなって夫k成規の細胞分裂を行って二個体会生歩ゐ揚
A、
0 0 

(2)二筒の成熟した卵子が点々受精して各正規の登育や透け・たる場合

とであって第ーの揚合に於ては常に同性双子であるが第二の場合は同性

双子なる事と異性双子なる事とある Free-martinは第二の揚合でしかも

異性双子の又特別の場合に生9-'るもので其例は余り多くあるものでない

北も牛では異性双子の大多数{まれee-martin~生歩、る ので其例は最も多

い。夫れで一般に畜産家は1:1二の異性双子の牝は審殖用に供せき'る事に し

て居る次第である。

今Chicago大串4のDr.Lillieの報告にみけてある材料に依り牛の双子の

性}JljlえFree-martinの割合を計算して凡ると

双子94例中

間性双子 54例 57.4% 

I付牡のみの揚合 29例

牝のみの揚合 25例

異性双子 生O阿 倍、G%
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i可 牡及牝の掛合 G例

牡及Free司martinの場介 il4例 買

を示し双子全体から Free-l11artinの出る割合は30，2%であるが異性双子

の場合は其85%はF工ee-l11artin.\e ft歩る~\:となって居る。

然らlぎFree-martin，立をうして生i:'るかと云ふに其庭には色々議論は

あったが吾kがおもと忠ふ設は矢強Dr.Lilli巴の説である。 1311ち同氏の祉

に撮れば二倍.の成熟した卵子が夫k受精し子宮の雨免に於て夫々震でtし

凡僅10-20mm位になった頃其繊毛膜(Chorion)が互に杵l接若し迭に総介

して一つの袋となり双bの.lfn管は夫々樹立すゐ揚合もあるが叉Jt癒合君[¥
に於て双方ーの血l管も亦互に吻合する揚合多し此揚合は-)jの胎5i!..¥e侃ιi
せる血液が他みの1I古見令も循環し互に血液の交通行はるる司fとなる其/I!j:

此二胎児が同性ならば問題はないが-JJーが牡で他が牝であるt'iiな羽合は
牝の生殖探の護育は抑制せられるのみならす;，/H.iーとして反撃すに男jt~tt主あfi1慌

の形態会表iます事:さえあるを見る。斯る現象は全く胎児の生殖)擦の内分

泌卸ちホ Jレモンの作mに依るものであって男性生捌腺の分泌するホノレモ
ンが女性生殖)践の分泌するホルモンに劃・し特に優性てーあって夫れがlIn..波
に依り女性)l台児に蓮はれ其刺戟に依り女性生殖器の護育令阻止し不完全

ならしめ或;は更に進んでー男性生殖器の殻生会促す苦手となるか若くは男性

生殖iJ泉よりのォ、 Jレモンの分泌は女性生殖腺のヰリレモン守分泌するより早

い時代に行はれて夫れが女性生殖器のwt育舎抑制するか其何れかに依る

ものであると云って居るの質際 Free-l11artinを生歩る揚合の繊毛!慌のJUI.

管(ま双Ji互に連絡して居る事はLillie初め多くの研究家に依て立読され

て日一る而して又異性双子であって Free-l11artinでないものは服令一つの

紙毛膜l付に在る止も血管は殆んき狐立して互に相通じて居ない事がちifめ

られて居るのである。であるから揚介(ま極めて稀であっても4二平版ばか
りではなく他の動物或は吾k人類で皆無とは云へないと思ふ。部;.~I..にし

て斯る材料金得たら研究して見られたら而白いと忠ふ。 Free-martinの

生別協の解剖的砂F坑も あるが/1なIM1が切迫したから省く司lーにする。('1.1.17.)

生物の地球土着性に就いて
生物汎宇宙設とその批判

主主助合員 北尾淳一郎

一つの天体から他の天体へ生物体が蓮ばれると云ふことは考ヘ得るこ

-" 
‘ 
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とである一一この生物汎字市設は十九川紀の後左|三日.東南々の撃者に依っ

て操返しf1l;;1遁せられたFJi'であって、就中濁のへ JレムホJレツ、英のロ !ド、

ナルピン南物理早者はIlU石会以てその媒介と考へたのであったが最後に

アレニウスは光E臣会fJ.て衣の知き説明ぞ奥へた。全氏に依ればきさ巾に飛

揚せるバクテリアの胞千は太陽より来る光線の!I]tJJにより、重力に反針

して地球から運び去らるる可〈充分に微小である。叉彼等は零下252度

の寒冷に lil~へ得ることが説明された。今宇宙~間の温度は零下273E主で

あるが、 j~所に支配する所のNïi度の乾燥lIÆ態は寒冷に劃して一種の保護

作用舎なすものであるから、千分之十六粍の直径の微粒ならば。太陽よ

り地球迄GO時間、火星まで20日間、 潟王星まで14ナ月「旬、叉隣りの太

|場アルフア、ツエンタ ウリまで9000年間令fJ.て政行することが出来るわ

けであると。この設は物理串者の設としてはー膳克もである。質際シユ

ツトはェ 1:テJレ!昼間には一種の。宇宙の鹿壊。が存在し、それは太陽よ

光臨によってそこに蓮ばれたものであり、叉同じ光肢に依って天体から

りの天休へ持ち行かれるものであると考へて居る。而してその中には極

微の生物体却ちバクテリアの胞子の如きものも含まれて居るのである。

しかし乍ら弦に考ふ可き一司王があるのそれは紫外線の生!JWJ体に劃・する

一種の右寄作JIjであろ。我々は既に高IJjに於て皮膚にー積の刺戟作月'J.a 
受ける。自11ち所謂ο氷河焼け。なるものである。今!殴りに此の事を除外

し、-''.述のJLべ‘ての、汎'J，j:胞説。一一それは何と名付けてもかまわない
一ーが物自!白態的或は~I:物物理車的に}~て異論なく承認される止しても控

物系統i}~或は進化論のJはもよき理由よりして。地球上の生物が他の天体

から3lUこと云ふことは。到鹿考へ得られないのである。何となれば一体

生物は従来はすべてバクテリアから進化したものと考へられて居たので

あるが“一。それはバクテリアの体が小さく、叉その体の構造が簡単なた

め一一このことが既に諜りであるのである。主としてアルヅル、マイア

等はバクテリアの構造並びに生殖法令詳細に研究してそれが他のより大

なる前類より進化したものであることを示した。郎t:，バクテリアI;r.決し

て他の天体から来たものではなくて、我地球上に始めて出現したる生物

なのである。而してパクテリア以外には宇宙の~間令運ばれ得る程小さ

い生物はないのであるから結局地球上の生物は凡べ‘て地球上に生じたも

のであると云ふことになるのである。又一方に於て偲りに生物が他の天

体から来7ことするならぼ、永い年月のfHJのこと7ごからして、必歩一度や
二度ではなかったに相違ない。従って我地球上には構造や由来の根本か
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ら異った種々の生物が居なければならないわけである。然るにこの事柄

は賢際の司王置に反する。地球上の生物は凡べて納l胞によって形成せられ

それらの細胞の化・型成分は互に相一致して居る。郎ち彼等生物1)は根木に

於て互に同様なのであるーーその中の或る物は或る天体から、他の秒jは

他の天体からと云ふ棋に考へるには飴りに同校過ぎるのである。しかも

進化論的研究に依れば、それ等の生物は互に一つの閉鎖せる連続的進化

の系統(研調系統盤生)を形成って居るに於てをや。即ち孜々は大なる

可能性を以て結論し得る一一生物は地球に土着するものである。

弦に一つの他の生物汎宇宙論がある。今フエヒナ等によれば。生命。

なるものは最初より奥へられて宇宙に内在する所の物質又はエネルギ!

の一つの形式であって、それは全然聞の至る所に汎布し、趨蛍なる外界

の朕態に遭遇すれば。何時如何なる所に於ても直ちに殻建して生物界を

現出するに至るものであると。これは齢りに理論的であり、哲率的。で

ある。自然科壌の宜験的知識と飴りに隔りがあり過ぎる。従って亦それ

と衝突する可くもo!!刻、のである。物は考へ様であるが、生物費生の大木

らに至つては、しかし乍ら矢張りこんな風に説明するより考へ践がない

であらう。 一一終ーー

蛇 の謡

皇室常含員良三谷 口 清

蛇に就て私の手元にある色々な記事から出来るすごけ而白いような事柄

を纏めて見ました。丁度今年は巳の年に嘗っています。そ して今年の始

めにリンネ曾誌の第一披が霊刊されるのでここに蛇を持つτ来るのも而
白いこと7ごと思ってペンを取った様なさ欠第です。

蛇l主食向性の動物で殊に蛙や最も良〈好んで食べるので多くは水建に

居る。大きなものは鼠、鳥、兎等から鹿等の1111~乳類に到るまで~:Ifiウて食

べ‘、又一風鐙ったものは虫色であり乍ら蛇砥に毒蛇会捕食するものさへあ

る。春から秋にかけて|毘い時期には廉に活動するが、寒くなると温い穴

の中に引込んで冬|脱会する。 n与には自分の体よりも大きいものを芥むこ
止もあるが食物を呑ん百後はー/1'-'1ニ静止して消化するのぞ待ってゐる。新

政に蛇が大きな物を呑むことの出来るのは衣の様な理由による。

(1) J-:下雨顎骨間iこ方骨といふ特別な骨があるから口4是非常に大きく

、，
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聞くことが出来る r (これは人間にはなU、)。

(2)歯の先端が口内に向って史えてゐるから一度I皮へた動物は自然に

内に這入るが容易に口外へは出ない。

(3)下顎骨が中央で切れ、靭併によって繋がってゐるから口が左右に

大きくなり得ると同時に其左右雨*が別々に前後に動く こと 会得て、食

物を口内に引入れるのに都合がよい。。

蛇は人間の援に体の生長に件って皮胞が1111長しないから時々皮を脱い

で体の護育を計らねばならぬ。それで脱皮をする必要がある。脱皮は頭

の方からするもので其の抜殻は必ioo裏返しになってゐる。 3l...、蛇は足が

， ないから舌が感畳や司り腹鱗の起伏によって前準ずる。腹鱗の内而には
左右の肋骨の南端が若いて居るので肋骨を動かせば腹鱗が起伏するので

ある。蛇が樹に上る時之にをきっき、叉急、流イ出をき'る時な~.・に特に其体

をうねうねするのは後退会防いで育ii準を容易ならしめるためである。蛇

の胃は~常に大きく蹴がることが出来、叉胃液は非常に消化カ が強いの

で大きな動物を呑込んでもその骨まで全部溶すこと が出来る。毒蛇の頭

が三角形に突出してゐるのは頭部の雨側にある耳下腺(毒や出す〕が護謹

してゐるためで、 又一麗の械な臭気は尾端の臭気)原から分秘するのであ

る。生殖器は尾端にー艶ある。

蛇の種類

tl!'Eは種類が多〈殊に熱帯になる程猿毒で大きいものが多い。普通に知

られてゐるものはシマヘピ。ヂムク'リ 。アテダイシヤウ。ヤマカガシ。

ヒパカリ 。マ ムシ。 ハプ。青竹締。セグロウtへピ。ェラプタウナギ。

メガネヘピ。ニシキへピ。ボア。ガラガヨへヒ・o ;)クラ ヘピ等であるが

普通のものは故にして此中で特別なものに就て筒軍に述べることにしま

す。

ハプ(飯匙傍)は琉球及び鹿児島勝の大島に産し樹上lこ住んでゐて体長

は四、五尺位で台湾にも二種類居る。ハプの毒は非常に猛烈で大島では

匂:年ハプに!安まれる者が200人以上もあり其中30人位は死ぬるの 琉球で

も200人位l凌まれるといふ。但し人をl皮む時期は大低6月から11月頃迄の

間である。叉何事もないのに人にl皮みつくことはないといふ。渡部1博士

は先年印度から食肉獣の?ンク.Iス;a.i除入せられて琉球に蒋殖させ自然

的ハプ臨除法会試みられたが共結果は不良であったといふ。それは食物

がj尽くなると?ング|スは35;、家q県警;会取って困ったことである。

7 ムシは誰も知る様に胎生である。 併し卵が外に出る代りに一定の期
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間体内に止って護育するまでのことで人間の胎児の桟にJU:休から養分や

取る様なことはない。青竹締は台湾産の毒蛇で育fふ色ぞ呈し、セク'ロ ウ z 
Eへピはtii替、琉球、時には内地の沿岸にも居るといふ。メクラへどは

マレイ地方から7今轡迭に居る白い小さな蛇で同はあるが小さいので一凡

して分らぬ。有名な南米の二人」蛇ボア(Boa)は小獣又は烏を常食としてゐ

るので人聞を製ふことはないといふ。プラジJレでは袋内に飼養してヰズ

i ~:tllì らせるそうである。アマゾン河の蝶l按記等によく 出 されることが
ある。

エラプウナギは琉球諸島中の永良夫島近海に産し海蛇の一種で尾が縦

肩になって水中生活に趨する。帯iま余り劇しくはなく l淡まれでも死ぬこ

とはない。水中に居てもやはり}lifiで呼I反するのであるから時々水而に表

れる必要がある。然しl呼吸が極めて緩慢なJ-.に水中生活に慣れてゐるた

め一度雫気を吸ふておけば数時は堪え得る。 71'<.良夫島 ~)fzに其附近の諸島

では魚や食べると同様に此蛇ぞl'食べる。叉信州でもアテダイシ九ウ ~~nt

~II:貴IJ と稽して食べるørがあるといふ。

メガネヘピ (n吋a)は後頭部がj膨れて眼鏡駅の蚊があるので此名があ

る。サイロン島ではこ仁人がこの蛇会館から出し筒ぞ吹いたり太鼓ぞたた

いたりして踊らせるそうである。産地はインド全部、シヤム、ピルマ、

南部支那等で最も怖しい毒蛇の一種である。食物は毘虫類、サンシヤウ

魚、魚類、鼠、鶏等でノ1'<.~非常に津山飲むと云ふ。文食物が蝕乏した時

(;t永い間休食することが出来る。普から土人のnl1には、制l事~なものとき

て例へ人家に表れて人ぞ殺す桜なことがあってもそれを許して遠くへ運

れんでやる tいふ。又一設には印度人はメガネへピぞ品11'様のやうに，巴っ

ているから1!jJk殺さない。此蛇が屋内へ入って来れば主人lま牛乳ぞ出し
て興へ、又色々な方法で保護する。それでト段々慣れて来て人には害令及

さない。若し入令l安めばすぐに殺してしまうと も望;:いである。

カ'ヨガラ蛇はやはり毒蛇で種類が多く、西学球(アメ リb、カナ ダの

一部)に住んでいて河川に近い乾燥した土地に穴を痢ってゐる。大気の

盟化に劃して非常に敏感な動物である。尾端に 8個乃至9個の角質の環

(皮!討の定房)があって尾を振るのにはガラガヨとIl鳥るといふ。此蛇の大

敵は豚で。若し豚がこの蛇令見付けたならばすぐに踏付けて蛇がI皮みつ

かない内にすぐに零込んで社まうそう である。昔は コロンパス川の南岸

には多 く のがヨガヨ蛇が住んでいたが殖民が始まって以来。豚~飼ふや
うになってから弐第に其蚊が減少して*たといふ。そこで一つの迷信が



『‘、、ー-

(15) 

起った。印度人の女は毒取りに行<@。 豚肉を足に巻いてお〈と此の括

から噛まれぬといふことである。

パイソン( )日本名は錦蛇と云っている。印度。?レイ 。ア

フリカ等に居る大蛇て無毒である。見世物等に出してゐるのは大抵此の

蛇で頭は面長〈 青大)1存の親分といった様な而構へである。r:p度地方では

がは撮った樹木内に住み輩は短ていて夜になると餌州りに出かは

そして野兎。羊。機。 鹿の様なものを常食としてゐる。人間なさはまる

で子猫の様に忽らやられてしまうといふ。餌.a呑んでしまうと殆ε半分
は死ん1:様になって叢の中にうづ〈まって食物が消化するまで待ってゐ

事 る。研がアフリカでは軍隊蟻といふ蟻の大群が此の餌令呑んで動けない

大蛇.a製ふことがあるそうである 。此の蛇は非常に揮猛で人聞は釘論、

鹿等の様な大動物を何とも思lます寸こ零込んでしまう F倖へられてゐるが

此蛇の産地に長〈住んでゐて其習性ぞ良〈研-究した人謹の観察によると

決しでをんな大きな動物奇襲ふことはなく、また人閉会呑んすごりするこ

とはないといふことである。種類が多〈長さは2米から8米位ある。

蛇.a喰ふ蛇

マングース、タヌキ、ハリネズt、キ夕、トピ、フクヨゥ、等(まm'E.a

喰う動物として良く知られてゐるが、南米プヨジルには蛇やl喰ふ蛇が居

て土人等は之やムヅスラナと呼んでゐるそうである。人間及び他の動物

には全く無害で蛇妹に毒蛇令食するといふ。然し同匿の虫色とは決して争

闘せや又、人聞が如何に虐待しでも害舎がlへることはしない。長さは普

通五尺位でー卒原叉{ま沼riJ1に居て好んて'水中に入る性質があり、南米露の

毒蛇でこの蛇に勝つものは無いといふ。叉きんな強毒の蛇にl皮まれでも

何等の害令受けない。一度蛇.a喰ふと一週間(ま休息し叉。j脱皮や産卵期

にも休食する。プラジル、プタタン等て'は此蛇の飼養蕃殖の目的で毒蛇

研究所や設け立波な蛇闘がある。之は毒蛇退治に用ひてゐる。今迄・，，!者

が輩見せなかったのは此の蛇が非常に隠れるのが早いのと、叉殆合日中

には出なくて夜間に表ねるためであるといふ。

蛇の毒。蛇の薬効

?ムシは滋養強批剤として其粉末にしt.:ものを体の弱b、入に食べさせ

る。叉信州Hこは古来「養命酒」と稿してマムシ金入れて造った酒があっ

τ強#t剤として効果が著しいといふ。マムシの有効成分(まヒヨレステリ
ン。パル fチンサン。ステアリンサン。タウリン等である。

今日知られてゐる毒蛇の数は世界中を通じて1600余種あって、其中主主
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邦に居るもの拡陸棲のものが14:種、潟楼のものが7種ある 0・本邦産無毒

蛇の主なる ものは、ァテダイシヤウ。シマへピ。ヤマ カガシ。ヒパカリ

ヂムグリ等である。

蛇毒の成分はペノグロプリジo とペノペプトンとから出来ていて。此

物は人類及"雨乳類中に含まれている大切な血i球ぞ溶す力があるから人が

岐まれると病的駅態になる。叉、管白質を溶す作用があるから蛇自身に

は食物の消化を助ける作用がある。

マムシにI安まれた時、アムモニアやアルコール等や附けても効果はな

い。最もよいのは抗蛇毒血清の住射である。我手flではハプの抗蛇毒lfn.清

が北島博士によって始めて製取された。血清岳製するには先づ或ー麗類

の蛇から得た毒液&何回も反廼して馬に注射する。馬が其の毒に犯され

る様になれば(此聞は約1年乃至2年や要する〉血.液そ取りその中から血清

争得てこれが抗蛇毒血清である。

台湾へ行く と蛇の皮でステッキの上皮や財布、 其他ペン軸等O~色々 な

会IIIT物が見られる。 これは一寸珍しく思った，) 19211.1ふ

娃

;副首会良え]久原正義

「虫1;の歴史」と「蛇の用途」に就いて最も筒埴に大体の概念を述べんと

するものであります。先づ最初に![I~は動物率上如何なる位置にあるか、

それは以下の表によって見るこ とが出来る。

雨桜類

裸蛇目(Gymnophiona)

.生時尾日(Anura)

有尾日(Urodela)

堅頭目(Stegocephale)

!無舌.~目 (Aglossa)
t嚇評穎足舌可穏E目(σPheneroglos鉛saの¥) ) f常常揖恥b側凹叩附附B斑削昨E日住F3(per 
有孔E原R目(Dc凹no枇tr代ema批ta吟〕
ゐもり耳目白(Salamandrina)

上表の知く AnuraはAglossaとPheneroglossaの雨EE目に大別することが

出来る。Aglossaに屈するものは日本には産しないがその鰯著なるもの

としてはPipaゃXynopSIこして Pipaは52米利加に産し雄の背部に雌の産

んr卵令置くのであってその卵は背部の小裂の中に入れられその上を寒
天質物質にておほふのである。 Pheneroglossaは所謂かへるであって日

本に於ける主なる種類は
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.すづがへる科

ひきがへる科

あいこう科

以上fi.科である

雨!l!t科
赤!肢末|
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古生物としてのAnura(無尾目)は身体短〈裸肌無昆で背維は概ね前凹

形をして居る。尾椎骨は数校合してー僚の細長き骨となって居る。間は

老成者にはない。頭骨lま卒たく大きb、此の類iま今の蛙類を合んすごもので

化石第三紀の始1UV菩より蛮掘されその主なるものは
Oxyglossus Palaeobabrachus 

Palaeobabrachuslこ属する「おたまじゃくし」の化石は頗る珍物として保

容されてある。ー

ョkに大きく間接類としては其の庇史が頗る多く石炭紀に現はれて同紀と
二見紀とに全盛会極めて居る是等は今産しない堅頭目に属して其の全体

の性質が腿虫類に似て居る。

他の雨棲類は最古のものは白霊紀に産し、多くは第三紀暦或は第四紀

暦より化石となってEをするのである。

古生物としての雨棲類は弐の知く分類することぞ得。

雨桜類

~~頭頚 (Stegocephalia)

環椎類(Phyllospondyli)

得税副主(Lepospondyli) 

分椛類(Temnospondyli)

全椎類(Stereospondyli)

蛇形類(Gymnophalia)

{探魚類
有尾類(Urodela ~ l搬!l前五百
無尾類(Anura)

今こ‘に以上の各種類が如何なる時に誕生し死披Ltこかや化石観上より
推察して概略/l>表にて示して見ようと思ふ。
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上表lこ示す知く畏も良く繁殖した石長紀は|往生植物が繁茂し叉火山のl噴

火の激烈な!時代にして多くの雨棲額(堅頭類)は頭慣な骨髄と巨大な体

掘とを有しておった醤時最も良く繁殖したものは環Hff類にj認する側龍B
ranchiosaurus全科r~類の、カ、?龍Mastoclonsaurus と迷歯龍Labyrinthodont

であって化石によって考究するに Branchiosaurusは身長15cm-20cm側

が化石となっておる側は終生憾と読されておる。 Mastodonsaurusは最

大の堅頭類にして櫨雑なる歯会有し1.25m内外の身長会有する。三~紀

にはLabgrinthodontがあって其の手足が人の手や足に似ておるので手紙

とも云はれた。

これらの化石は英国木土、ボへtヤの各石炭紀暦より叉テキサス州(米)

濁逸の二盤妃よりもよく震関されるのである。

雨棲類笹生前の時代印ち Devonian紀暦よりは魚類の化石が輩掘され

るのであって息11ち雨模類は魚類よりも一紀後れて起漉守護したので・ある

叉充分成育すると概ね陸上生活や営む雨桜類に就いて考察するにその卵

から親になる迄の龍生の歴史は質に両棲類の組先が昔魚類の知き生活ゃ

なすものから解放されるに至ったJI国序-a細馳に迄わたって吾k に示して

くれるのである。以上の此等の事賞は脊椛動物中で進化の階段上魚類の
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上に位しておることは釘論である。

第四紀時代殊に沖積層時代包n現代l二あってPheneroglossa(鯨舌羽田〉
は故に於て種類に於て雨棲類の大部分毎しめるのであって就中赤蛙科に

属するものは最も人生と深い閲係争有するのである。

c1)薬用 とする!肢
1)やまあかがへる

めにほんあかがへる

(2)食用とする鮭

1)にほんあかがへる

3)プランシーがへる

めなみえがへる

7)ひきがへる

めなみえ がへる

のホルストがへる

2)うしがへる

4)ホルストがへる

6) とらふがへる

これらは食用に供するのであって皮会剥ぎ騒を去って水洗し竹串にさ

して遠火にて壊さt醤油をつけて焼き乾かして食するときは特殊のI球会出

すのである。叉蛙の脚の皮を取りミルクの中に漬け臨胡淑~振り j;、けそ

しτ麺粉をよく付ける此れ~煙ぶって居る位熱きラ ードの中にて色が付

く迄揚ける。此れぞナフキンの上に盛って出す。叉胸lの皮~バターにて

いため Mushroomの生の会共に鍋にλれていためる此れ冶熱き皿に盛り

上にポーレヅトソースやかけて食す等非常な美味令有するものである。

うしがへる、プランシーがへる、とらうがへる、は料理用として最も貴

重なものとされておる。我邦では近年之~飼養し 1 年に60i笥匹位ぞ食用

とすると云ふ。最もよく用ひられるう しがへる (bullfrog)は満二ク年経

てば胴の長さ 20cm以上雨足ぞ延せば55cm以上に及ぶ。 -J~の重量 1kgr

以上にも達するものがある。

撞蔵した蛇の百分組成や示せば弐の知し

ひきがへる

:.1.. ひきがへるの皮ぞ銭入又はタバコ入れとして用ひられるのである。上

述の蛙の中ひきがへるを除いた他の蛙は赤蛙科に属するのである。

(4)害虫髄除としての蛙 ぢもぐりかへる

輩聞は土中の蟻や毘お\ .~食し夜間は地上にあって餌ぞ得るのである 。

とのさまがへるこれは農作物の害品の捕食には;最も貢献する所のもの
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である。

(5)愛玩用としての蛙

7J、じか

すどがへる

たいわんがへる

は台轡土人が制l蛙としておる。

(6)毒物の生物j接的説明に劃する貢献

最近生物接的毒物鐙明が重大なる意義令布ーする様になった。

一般に毒物の生物墜的説明と云ふのは植物若くは動物の生体に劃すと薬

物の作月:JjJ~~I':常に鋭倣であるとか或は全く特有の形金以て来るとか云ふ

事会路用して動植物'I'f:IJひて其特有な朕態が織れたならば其毒物が寄在

すると云ふ事令想定する方法である。

史物接的意物検出法に於て蛙程よく用ひられ従って利振を奥へるものは

ない而、して是は11出全身'I'fI]ゆる鳩合とその!融持令刻出して質験に供する

揚合とあるが此利用法は非常に多岐に亘って居るから軍にきう云ふもの

に用ひられると云ふ貼のみ会述べ態と其の Methodik等には鮒れない積

りである而して畑ュの|付で最も多く用ひられるのは殿様かへると赤蛙であ

るが是等は各毒物l二割・する反感が異なって居り、 叉その身体的朕祝日寺Jm
温度等lこよって異なるから毒物の生物療的検査の際にも此当事の蜘に十分

の注意やが1:はねばならぬ。

(申) 9lJ~全身会用ゆる揚合

!I!I ~全身や用ゆる揚合に.は多くはその皮下の淋巴裂に毒物在住入しその中

毒症状と化接的反肱とを結合して毒物の種類や決定するものである。

1)ストリキニーネ 室温.1こて体重25gr内外の虫1に耐酸ストリキニー

ネ0/，.00grを注入すると特布なる中華症肢を来し脊髄の反射興奮し皮膚

に崎れると蛙鳴を登しつミ棒;択に箭摘するが甚しき時は後弓反援を来す

のである。

2) ピクロトキシン各般に注入すると特霊長性の控撃や来たしその朕態は

大の字形である。之れは延髄にある症豊中幅会直接刺戟するからである

50grの殿様蛙に針し 710rngぞ注入するのである。

3)ニコチンを蛙に日。rngを注入すると蛙は座位をとり恰もつくばっ

た様な形態となる事が特有であるX:omgにて"fl.民運動止み筋肉は振韻

し下j政令脊部に摩上するので鑑識の助けとなる。

4) クヨーレ及びクヨーリンは南洋土人の用ゆる矢毒で全身の運動;!!il(梓

、.
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や来して外見上恰も死せるが知きも心持は健全である 0・0

毎 5) カツフェインを体重50grの殿様蛙lこ 5mg~注入す る ときは前述のス

--.. 
~ 

トリキニーネを注入したる場合止反感は似ておεが2.3時間経過すれば
恢復するのである、然し過量にこれを注入する時は恢復することが出来

ない。

6)ヂキタリス製剤の債値測定

赤蛙の心臓を露き出して体重%。のチキタリス薬会10%に浸制して注入

しその心掠動の静止時間の遅蓮によってその債{直令定めるのであってこ

れは化撃的反感では測定することが困難である。

(乙〕 刻出せる蛙器官舎用ゆる場合

9f1~の排腸筋坐骨制l経或は心臓等~取出し課室に入れるか或は生理的食

控水会塗って干かさぬ様にして死を防ぎつ注或薬品を作用させると特有

なる反感や来たすから亦薬物の読明に用ひられる事:がある。

今取り出した心臓の心筋に遁蛍に栄養して死を防ぎながら試験に胞;用

するのである。心筋はヂキタリス。γコニチンには鋭敏度は非常に高い

この反応によって薬品の何たるかを知る ことが出来る。

叉アドレナリン、コカイン、アトロピン、ホモアトロピン、は瞳孔を擁

大せしめニコチン、ムスカリン、は縮少させるのである。

以上述べた如く蛙は薬品に劃する反感を異にし2縫製界瞥製界化・撃界に
大いに貢献するのである。

弐に現今嬰界の論題になってむる得位進俸の誼明材料として遁嘗な産

婆蛙がある 。 雌の陸上にて産んむ卵~雄の後肢に附けて引yを生ませるの

であるが卵の生まれようとする頃に水中に入る蛙があるその時水温を

250-30ccの高温度にするとき蛙は水中にて産卵して陸上では産卵せなふ

い而してこれより生れた蛙や普通の温度に戻すも水中にて産卵すると云

のである。

以上蛙の歴史と用途に就いて概略だけを述べたのでありまして、込f~な

る名題には甚1:不似合ひな内容になってしまひました。誤りや其の他の

占 P.Uiに皆様の御敬示ぞ切にお願ひ致します。此の稿は多くの書考書:(J)力を

借りて出来上ったものでありますが主として以下の妻考書に質ふ所が多

いのであります。

横山叉攻郎氏著 地史筆要綱

裏利悪氏著 動物撃精義
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小南又一郎氏著 毒物の生物接的龍明法

日:本動物園鑑

趣味の賓駿日誌より

賛助金員中 島 茂

大きな物々しい研究室や離れても自然の帥秘、科書Eの真理(J窺へる?

研究(ま愚者の占有物で現在〈叉賢験室の附属物jでも 3刷、、只~L、に貰験室

令持つ総ての人々の共有物1:0 情躍な品III ~必の感受と手t陸な真理の探究こ

そ兎角に人の世に忘れられて居る趣味の天地であらう!!

1、史ji!i繊の遡肱染色法J

{燐遡類の貰験や試みる入の難物とせられて居るーは遡!泳の質験である、

之れ遡地と同色透明な遡)肱の探攻は例へ妻考闘が有っても不体裁な無意

味の線になり易い。此の時にj歯首な染色法は現在しゅ、と誰れしも考へる。

(1)沼化の時に手製j主射器で::.j(の色素.a繭麹の基部にi主射する、

t主射l~)=直径F 粍程の硝子管令加熱してヨ l張僻向、ど高年筆
肝めPipetteσJ利用でる。 々

注射・液カ;-i.ンの4%水溶液.a作ってi!J!:腕後の上澄液.a供用する
i主射法硝子制11管lこPipetteで注射液告静かに入れて!IT-気で吹込む

か又l2gun1帽を結び付けて注入するのである。J
(2)充分遡の展開するのや見計って遡令基部より切断して S1ideglassに

載せて水に浸した毛筆令以て丁寧に鱗毛を除去する。

(3)蹴大鏡で観察すると白地に遡!肱の赤線が明々浮出て兄へる。無染色

で観察したとは飴リに勇敢すこと此庭で知るのが常である。

(4)更に永久標本とするにはAlcoholで脱水してから Balsamで封入すれ

~i良川けれず住kA1coholで色素が取れたり脱水不充分て， Balsamが曇

ったりするから GlycerinJellyてー脱水せヂオこ封入する方-が手軽である

2，毛虫の気管染色法

毛虫(鱗麹類幼虫〉の気管は全体が淡色で解剖するに不便が砂ない。

獄に最IA~ 、気管枝の分布状態や観察する時に於てそうである o 故に気管の

みt.e染める事会考へねばならない。其の法は先の遡の様に展開する と云
ふ機制が虫l~~ 、から一考案が必要である。

(1)盤汁副主入液とするか出来る!湿り良質の墨令月jひて一度協過する事

-' 
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が出来れば申分が虫l~ぃ。此の注入波を毛虫の充分がtむ桜な器物に調製

する。

(2) 毛虫の気門を!能いた盆l'で丁~f.に唇j十部 I.e焼いて閉口せしめる 。

(3)上の様に気門令聞いた毛虫を卒muこEther令含ませた綿Jてに慌へる
JjC::5分間此の間に時kEther令綿に補って蒸気を持続せしめるのである

件〉新して充分体を冷した毛虫を前記の注入液中に投入して加温i!Jll騰後
に取出す。

(5)簡単に水洗して解剖すると見事に黒染された気管を見出すのである

3.蜘妹糸の切断法

蜘車*糸のみでなく毛虫類の訴の切断法にも肱用が出来る、切断片会見て

後に思掛ない糸のl味が湧いて来るものである。

(1)糸会何本か寄せ集めて政め加温溶解した Gelatine(にかわ)液に通し

て棒朕に固化せしめる。

(2)鋭利なかみそりで切断して Slideglass上lこ載せ一滴の水や加へてCo・
verglassl.e覆ふ。

(3)低度の瀬微鏡の力に依って観察するのである。 以上

偉大なる昆虫筆者7シリ・ファブル
通常曾員良二国本正秋

アンリ、フアプルAean.Henri. Fabre は1823年12月22日南フランス、

アベ、イロン勝グェサン郡の、行政中心にして市揚町なるサン、レ才ンに

生れた。家が貧しかったので、五六才のn寺程遠からぬ、 ~5 ツソレに百姓

:aLて居る祖父母にあづけられて、七才まで其鹿に育った。此の時分か
らすでに偉大なる自然観察者は、其の鋒~:æ表して居た。

干支になると l地近の掌中 lこ、夕方の沈黙 il'r~って甚t:微かに、響ひて来

る昔があった、何んの昔7ごろう 。小鳥が其の集で鳴いて居るのであろう

か、狼が此の時分になると出て来ると聞ひて居7こが、彼は大臆ーにも探に

行った。長い間探したが無駄であった。彼は翌日も翌日も行って見た。

叢林を少しでもずヲっかせると、直に昔は止む。併し乍ら最后の日に彼

の接力は報いられた。彼の手のー把は、其の歌手守捕えた。其れは烏で

は無く質にノfツタの一種で-あったr

彼は花に愛着:a感じ、昆虫に友や見出しずこ。 iJt-し祖父母は彼の天才ぞ



(24) 

認めるに、除りに文盲であった。

七才にして墜校に入らなければならない彼は、サン、 ν才ンに蹄って

来た。家が貧しかったので、糊口の足 しに もと、家Iß島~飼ふ事となり、

其の世話がアンリに委ねられた。卿化された二十四五匹の小家鴨は、二

週間も経っと。盟の水では足らなくなって来た。家から少し上手に、小

さい池があった。日曜日や祭日の矯めに。裁ってある靴を穿き7こいとは

思ふたが、其れは許されないので.蹴足で柔い鵬に豆会出来しながら、

石ころ遁を池に急ぐ。蹄りには、アンリのポナットは色々様々の石で11長

んで居る。

其れを見Tこ父親は、「此の餓鬼奴何んで叉其んな物をポナットに入れる ォ

サツサと捨てちまへ」と奴鳴るn淘:親は着物に奥えられた損害のみに1民

く、 「まあ何んて其んな物をポナットに入れて、何んと言ふ情ない子7ご

ろう、唯れかがお前に呪文でも掛けたのか知ら、」とで

彼が十才の時に、一家はロデに引き越した。其庭で彼lま中堅校に入っ

た。貧くて月謝が掛iえないのでo鵡拝堂の稚児となって、やっと其れや

莞じて貰った。星島校では古典に親ん7ごが、叉自然Jl>も忘れなかった。此

の頃から人生の問題。殊に死の問題が、彼の頭中に往来し初めた。

彼は幼時は、小さい傷を見ても。気絶する程てずあった。或日彼は好奇心

に腕られて。牛の後から屠牛場について行った。鉛筆:Jl>削る献な小さい

ナイフが、或る一個所に刺されるとの Ll::は電光に打たれた様に倒れた。

彼は物の怪物に附かれた様に。其鹿~飛び出した。

ロデに於いては究は小さきが|理屈を管んで居7こ。が併し，思わしくなく

て、ツウJレウズに移り、又もやモンペリエに移縛した。アン リは自分で

パン会求めねばならなかった。彼は市鵠や兵管の近くで、レモン等を貰

り、叉道路工夫の群にも入った。幸にアピニヤンの師範墜校の給貫生と

なり、優秀なる成走資金以って。其庭や卒業したのが彼の十八才の時であ

った。

数少月の後に彼は、カノレパントラスの附属小事校の先生となった。而

して教育家としての彼の才能と熱誠とは、生徒の故金衣第にi曾した。時

々彼は生徒~野外に連れ出して測量令敬へる傍ら、幾何告も教えたので

ある。ータ月の俸給を投J、じて求めた、カステルノウ、プランシヤノレ、
リユカス、 の三人の毘虫壊なる本を、日夕耽読した。彼は中等感校の敬

員令忘撃して居fこ。併し嘗時は未すご中等感校lこ、博物科が設けでなかっ

たので、面白い昆虫感告も捨てるより外なカ、ったのてずある。そして彼ア
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ンリは、数壊、物理化率~，ま一生懸命に勉強した。其の甲斐ありて 7 ス

ターの墜位や得る事が出来た。

感位~得ると共に彼は、 コルシカ島のアヤチ ョの中身各校の、物理化製

教授となった。コルシカの自然の風物は、生物製者たるべく、運命づけ

られて居あ彼を誘惑した。彼は物理化接会教え、傍ら。好きな植物採集

ゃ。海の生物の研究に身を捧けた。此鹿で植物・撃者モカン、タン ドンと

知った。 1852年彼の二十七才の時に、腹に噛れて、且つ7 ラリヤ熱に犯

かされて。アピニヤンの中墜校に持じた。彼は此の頃は主主撃をば捨てお

好きな博物墜の研究に混頭した。彼が夜明けから谷聞の石上に。アナ峰

令見守って居た時に逝った。三人の荷萄摘女が。夕方・に其の閉じ石の上

に座して。同じ個所在見守って居る彼金見て。「気の毒な白痴者」とl耳き

十字を切って遁ったと言ふ。

ー彼の昆虫の研究に新らしい桟示を奥えたのは、蛍時昆虫接者の者宿レ

オン、デユフクルであった。彼はデユフウルの研究に。一歩抜き出た研

究を霊表して、感界に認められ、又デユウノレからは。熱心なる推賞を受

けた。

彼と知己Tこり。!A恩人7こる人は、 '文部大臣グイクトル、デユリユイで

あった。デ・ュリユイは文部大臣の臓に在り乍らも、一日フアプルの研究

室を訪れた。フアプ Jレは此の訪問者に打ち駕き、 ~l~ä貝:お く鹿を知らなか

った。二人は昔よりの友人の如くに、自然科撃の事に就いて語った。デ

コ.リユイが「君の質験を、今少し立祇な物にしてやろうね」。と言った時

フアプルは其れや恒ん1:。デユリュイは「唯れも彼れ色が。自分に色々

の司王金持ち掛けて来るのに。君一人其れぞ拒むなんて。君lま登り者1:ね

」と言って笑ったと言ふn 而してデユリニ>." Iま。フランスの・里見者の大な

る名患とした鹿のレヂヨン、トンヌウル勲章を授けた。翌日は多数の撃

者と共に。皇帝に拝謁の楽を得て、五分間も皇帝と語りし止言ふ。

1858年に彼は自然科撃のマスターの壊位争取り、更に進んで理嬰博士

の撃位を得た。

デュ リユイは女子の鴬めに、自然科嬰の講座会設けた。フアプルはア

ピニヤンのサン、マルシヤルイ官院に於いて、女子の鴛めに自然科壌の講

座争開b、7こ。彼れの熱心と共に、生徒も増加して、名聾大いに上ったが、

反射に猛烈なる攻撃を受けてn 四週間以内に立退をさえ命ぜらる h に到

った。赤貧洗ふが知き彼は。移鞘貨に節した。首時アピニヤンに住んで

居た、英国の経憤皐者ジョン、スチユアート、ミ ルから金ぞ借りて才ヨ
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ンジユに引き越した。 11;)'に1871年であった。

教育界令退いた彼は、糊口伝文筆に求めねばならなかった。彼は多く

の書物を書いた。然し自然を研究する時間の生じて来たのを彼は喜んすご

彼には五人の子供があった。市して其等の子供等は、彼の共接者であり

且つ研究lこ蝕くべからざる助手て'あった。然し乍ら天は彼に幸ひしなか

った。 1877年に息子ジユルは病死したのフアプルの嘆き忠ふべく、昆虫

記第一容はジユルに掠け・られた。 1878年に出版されたる第二巻にも彼は

書いて居る、 「昆虫の研究に於ける私の熱心なる同持者、植物の研究に

於ける明敏なる助手、苔・が愛児ジユルよ。私が!fß~甘初めたのはそ ts. j，この

鋳めてずあった。私はそなたのために其れを部けて来た。痛しき悲嘆の中

にも、私lま其れや続けて行くであろう 。吹き蹄ける呉盛りの花を折る死

は、臆k如何に痛しき事よ。そなたの母、そなたの姉妹蓮は。そなたの

好みし花壇から集めた花で。そなたの墓ぞ飾るであろう。 日の光に槌せ

て行〈花束に、私は)1専来会持つ様に と、願って居る此の舎やそえる。 吾-

k の共同肝究は其れに依りて。永飽せしめられる様に思われる一一一彼

岸-に於ける再醒の竪悶なる信念令把持して居るが故に」と。諸君よ、昆

虫記-a縮かれん事冶希望して止まぬ。フアプルのI史や思ふべ‘し。

1879年に彼はオ フンシユぞ去って、永住の地セリニヤンに移った。此

の引退に依って、彼は全く翠界から、忘れられて終った。併し彼の偉大

なる研究は此れから初る。昆虫記lま衣第k 々に巻を重ねて行った。初の

中は彼の著書もよく質れた。生活も可成り盟であった。然し時代の襲化

と共に、反宗教的傾向の起りし:馬め、自然科筆者の書いた物が寅れなく

なり、彼の一家は叉貧しき主活脅しなければならなかった。

1910年4月3日此の嫌遜にして酬ひられさ'る、偉大なる自然科撃者会、

此れ以上埋れしめるにJ甚えざる友人謹は、セリニヤンの彼の家に於いて

祝典ぞ上けた。此の時文豪ロマン、ロウランや、其の他有名なる人々の

愛と隼敬に満ちTこ祝辞が朗読せられた。彼は泣いた。叉人も泣いた。少

し遅れてフランス皐士院は多数の賞金を法り、叉ノーペル賞の候補者に

推薦した。生活は壁になったけれきも、肉体的には最早衰えて居7こ。

1912年に彼の最愛の妻lこ先立たれ、翌年彼の弟と幽明相距る身となっ

た。其等は彼を大いに悩したが、更に大なる打磐を奥えずこる物は、斯の

世界大戦であった。記憶すべき事は大統領ポアンカレーの訪問て'あった

1915年の夏から、彼の衰弱は日に日に目立って来た。そして同年10月

11日午後6時に此の偉大なる自然科墜者は其の魂令jjifl!の手に委ねたので

1 
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ある。

文.:a作るに蛍りまして、

ヂヱ、グヱ、 Jレグロ著 科墜の詩人フアプルの一生、

アンリ、フアプル著 毘虫記 2

大思想全集 自然科取者研究

告書考致しました。 一一終一一

CollinsonのLinnelこ遜った手紙に就て

賛助含員宮漂文吾

(27) 

Peter Co11insonの名前は生物墜者聞に飴り鹿くは知られて居ない、之は

最ものことで-、 Co11insonはLondonの商人であったからである、私はColl

insonがLinneに塗った多数の手紙巻Smithといふ人が編纂した ASelecti 

onof the Correspondence' of Linnaeus and otherNatura1istsに依って見

て面白く感す・ることがあるから其戎る黙を取り出して之れに劃する感想

を書いて見ゃうと思ふ。之ぞ記す部jに Col1insonに就て少 し述べて置く

のがよいかと思ふ。彼は1693年に英国の¥Vestmorelandtこ産れ後 London

に出て商人となり1768年に死ん官人である、性自然科.製令好で個人的の

植物闘争所有して居た、亦濁り植物のみでなく動物鉱物等に就ても鹿〈

趣味ぞ有ち一角の見解を所持して居fこ、従て其遺詣も深い所から現在の

英国でも験者としての名患の一つであるRoyalSocietyの一員であった、

且つ躍なる一員に留まらないて'幾多の論文を此 Societyから出して居る

叉或る岡書館に大きな貢献令して居る外最も面白いことは電気の盤見者

Frank1inに閲することである、印ち電気lこ閲するFrank1inの最初の論文

はCo11inson~こ設られたものでCo11insonは之.:aRoyal Societyの舎合席上

に朗読した、併してそこに在った愚者漣は此論文は誌上に登載する程の

債値あるものとは思はなかったのみなら宇、殊に電気に依て部i火すること

の出来るといふ論文は列席の人々から一笑に附されてしまったと U、ふこ

とである。 是等の事賢丈で見ても商人であ りながら如何に自然科墜に通

じ且つ多〈 の科感者と交渉を有て居たかど窺はれ亦それすごけLinne'lこ劃

しでもき‘れほき‘親み.:a有て居fこかも想像し得られる。

先づ第一に1741年生月3日に認めて居る書面の中に Iknowyour active 

genius cannot be idle. Pray what are you doing. Some newwork， I h・
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ope， is r巴adyfor・ th巴press，to ;o:ntertain and inform the curious part of 

mankind.とU、ふて居るのt.e見るとLinn巴'の知何に熱心な研究家で其結

果を盤表しつおあったかご筑はれる、叉jft匂tこ鈍て未?と欧米の退{事嬰苦:

にさへ現在引用されて居ない芽僚鐙異に制するLinne'への知らせが書か

れて居る、その一つは緑色のリンゴ・の樹へ維色t鋳の着いた部分とが明

かな境告示して居る来賓が出来たこと及び一本の挑の樹へ毛桃と油桃と

が出来たといふことである、釘論irll~~5なるものは元より以前から知られ

て居たので従て此時既に Nectarineなる語が使{まれて居るがそれが如何

にして出て来たかは不明である、 それから24年後の1765年9月17日附の

手紙の中に Collinsonが自分の庭に護芽した一本の挑の樹会其1為育て
お置たらば五年目の1765年に 3dozen の ~11i桃か結果したことを告け恐ら

く誰かぺ出挑を食ふて其麗子を捨て‘置たものから琵芽しその性質が種

子に依て継飽きれて来て居るものであろうと調ふて居る、此考が果して

正しいか合うかに就てはこ沿には論じない、そーして終りにLinn'eに向ふ

てあなたの所には大きな植物製困書館があるから εうか勉強家にさえの~i

を調べさして知らして戴きたいと芸H、て居る、其問は わ~r1J挑は昔の入

に知られて居たか、2)(之に就て最初に記載した人は誰であるか、 3)其人

はこれの起原に就て述べ司又何れの閣で起ったかを記して居るか。

次ぎに熱心の余り卒直な手紙を出して居る例が少くはない、例へば衣

の様な簡がある、 Mygood friend， though my love is universal in 

Natu1'al History， you have been in my museum and seen my little 

collection， and y巴tyou have not sent me th巴leastsp巴cimenof eit-

her fossiL animal， 01' vegetable. Seeds and specimens 1 have s巴nt

you f1'om yea1' to year， but not the least returns. It is a gen巴ral

complaint that Dr. Linnaus receives aU， and returns nothing. This 

1 tell you as a f1'iend， and as such 1 hope you will 1'eceive it in 

g1'eat friendship. As 1 love and admi1'e you， 1 must tell you hon-

est1y what the wor1d says. 何のわ7ごかまりもなく Linne'に劃・して

斯く云ひ得られるのは Collinsonも十分な自信令有って居た人であるこ

とが想像せらる、 之に劃・して Lil1l1e'が-e.んな返事告したか又何とも云

はすコに放任した治、をうかに就て私が今述べることの出来ないのは遺憾で

ある、併tLinne'が全〈常に標本や種子令建らなかったのではない、そ

れは Col1insonの手紙の中に是等のもの巻得た御践を述べて居る揚合も

あるからである。
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L1nn，eは自分の著書ぞColliuson!こ常に寄贈して居たもので彼の有名な

Sp巴ciesPlantarum の出版された時と直ちに逸ったものと見えて1753年

九月廿日附の手紙lこ1was b1ad to see the first book of your Species 

Plantarum， a notable book， that will for everdo honour toyour me 

mory・ と賞讃して居る、併しColliuson自身も此文字通りに異に永久に

此書が植物分類撃の紀元令訓してl呼名は1753年以後に奥へられたものが

合法である以上は今日も採用されるといふことにならうとは思はな治、っ

たかも知れぬ、それにも拘ら-:9-'斯く謂ふたことは Colliusonの先見守物

語るものと調はれやう、之は輩なる賞讃でなく℃真に値値あるものと考

へての言で世間普通の御上手の言ではなかったと思はれる、なぜかとい

.へば自Ijにも越ベブこ様lこCollinsonは、半直に謂はんとする所を述ぺて居る

人であるから。併しさすがの Colliusonでも謹にLinnぜの深い考は破み

取れなかったのか1754年四月廿日の手紙にはLinn，巴が今迄の植物名の多

く.:a盤、更したり新名を下したこと会泣憾として斯くては植物・撃は多数の

人に趣味令以て謬ばれるべきものであるのに最早一生令掛けて勉強しな

ければならぬ様なことになり異に専門の大・車教授なご・を除いては鋳し謹

け得られないことになるといひAs1 love，you Itil1 yon onr seutiment 

と結で居る、 Linn巴'は之に割・しては何等動かされる所はなかったと考へ

られる。此 Collinsonの様な考は現在の英国人にも極めて色彩が濃厚で

ある、理論に立脚することの少い傾向ぞ多分に持て居り其宜植物を愛護

することは甚1:盛である。

riIJに先見といふ文字会使ふたが之に就て面白いことがある、それは此
蛍時燕は渡り鳥であるか否やtいふ問題があったと見える、此件に闘し

ては永年に亘てLinn巴'との聞に文書が交換されて居る、首時Linne'令始

め瑞典の撃者iま燕は冬期数ナ月にEって水中に身をひそめて春になって

出て来るものと考へて居たらしし、、此貼に就て自己の質際の観察やら航

務者の経験やら文理論上からそういうことはあり得ないと力強く主張し

て居る、 此司王置は今日小著書児童て'も異議なく認め得られることであるが

之に劃してLinn，巴が最後に知何なる考になったかを知り得られないのは

諮;憾である。

Collinsonが注意深い観察者であったことの今一例吾容けて見ゃう、

之れは Linn'eが動物の食物に就て或る雑誌に意見守出 Lたの4伝説で

but remember this， that hunger will bring creature~ to eat any thi-

ng・といひ彼れの附近の百蛙が彼れの植えて居る horsechestnuts (日本
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のトチノキの類で今日でも詩所に津山植えられて居る)が多くの果賢ぞ

着けて居るのぞ見て之れを豚に輿へた所が少しも食べなし、、そこできう

かして食はしめたいと考へて豚を飢えさして其後に奥へたならば迭に之

を食ふ様になり其後は之に依て豚が甚't::肥満して来たといふ経験令告け・
て飢えたる者は食を選ば-9-.との支那の言会事置に書き表はしてゐるd

以上は手紙の中から気の附いた掲Iiを僅かは.かり拾ひ出して見たのであ

る斯様な古臭いことぞ特にこ‘に普:む、た主旨会最後に附け加へること令

許されたい。先づ第一に永年に亘ることではあるが多数の接聞に闘する

文書の交換や行ふて居たことは現代の人々の聞にも稀に見られるに過ぎ

ないと思ふ、新棋な文通.:a1悪し得られろ友人や有つことは何れの時代の

人にも みらまほしい、然かも其等の手紙を集めた所調書簡集が後日に印

刷され得る丈にLinn'eは他の人々との往復文書・を保害して置いたことは

やはり彼れの動植物標本の保寄の念から出寵して来て居るものと想像せ

られる、面倒すごといふて必要なもの迄気前よく打ち捨て勝ちになり易い

ものである、何等か妻考になり得るものは後mに諮;し得る様に心掛ける
ことは個人的にも亦公にも大切なこと‘考へる、然かも現代の日本に於

ては殊に斯様な感念の持主の多くならんこと令切に希望に:f~1えない 。

第二には歴史や其他の科皐一般に閲する博物館は元より動植物に闘す

る産業方面の科接的の妻考館や闘書館のない日本には此感念から養成し

てかゐらなければならぬと公言し得られる朕態であるのは如何にも残念

に堪えない、あなたの所には植物図書館の大きなのがあるのすごから調べ

て貰ひたいと謂はれる丈の固書簡が現在日本に在るか、今のところ東京

の理製部に在るのが日本での最も多く伝競して居る所であろうがこれと

ても其蛍局者に謂はしめると甚't::乏しし、と嘆いて居る、殊に分類・製(t多
磁の文書や妻考にしなければならぬから日本の植物調査ぞ完全に透ける

上には是非共豊富に闘舎や蔵する揚研令法ることが何より必要である、

CollinsonがLinn'elこ向つであなたは私のmuseumを見られたかといふて

居る様に個人的にでも多くの物や集めるといふことは其方・商の知識や自

らは釘論他の入にも之や惇へ得ることであり且つそれに閲する感聞を準

歩せしめる短めに役立つものである、併したゾ集めるといふても日本の

骨董品会無意味に集める風習の様にそこに研究が供はれなければ集めな

いよりも増しすご位に留まる。

第三には翻察 .:æ~t くすることである、躍に野外での翻察ばかりでなく
車:Ill~、質験中例へは鏡検する揚合の如きでも之が必要である、鋭い観察は
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新稜見の基礎であることを忘れてはな らぬ。

植物の休眠期に就て

賛助舎員松原茂樹

(31) 

菩々の日常生活する温帯地方・に生育する落葉樹木ぞ始め結!ての植物及

ひ。塊輩、塊根、 鱗輩等が冬問の休眠j関Je有し、叉程下、塊-g<;.等が或期間

の休!民1関Je有するのは明な事:質であるが、四季の温度の殆んご卒均して

植物の生育に通ずる熱帯地方aでも植物iま不紹護育せがして各自問有の落

葉並に登芽の時j闘がある。

之等は植物の種類の習性によりて多少の相違はあるのであるが、或る

植物の種子、塊A等i拍車訟の方法によれば数年乃至は数十年間休眠の状
態で保存せしめる事の出来るものもあるし、叉或;種は主主日しカ、保事の出

来ないものもある、日ij者は最近大賀博士によりて研究された満州、はり壁

掘された蓮の一種の種置の様に数百年間も土中に休眠駅態に保寄せられ

て今柏、完全に護芳し、後者は中島庸三氏当事の研究した柳の種子の様に数

時間叉は数日間半じて生害するが如きである。

Witmack， Ewart，近藤博士等は種子保存と云ふ立場から此の問題を研

究して居り 、近藤博士の知き裁が閣の重要農産種子の精細な研究を笹表

されて居る。

樹木類は普通11月末落葉の時から翌年3月下旬乃至4月上旬頃の護芽す

る迄休眠するのである。

以上の様な植物の休眠は吾々路用植物堕の立場にあるものにとっては

非常の使宜ぞ奥へて居る、吾々は此の時JU~又はJUj間金利用して樹木の職

金、移植、 繁植当事を自由に極めて安全に行ひ得るのである。

新の知き農業の繭昔も自然の力であるとすれば、 何等の不思議も有難

味もなし卒凡硯されて終るのであるが、一歩進んで考へると中々興味の

ある叉重視せねばならない事である。 i

吾々は普通樹木の休眠1悶は秋末落葉より初春護芽の直前迄と栴して居る

のであるが、事宜夫れは非常な間違であろ。

植物は左様の長い期間休眠するものではないと云ふ事右足頃研究され

論議されて居るのである、休眠1閉の研究は随分早くから行はれて居るの

であって、 1910年Howord氏か283種の植物に就て研タし其後Klebs氏が
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植物の休眠は之れ令短縮せしむる不在笹表してより以後隈めて多数の研

究が殻表ぎれるに至った。其の結果植物の休11日明は、自然状態の気候の木

で落葉より震芽迄と云ふ;隊な長1切に亘るものでなくて』見の休|民1悶 (Re-

巴tReriod)は大抵芸事業後ーナ月乃至二ナ月であって、 其の後は所詐j自然

の気候の;伏態が植物の生育に棋はないで仕方なく休止の駅態てー居Aもの

であると云ふ事を確め、之れや第二期の休num月(Dormantseason) と略
して居る。Jli与の時期には地下の相蛍の温度の鹿は盤根して生育会始めて

居るのである。

此の問題は宜際家の問に於てJI寄来非常の注意、を要する事であって、例

へは温室に葡萄、挑等の果樹~培養する揚合Rest Per匂dの時は知何に

高品度にても盤芽しないから徒に粧賞金損失する許りであるか Domant

seasonlこ入れは温度金遁世にすればよく殻芽するものであるから此の時

期に至って加湿すればよいのである。又樹木の植や1"もR巴stPeriodの時

に行ふ方が活着もよく翌年の生育もよいのであって之れは従来の経験家

の宜ー際と一致する所である。

吾が園の農業専問の書籍には未t:"此の事lま見首らないか雑誌其他には

屡k見る庇であって、京大の菊地教授の如きは大正十二年海外より蹄朝

されてι1.来熱心な指導者である。
外国の路用植物E呉の立揚にある人(ま此の~.f"や~fl首重要聞して居り殊に

Chandler氏のFruitGrowing(1D25)の如きは特に本を分って此の不必論

議して居る程ーである。

今一つの休眠j聞の問題は之を短縮する事である。

今迄此の問題に就て最もよく知られて居るのはJohannsen氏のェーテ

)1.-法てdあって、種子輩芽促進路IJとして一般に知られて居る事である。

2、にMoliscb氏の温浴法で-之は植物器管.:a8乃至10時間c、30度乃至40度
の温水に入れる時は披週間早〈鷺11てすると云ふ。温水の代りに湯蒸気で

も差支ない 03は Weber民の創傷法で冬芽の童部告傷つけ又は同時に

*.:ai.主入するカ法でハシドヒの如きは 3週間早〈琵芽すると云ふも、プ

ナの知:きは何の反臆もない、 41;:tJesenko氏のAlchol(10--10%)又は

エーテル (0、01%-1%)或は水ぞ注射する法で。 5はLakon氏の養分吸

J&法印ちクノヅプ氏の有用盟類.:af虫J&せしむる法。 6!まLakon氏の物質

l段J&法にて之は養分のみなら歩腕酸、硫酸、荷荷酸、炭酸令含める水の中
に浸して促進する法、 7はMolisch氏のラデウム法である。

最近馬鈴薯.:a用ひて休|民期打破の方法が非常に肢く研究せられる様に

、.
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なり従来より一層容易に而も精確に行はれるに到ったのである。この事

lま始め1923年Rosa氏により殻表せられ、衣に1926年より1928年迄の問、

DOnny氏により殆んご完全に近い乞に研究せられた、其の結果によれば、

Ethylene Ch1orohydrine. Ethyle bromid等のDipsoak Vaper methocl 

によりて其の霊芽会促進するので戚;揚合には 17-月以上も早く登芽せし

め而も登芽の歩合をよくする事を述べて居る、大竹氏が昭和3年兵庫!際

立農事試験場て・行った成紅同大体Denny氏の設と一致し、.私共が日間n2

3年の二ク年の成額も一致し而も私共の成績ーではJl'x:量迄もj宵加する様な

結果ぞ示して居る。今少し之をz研究したらは一年三回の馬鈴惑の政能力Z

出来る様になるかも知れない、 Denny氏は之会3-4の樹木に>>JB用して矢

張同様休!民間の打破は極めて容易に促進する事吾輩表して居る。

麗子 tこ就ては末、fこ賢験されて日ないがJI~来之が研究もされ必歩や農闘

塾Jて有利の事質を護表される事と思ふ。

叉最近 氏は果樹却は青酸瓦J!Jf燦茶守すれば休ILmj明を打:{i皮促進する司王

.a述べて居る。

以上の桜に休眠期は路用車~i4合j上非常に重要な位置.æ占めて居るのであ

るが、其の原因に就ては米すご判明していないが、大体内因設と外国設と

の二つがある後者は外界の服況の影特によりて起ると云ふ設と、前者は

植物の護育の盤化が外界の朕態の如何にか泊はらす・起ると云ふ設とある

が、近来はmiに述べ‘た外界の影響によりて鐙イtする事及び成る植物は温
室にては生育を摂けると云ふ様な拡l'iより考へてタト因設が有力になって来

て居る。 v

-:!xに休眠1明打破の理論に就ては未完.定設はないが、 Howard氏は糖化

防:素蛋白酵素、脂肪分解階素の活力ぞ棺迭する錦であるとし、Rosa氏は

H子j良作用の結果とし、 Denny氏は特に説明必加へて居ない。Newton氏

は硝酸による酸化作用が促準するものと して居ろが、最近植物の休眠に

は炭水化合物が必要であって、之ぞ妨ぐる時は休眠に入る~Fがおくれ、

休n毘中の植物の炭水化物ぞ減少せしむる時は休眠を促進する事を報告・さ
れて居るから、之等の薬剤は植物のIザI混作用金強くし、従って休眠中の

植物質の炭水化物を消費せらる sから其の結果休眠j田打破の結果となる

ものとも思はる。

兎に角この問題は肱閉植物思上極めて、重要な問題である。

(1929、1、10)
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7 ヲミドロに就て

泡常曾員良一松本友詑

(A)アテ tドロの植物事的肝究

アテ tドロ(Sprogyra)は接合藻類 (Conjugatae)アテ tドロ科に属する

植物で通常池沼津地に生育している。此者lま自体内に築総素を有する故

外観紘色を呈す。細胞は固柱朕ぞな し通常直径よりも2-3倍、又はそれ

以上の長さや有し、その雨端にで長く連結して所謂締j吠体 (Protonamの
ぞ構成す。車僚にて校舎出すことなく 多数の締朕体相集まりて水中に浮

生す。細胞の直径は種類に依りて異なり或種にては0、152mmの太さを有

する。含有せらるゐ葉線粒は一二の種類に於ては直線朕をなすものなき

に非さ'れ共多数のものはラセン駅の長き紐j択をなして含有せられ、或は

ー細胞内に美しき二個の星駅舎なして含有せられ、叉或種にては板献と

なりて含有せらる。

制l胞の中央こには多数の核様体 (Pyrenoid)が存在する。細胞核は約l胞

の中心|端近に事在し原形質の細おil令以て周迭の原形質と連絡せられてそ

の位置令保っている。 叉大なる澱粉粒あり て業締休中研kに識せられ、

結j微鏡下に於て染色せすて・してみることができる。締駅体を構成する各細

胞問には互に生活上の連絡がないから切離したる一個の出III)J白はそれ自身

一個の猫立体となることができる。倫アテ tドロは水中より直接その体 w 

表より養分割民放する ものである。

アテ tドロの繁殖法には二法あり郎ち、

(1)分体法

(2)接合法

分体法とは締駅イホ令形成する細胞が艇に2分し、JI国弐にこの方法にて分裂

繁殖する方法である。

接合法とは、

二個のアテ tドロが蛇行して存在する揚合各告JII)J臼より互に相劃する細胞

に向って突起を出しその突起は断衣膨大して迭には雨突起は相謹着する

に至る。然る ときは創1I)J白内の含有物は漸くJ&縮して固有の築総体はその
形巻失ひ不規則なる塊朕令なして細胞膜より分離して中心に相集まりて

楕図形の塊ぞ作るに至る。同時に雨突起の謹着部に於て細胞膜はとけて
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雨量!日胞の内容物 (Plotoplasm)は交通自在となる。

この内容物の流動する方-向は一定しておって、決して不規則なもので

Z 

The union of the gametes in 

Sprogyra. 

Two filaments of SPROGYRA Q-

UININA， Side by sicle， Showing 

stagesin the Union of the Cells 

(gametes)to form the Zygosore. 

はない。郎ち或所にては甲より 乙

に流れるが、叉或所にては乙より

甲に流れる といふ様なことはない

のである。此の如く相接合して内

界物の流動する場合、各甲乙細胞

は外観上何等の異なる所はないけ

れ共我々は、流れこむカ-の細胞や

雄とし、うけ入れる方の最!II)j@を雌

ときめている。

以上の知くして雨細胞合ーしてこ

当に授精作用を完ふし、外面i二肥

厚せる細胞膜や作り、合有物は締

色を失ひて黄褐色に鐙じてこおに

接合子(tygospore)奇形成するに

至る。カか、〈して生じ7たこる接合子iはま
休眠胞子 (Re白s討凶ting-Spor吟であつ

て、久し〈寒気と乾燥にたへ翌春

のI~気の来る会待ち再び茄競する

ものである。その場合細胞の外被

2枚は先づ破れ含有物はその内被

吾被りたるま‘袋駅の突起となり

て蘭登するものである。こゐに於て含有の葉絡粒は再びラセンJ伏に配列

せられ細胞は艇に二分して長おi!駅の植物体となる。 郎ち締;伏体を形成す

るに至るのである。以上がアテ fドロの接合繁殖法の大略である。かく

の知き接合法に於て、一方の|人l容物一(Plotoplasm)ーが他Jnこ移動して

相合し受胎する現象は精品(Spermatozoicl)が卵に移動-t.るのOnestepと

みなすべきものである。

(B) アラ tドロと稲作と のItid係及びその腕除法

アテ tドロが稲田に建生しずこ揚合、虹l何なる影響を稲の生育に及伝すか

は言ふに及tぎないが一言すれば、
(1)機械的障害

苗代に繁茂すると きは苗取に多くの勢力，z，nし、本間に建生せし長j合は
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もし前移植後間もないI昨はアラ tドロにまきっかれ瀧胡:71<.1二依る問の71<.

の動揺によりて苗は腰折lhとなり、或は流れl冒となりて快憤株会多数生

歩るに至るの3l...うんか其他害品の技生せしi場合、 油.Iemfriiにそ泊ドでも

アラ tドロのため池の臨故金妨けられ所J仰の躯除を完ふすることができ

ないのである。

(2)生理的障害

アラミドロが回国一ぱいに繁茂するときは水温著しく低下し稲の分擦は

錦に大なる支障を受けるのである。分探作川の障害は息j)ち滅l肢を意味す

ることは確である。私はアア tドロの繁茂が挺湖水の温度と分斑作mに
及帰す影響が政;量に如何なる程度の被害をもたらすや型文字的に申上 γべ

き材料金もたないことを泣憾におもふ。アア tドロはその性質として非

常なる低温度の水中にても生活力会維持するもので例へ水が凍っても倫

生活力や維持することができるといふ。 此の知き性質からして特に冷水

が泊りの認旧、排水不良なる7R回等によく繁茂するものであって、左な

きすごに温度不足勝なる此等柏IJlに於て、アアミドロの生理上に及治す悪

影響はけむし大なるものである と信じる。

我閣の知き山間部地方多き ことはl心ffil部稲田の多きこ tぞ意味し、IjJ

fl ~部稲川多きこ と は、確かにアテi. 1，"ロに嗣されつおある梢mの多きこ
とそ意味する。この意味に於て是がl駆I除法の研究は決しで無意義なこと

ではないと私は信守る。

以下のべんとするアテ tドロめ駆除法は私が熊本の農事試験場に居Tこと

きの試験を鰹とし、其他の試験結果を緯として編出したる駆除網である

アテ tドロ駆除試験

草匝 食 塗 匝|ー昔強計匡|鳴水ノ混皮|司芯ア9副1 
ム 0210.2510.1¥ 0.51 0.251 0.11吋昨|河川
アリ|ァ 1)I :H/Iア甲|アリ 1:J'~ I ア リ|ナ~ I :J'"， I 

警有|無|無|有 I~!f， 1総i無|無|紙 i無
試酸銅阻|石 灰 区 i泌水ノ多少|
験21吋3叫4.500| 品|品11あ11 5~1 多|乾|特
jf アリ | アリ | ァヮ j ア哲 也 !とてl~ I :J'~ I ョ 司777
i警i有、有有銀総|総 |紙一一一

-・
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官it考試験I"!~，'クトた使用す。
硫酸銅及ぴ石灰の量11共に反蛍さす。
アチミドロI"!硲活者後移憶す。
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上認の試醸成績は試験方法の不備と貰験技術の拙劣との鴬にその結果た

るや不正雌金まぬかれないけれ共、之-7:要約すれば多;の様な事がわかる

(1)食控水及び苦摺汁0，5%以上の濃度のものにはアテ tドロは死滅
するも稲にも亦被害がある。

(2) アテ f ドロは45~ 以上の水中にては生育はむつかしい。

(3)硫酸銅はその効果最も額著であるけれ共ー・定量を越ゆれば薬害も

甚すごしいο:!?IS賞り1-3匁位の範固なれば薬害なく駆除の効がある。

(4)石友は安全にして且つ有効なるものである。反首20貰以上施用す

るときは腕除の効がある。

(5)田町の乾燥はこの前験では効果なき様なれ共宜際に於て相官効果

あることぞ信すコる。

以上の試験の結論よ り考へてアテミドロの駆除に最も趨切有効なる方法

は(1)硫階銅に依る法。 (2)石次に依る法。この二法をあけることができ

る。以下主としてこの二法。及ひJ其他私しが話できる、本でよみし諸種

の方法に就て少しばかり述べてみゃうとおもふ。

(1)硫酸銅に依る法

農墜博士永井威三郎氏は日本稲作講義の中に述べて日く、アテミドロ

の類が多く柏田に'設生した揚合は硫酸銅2匁を*1升lことかし之を1坪

-1坪半に撒布すれば騒除の効果があると。博士の法も亦一法である

然し又衣の;践にしてもよい。却も硫酸銅の一定量を少量の水に とかし

之をO.、25%のも のとなし坪首り2升の割合で撒布すればよろしい。鹿

島鯨農~試験揚に於ては坪9匁、或は18匁会施したるに駆除の効果あり

しは釘論、 薬害なきのみな ら歩、然も標準匝より増J&したる成績守護

表している。印ち、

試 |成熟期|駿 最| ヶ年間ノ Z問問|
験匿名 草丈 l整理k，籾 l鶏 籾 |牧量比|務 IJ投量比

標準区 11.19311斗414dl削I164:~1 100.0 
制伊匪 11.1861吋 116.51139.01 136.01 100.1!附| 94.5 

硫酸
D坦 匝 11吋叫 1叫 135.01附 1107.51附| 96.3 銅

医 18匁 阪 i印 51吋附|削I148.31 105.51 Jωl 104.8 
備考硫酸銅施用量(tー坪滋り
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成程上記の試験成新に依れば硫酸銅!日!川匝がJ&量が多い。これは明に

アラ fドロの被害の大なる こと、 換言すればアテ fドロの臓除はJ&量;
を増すといふこと や裏書するものである。然れ共こ為に注意すべきは

Cu 10nの生物の細胞に劃する毒作用であって、これは私が言ふまでも

なく その反感は激烈なるものである。故に硫酪銅の多用は甚7ご危険で

あってアテ tド白と共に稲告も枯死せしむるに至るおそれがあるから

我々はよろしく、~WiJ除の効ある最低限度金川ふる用にすることが最も

安全で且つ賢明なことであるとおもふ。:x.悶試験揚に於ては硫酪銅の

代りに 3ヰ，式ボル ドー披ぞ使用しているがこの事は注目すべき方法で

あるとおもふ。最後に硫酸銅使用の場合は衣の知き注意が必要である

印ち、田而は浅7J<.となしおくこと、楽にかけない様に撒布すること、

撒布后遁首なる時聞がたつてから7J<.をそゐいで硫酸銅を洗ひ流すやう

にすること。

(2)石炭に依る法

石友は相官多量j庖j刊しても薬害なく然も効果は毎々大きいのであるか

ら経瀦上許すカ、ぎり、又稲の生理上支障なき限り多施する方か鯛除の

効は著しし、。先づ!n而t.P浅7J<.となしおき、畦上にて生石次に少量宛*-

t.P加へ之を粉化せしめたるもの令反訴30-50貰の割合で用ふるのであ

る。石友は之t.Pfl'初三の末期に使用するときは、土桜中の不溶解肥料・分

の分解会促し、その結果柏令して若返らしめ生育上面白くない思響や

来すものなればこの貼に注意するが必要であるとおもふ。

(3)クレオソート組iに依る法 ・
この方法は鹿島照焼事吉:i¥;IJ"臨場業務f}j程ぞみて初めて知ったものである

該試験成結表にそれがで為いるので衣にかおけて置く。

試験匿名|成 珍期|牧 立! ニク年卒均収量
|茸疋 l豆町l一夜TNiI籾 l阻制裁 IJ阻比
m I ;j'i 匁l 地l 匁 処l

標準阻 I1，弘31 13吋116.51144.51 135.8¥ 100.01 164.0¥ 100.0 

J竺竺wl!.! 1，160[ 16.1!日5.01146.51143.8い03.611吋 96.3 

"1TLO".on.f:"m:r I ， ，，，.~ r 1!" r:::1 1，!:: nl 1，f() r::' "100，，1 0001 ，，.001 制 1Tf2"R9"J厄 11，1731 山 I115.01 142.5， 133.41 98.21 148.91 90.8 
i用12H5R7勺殴!日51吋 1叫附|附1 9叶1叫ぬ7
1-&11 311" 8~6"' 1iìIi Ih刈吋川11此 of133.3J叫 1壬3.51 87.5 
備考 Pνす Yート施用量111)[蛍であろ。

上記の試強会ilil'抱するに、反首6合4勺応のJ&註は標準匹 100に畢j.して
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103、6を示し明に幅除の効果告現しているが、 それより施用量の多い

匝は共に減牧歩合そ示している。これは取りも直さする油の害が駆除の

効果より大なりしことを示すものである。

(4)過燐酸石!J(施用に依る法

老農の経験談に依れば肥料の種類によって著しくアテミドロが出ない

年と出る年とあるといふ。この方法は、過燐酸石Z友会多量施すことに
よって駆除及び態防をなさんとするものである。

(5)松脂使用に依る法

(6)田面の乾燥に依る駆除

元来アテ tドロは水ありて初めてよく繁殖するものなれば水なければ

大いにその繁殖や害され或は死滅するものであって、この梨iより考へ

て問面の乾燥はその時期金得れは司頗る有効である。前に述べた如くア

アミドロがRestingSpore ;z，作れば其の効果も根本的なものではない

から時期を失しない様に注意しなければならぬ。

以上私は諸種の方法;z，列記したが、少くとも現在に於ては今後よりよき

研究、方法の震表されさ'るかぎり石次に依る法、硫酸銅に依る法等が最

も合理的且つ有効なる方法であると信1""る。 一一終一一 1928.12.21.
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霧島山の植物目録に就て自分に踏破して貫見したり採集したりして本稿

冶弦に起草したわけではないが本山の登山は数回なして居る。若し一度

至ら(ぎ豪爽幽蓬の気が卒然として身に逼って紳気自ら清澄潤謹、低個持

た去るにイ忠びないものがある。叉四季折k の詩景詣趣は更のこと或は剥I
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代の歴史を尋ねて幾多品rlr話鯨設の由来必悶明し或は過去大自然の偉大な

作用や探究して現代の駅態金精査するなご本山の務術的)J・国特に吾 に々

;艮も訪れ、関係や有する植物慾の研究をするのも叉甚7ご必要な事ではある

まいかと思ふ。殊に此の盛山の麓、品rlr武原頭に其の居ぞ構へ植物療を研

究ずるものに於て舎やである。故に僕l才.並立に鹿高肢の調査に成った日銀

に就て記し諸兄の研究資本lの一端に供せんと思ひ弦に受民りの方法を以

て起草じたわけである。それよく了せられよ。

目鍛は羊歯類以上会記し里浜名を省略す。

Hymenophyllaceae こけしのぶ科

ウチヲ ゴ夕、ツ Jレホ ラゴ夕、アテォ、ラ コぜ夕、キヨス fコクシノプ、ォ、ソ

/¥コクシノプ、

Polyp diaceae のぎしのぶ手ヰ

シシjlシラ、シタシダ、ァメツe夕、フモ トシ ダ、ィ シカク'マ、ペニ シダ

イハへゴー、 ヒトツノヘ tヅデウヨボシ、ヤプソテツ、 コモチシダ、ィワ

ヤナギシダ、シノプ、ホラシノプ、ホシ夕、才ホキヂノテ、ジフモンヂ

シダ、ヮヨピ、才才、パイノ モ トサウ、ヰ ノモトソゥ、シンラン、ヰ ノデー、

イワ ヒメワヨピ、 タチシ ノプ、 ・イタチシダ、アマクサシター、グ.ジク、ジシ

ダ、ク ?ワラ ビ、ノキ シ ノプ、イヌシダ、ヤマイヌワラ ピ、コ ヤマイヌ

ワラピ、イワオモダカ、キヨタキシダ、キヨス tヒメワラピ、コパノイ

シカク y 、タカ ノノ、 ウ 7';'ド、シ、 トウゴ.クシタ朝、ノ、リガ、再、ワラピ、 ヒカ グ

ワヨ ピ、ヒメノ キシ ノプ、ヒノ キシダ、フピ ノネゴーグ、ォ、ソノfイヌ、ヮ

ヨピ、ミヤ 7ノキシノゾ、ミヤマノコギリシタ布、 tヤマシクシ夕、‘、ヤノ

ネシ夕、、、ヤ ワラシ ダ、ォ、ソノfヒメノキ シノフザ、

Gleicheniaceae うら じろ科

ウヨジ ロ、コシター

Schizaeaceae つる しのぶ科

ツノレシノフぜ、

Osmundaceae せaんまい科

ゼン?イ、

EQl出 etaceae とくさ科

スギナ、イヌドクサ、

Lycopodiaceae ひかり・のかす・ら科

トウグ.シノf、ホソノfノトウグ.シパ、スギ:5ン、 ィハヒモ、ヒカグノカ ヅ

2、ヒメスギフン、
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Selaginellaceae いわまつ科

カタヒノf、クラマゴ.夕、タククラマゴ.ク、

Taxaceae いちゐ科

イヌガャ、ヵャ、ィチーキ、ィヵ¥イヌマキ、

Pinaceae まつ科

ウヨジ ロモミ、ィプキピヤクシン、ハリモミ、⑥アスナロ、アカマツ、ク

ロマツ、ヒノキ、モ t、スギ、⑥ヤワラスギ、⑥カウェフずン

Potamogetonaceae ひるむしろ科

ヒJレムシロ、

Najadaceae いlぎらも科
オ、ツスモ、

Alismataceae おもすごか科

アギナシ、ネソノfモオダ:lJ、

H ydrocharitace，ほ とちかがみ科

ヤナギスプ夕、スプ夕、

Grami町 eae 禾本科

.ヤマ カモ ジク'サ、ヒメリガリヤス、ササクサ、メヒジハ、ササヵ・ャ 、ャ

ター夕 、メカソレカヤ、 チヵーャ、 トダシノf、ゴプナク'サ 、 tス'ピ工、ウシク

サ、ヒメアプラススキ、シ/¥、テカツレカャ、 tヤマスヌカ .;j，-、イトスズ、

メガヤ、オホアプラススキ、カンチク、サイトウガャ、ハヒチゴーグサ、

tノホロ、ムラ サキススキ、 tヤコヲfサ、ヵリヤスモドキ、ダンチク、

ギヨウギシノ九カゼクサ、ネズ Eカ。ャ、チヂミク'サ、⑥イネ、ハヒヌメ

リ、イタチガヤ、ウシノ シツペィ、キン エノコロ、 ⑥才ホアハ、 ⑥ コア

ク、ァプヨススキ、ネズ tノ才、⑥モウソウチク、メダク、ススキ、ス

ズメノヒェ、チカラシパ、ァテチカラシパ、チゴ・:fサ、ホウライチク、⑨

キピ、ムラサキヱ、コロ、ュダク、ネテイチク、

Cyperaceae かやつりぐさ科

イトテンツキ、ナキリスグ、ヒメスグ、スナスグ、ショウ ジヨウスグ、

アッパヰ、ハリヰ、ノテンツキ、テンヅキ、ヒデリュ、ヤマヰ、 tヅカ

ヤツリ、ヒメクダ、ホタノレヰ、 :lJハラスガナ、ヒゴク'サ、ノヤ77ンツ

キ、シカリヰ、ァプヨガャ、ヵヤツリク'サ、コゴメヵ・ヤツリ、アゼガヤ

ツリ、ハマスグ、タマガヤツリ、イスガ7 、ヒメヰヌノハナヒグ、 tズ、

ハナピ、才ニガヤツリ、ナ )vコスグー、

Palmae しゅろ科

シュロ 、
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Araceae てんなんしゃう科

オホハンダ、ムサシアプ t、テンナンシヤウ、セキシヤゥ、コンニヤク

サトイモ、

Lemnaceae うきくさ科

ウキクサ、ヒンジモ、

Eriocaulaceae ほしくさ科

ホシクサ、イトイヌノヒグ、クロホシクサ、イヌノヒグ、

Commelinoceae つゆくさ科

イヰぐクサ、ツユクサ、ヤプメウガ、

Pontederiaceae みづあふひ科

ュナギ、

Juncaceae ゐ科

ホソヰ、ホソパノカウガヒゼキシヤウ、

Liliaceae ゆり手ヰ

キ tカグサゥ、ノヒメユリ、@カノコュリイノギヨン、サルトリイパヨ、

?ヒツソレソウ、ヤマジノホトトギス、ソクシンラン、シロ"ナショウジ

ヨウノfカマ、ホウチヤクサウ、⑥ネギ、ヤマラツキサゥ、ツクパ・ネサウ

ヅJレボ、シホデ、サヅマサンキヨイ、シュロサゥ、 tヅギパウシ、キパ

ナノホトトギス、ィクギボfウシキパナチゴクリ、ナルコユリ、

Amaryllidaceae まんじゅしやり手ヰ

マンジューシヤグ、キツネノカミソリ、

Dioscoreaceae やまのいも科

タチドコロ、ヤマノイモ、キクパドコロ、ヒメドコロ、'"Y')レパドコロ

Sridaceae いちはつ科

シャガ、⑥ヒアプキ

Musaceae ませを科

⑥バセテ

Zingibreaceae めうが科

メウカ.

Burmanuiaceae ひなのしゃくじゃう科

ヒナノシヤクジヤウ、キリシマシヤクジヨウ

Orchidaceae らん科

ナゴ・ラン、フウラン、 7 メツ'タラン、キリシ?エピネ、ナツヱピネ、セ

キコク、ヤマシヤクジョゥ、ツクシユスヨン、ネシクィ、才ネノfノトン
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ボサウ、イヒヌマヌカゴi カシノキヨン、ミフンパイソゥ、ヱピネ、シュ

ンラン、ミヤ 7 ウズョ、コクラン、ムカゴサウ、ヵキヨン、キヱピネ、ナ

ギラン、ク 7 j:lヒサウ、クモキリサウ、ヤウラクラン

Saururaceae はんけしゃう科

ドクダt、ハングシヤウ

Chloanthaceae ちゃらん科

フタリシヅカ

Salicaceae ゃなぎ科

ヤ?ヤナギ、⑨シダレヤナギ

Myricaceae やまもも科

ヤマモモ

J ugla udaceae くるみ科

オニク~}レ t

Betulaceae かばのき科

ヤマハンノキ、ヤシヤプレ、ヨク'ソ tネパリ、アカシデ、 4ヌシデ

Ulmaceae にれ科

ムクノキ、ナヤキ、エノキ、ハルニレ

Fagaceae 殻三ト科

4ヌプナ、プナノキ、ウラジロガシ、 tズナラ、ツクパネガシ、カシハ、

アカカ.シ、クリ、シヒノキ、コナラ、アラカシ、クヌギ

Moraceae くわ科

カナムグラ、ヅJレカウゾ、ヵウゾ、ヒメカウゾ、クヲクサ、イヌぜハ、

ホリパイヌピハ、ィタピカスのヨ、ヤマグヲ、⑥クワ、ヒメイタピ

Urticaceae いらくさ科 くらくさ

J、ヒ tッ、 {.1、j:lj{，、ヤフ'-<tテ、?テ、メヤフ"7テ、コア;/Jソ、ヒメウ

ハパtサウ

Santalaceae かなびきさう科

カナピキソウ

Olacaceae I~島ろ除ろのき科

ポロポロノキ

Loranthaceae やさ・りき科

マック.t 

Balanophoraceae っちとりもち科

ヅチトリモチ
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Aristolochiacea巴 うまのす9--くさrl
ウマノスズ、クサ、オホノfウマノスズ、クサ

Polygonaceae たで科

⑥ ソパ、ネパリタデ、 tヤコタニソパ、ヤナギタデ、ャ〉ネク'サ、ナガ

ノずイウナギツカ t、アキノウナギツカ t、 tヅヒキク'サ、 tゾソパ・、イ

タドリ、シロパナサクヨタデ、イヌタデ、オホイ ヌタデ、タニソパ、ヒ

メスイノf

Chenopocliaceae あカ、ざ科

アラアカず

Amaraut乱ceae ひゆ科

ヰ ノコヅチ、ヤナギヰ ノコツ'チ、イヌピユ⑥タイ トウ

Aigoaceae つるな科

ーリfクロサウ

Caryophyllaceae せきもく科

ナンパンハコベ、ナデシコ、 t ナク'サ、ァテハ コベ、ツルハコベ

T rochodendraceae やま ぐるま科

ヤマク'ノレ7

Ranunculaceae きん偽うけ科

サキシ y;(ド‘タンツソレ、 タカネハンシヤウヅJレ、ヤマ トリカプト、川ナ ヅー

Jレ、オキナグサ、ノカ 5"?ツ、ヤ?才 ダ?キ、キンポウグ、キツネ ノボ

タン、コノ'J;;，f-タンヅJレ

Lardizabaraceae あけび科，

ム~、 l\ クピ、 t ツ"アタピ

Berbridaceae めぎ科

メギ

Menispermacea巴 つ歩らふぢ科

アラツソマラフジ

Maguoliaceae もくれん科

ホホノキ、サネカヅラ、ォォ、ヤ?レング、コプシ、 シキミ、"?ツプサ

Lauraceae くすのき科

クスノキ、シロダモ、カコ・ノキ、ァプヨチャン、カナクギノキ、シロモ

ジ、4ヌク'ス、ヤプニクナヰ

Cruciferae 十字花科

タネックノfナ、 tス事タカ(5ン、イノ、ノ、タヲyホ
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Papeucraceae けし科

クサノワウ、チャンノfギク

Droseraceae もうせんごけfil

モウ センゴタ

Saxifrgaceae ゆきのした科
/ 

チダタサシ、クサアヂサィ、サハアジサイ、ヵ'クウツギ、ノリウツギ、

ゴメ ウツ')レ、ミヤマネコノメサウ、コカ。ネネ コノメサゥ、トリアシシヤ

ウァ、ヤシヤピシヤク、ウメノfチサゥ、ノfイカワアマチヤ、イハカ。ラミ

、アルパウツギ、ダイモン ジサウ

Rosacea巴 ばら科・

キン fヅヒキ、ヤマブキショウマ、 ダイコンサゥ、フユイチコ"、ナガノf

ノモ tチイチゴ・、キジム シロ、ツルキジム シロ、ナナカマド、キイチコ-、

コジキイチゴ、ナハシロイチコ¥ヲレモカウ、クサイチゴ・、ヤマイノ'¥';玉、

ノイ"ヨ、ヤブFイ/'¥:7、テリノ、ノイ./"¥':.ラ、クマイチゴ、ツチク'リ、 fツ

パッチク'リ、⑨ウメ、ャマザク:玉、⑥ナシ、⑥モモ、@スモモ、⑥コデ

マリ、ノカイドゥ、 tヤマザクヨ、ノオマ7、ナンキチナナカマド、ウラ

ジロノキ、才ネノ':ヨイチゴ、ノfライチコ.

Leguminasae まめ手|

ネムノキ、ヵワヨナツメィ、ドヨウフジ、ヒメノハギ、フジカンザウ、

tヤマ トペラ、ヤマフジ、ヤマハギ、ネ コハギ、ヤプマメ、ヤハズ、サウ、

クズ、、?キエハギ、 fヌエンジュ、ヤプツルアズ、キ、ムレスス了メ、タヌ

キマメ、ヌスピドハギ、コメツプウマゴヤシ、コマツナギ、シ"クサネ

ム、ヒメ クズ¥ ノササ 夕、、メ ドハギ

Geraniceae けんのしようこ科

グン ノショウ コ

Oxa1iclaceae かたはみ科

カタノ、¥'i 

Rutaceae さんせう科

マツカゼ、サウ、ハマセンダン、 fヤマシキ t、ゴシュュ、カラスグンセ

ゥ、イヌ-9'ンセウ、サンセウ

Ma1iaceae せんナごん科

⑥センダン

Polygalaceae ひめはき'科

ヒメハギ、ヒメノカングシ
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E u phorbiaceae たうナごし、くさ科

エノキグサ、シヨキ、コパンノキ、アカメカ シハ、ュツリハ、ナットウ

グイ、ヒメユズ了リハ、コミカンサウ

Buxaceae つけ・科

⑥ツグ

Anacardiacae うるしのきf.:↓
ヌルデ、ヤマハゼ、ハゼノキ、ツ タウルシ、ウルシ ノキ

Aguifoliacea もちのき科

イヌヅグ・、ツクシイヌヅ夕、ァテハ ダ、フウリンウメモ ドキ、ソヨコ。、

クロカネモチ、モチノキ、ウメモドキ T 、
Celostrac~ae にしきt:-科

クロヅJレ、ツク .f，¥ナ、ツJレマサキ、ツルウメモドキ、テリハノヅ }I/ウメ

モドキ、コマユミ、?ユミ

Aceraceae かへで科

ウリカヘデ、アサヒカヘデ、ヱン j;ウカヘデ、イタキウメグ・ッ、ゥリ

ハダj;へデ、カへデ、ヤマモ tデ、ョミネカへデ、コ川ウチカヘデ

Sabiaceae あはぶき科

アハプキ、アラカヅラ、キマピハ

Balsaminaceae ほうせん科

⑥ホウセンフヮ、ツリフネサウ

Rhawnaceae なつめ科

ク?ヤナギ、ネコノチチ、イソノキ

V itaceae ~~tごう科

ノプドゥ、ウドカツラ、ツ夕、サンカクツソレ、ェピ ツソレ、⑨プドウ

Elacocaroaceae iまるとのき科-
コパンモチ

Malvaceae あふひ科

⑥ムクグ

Sterculiaceae あ~~/り Zヰ

⑨アラギリ

Dilleniaceae しらんちづる科

シナカツ'5、シラクチツソレ、?タタピ

Theaceae つばき科

ヒメシヤョ、ナッツバキ、サグンク ワ、ヒ サカキ、サカ キ、モク コク、
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ヤマツ~.，キ、チヤ

Guttiferae きしばいA21

才トギリサウ、コ才トギリ、アゼ才トギリ

Violaceae すみれ科

シハイス fレ、チマJレパス fレ、タチツボス v、ニホヒタチツ ボス t

レ、才カスミレ、ナンザンス tν、フモトス fレ、コス tレ、ツボ、ス t

v、ス fレ、シロ"ナス tレ、ヒメ fヤマスミ ν、コ tヤマス tレ

Flacourtiacea e いし、ぎり科

イイギリ、クスドイグ.

Stachyuraceae きふぢ科

キフヂ

13egoniaceae しうかいご?う科

⑥シウカイドウ

Thymelaeaceae ぢんちゃうけ・科

イヌカ。ンピ、キ・ュヵーンピ、コセウノキ

Elaeagnaceae くみ科

ツノレク.t、ノ、ナシロク.t、アキク.t、ナツク.t 

Lythraceae みそはぎFヰx 
キカシク'サ、 tズキカシク'サ、ヒ ;J tソハギ

Alangiaca うりのき科

ウリノキ

Melastomataceae の伝TこんH

ヒメノ-'1'"タン

Oenotheraceae っきみそっ科

タニタデ、 tズタ マサウ、ィハアカパナ、チヤヲジタデ

1-1 alorrhagiclaceae ありのたふぐさ李|

アリノタフク'サ

Araliaceae うこき'科

ウコギ、サクレ tノ、タヨノキ、ノ、リギリ、コシアプヨ、ウヨジロウ コ

ギ(イモノキ)、ウド、キツ'夕、ヤツデ、トチパニンジン

UmbeUiferae 轍形科

シヨネセンキウ、ツクシぜリ、 tシマサイコ、ヒメノダ夕、ホリ"ノタ.

夕、ツヰぞクサ、 fツノfゼリ、ハナウド、チドメク'サ、ノター夕、シラカワ

"ウフゥ、 tツノマク'サ 、 ウy J tツノf、ヤプシ 5t、 伊リ
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Cornaceae みづき手|

ノ、ナ イカ夕、アテキ、ヤ y ;;.)"ウシ、クマ ノtツ'キ、 tツeキ

Clclhraceae りゃうぶ科

リヤウプ

Piralaceae ぃ t、ゃくさう *~I

ウメカーササウーギンリヤウサウ、イチヤクサウ

Ericaceae しゃくなり手ヰ

シロドウダン、ペニドウダン、アプヨツクジ?ヒカグツクジ、パ4クク

ックジ、サラサドウダン?コパ Ji パツツジ、アクシパ、 tカマキ リシ

7 、⑥キリシマツツデー、ネジキ、⑥サツキ、シヤシャンポ、⑨アセピ、

ヤマツツジ

Diakensiaceae いはうめ科

イハカガ t

Myrsinaceae やぷかうじ科

?ンリヤゥ、ヵラタクパ・ナ、ヤプカウジ、イプセンリヤウ

Primulaceae さくらさう科

オヤトラノテ、コナスピ

Ebenaceae かき平|

シナノガキ、 ⑥ カキ

Symplocaceae はいのき科

クロノfイ、サワフタギ、 iiヅパイ、 ハ イノキ、クロキ

Stylac;tceae えごのき科

エコ。ノキ、コハ クウンボ、ク、ハ クウンボ‘ク

Oleaccae もくせり科

コパノトネリコ、ネズ tモチ

Loganiaceae まちん科

アイナィ、シマヤマフヂウツギ、ホウライカツ'ヨ

Geutianaceae りんすごう手|

ツルリングウ、 リングウ、ハル リングウ、フデ リングウ、センプ リ

Apocynaceae けふちくたう科

テイカカツ'5

Asclepiaclaceae tこうわた科
アテカモメツソレ、ロクオンサウ、コイタマ、キジヨラン

Convol vulaceae ひるがな科

⑥サツマイモ、⑥アサ jj'ホ
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Borraginaceae むらさき刺

ラシヤノキ

Verbenaceae くまつづら科

ムラサキシテプ、ヤプム ラサ キ、 クサ ギ、ハマクサギ

Labiatae 唇形科

カヒジン グウ、ウツボ・グサ、ジヤカウサウ ?タニジヤカ ウサウ、スズRカ

ウシュ、ツJレニカ'クサ、クJレマノ、tナ、タウノfナ、 tカハリサウ、 tゾカ

ウジュ、イヌカウジュ、ヤマジソ、 tヤマタウパナ、⑥シソ、エゴ 7 、

ヤマハッカ、アキノタムラサゥ、ナ、yノサムヨサウ、ヵキドォ、シ、ノ、Jレ

ノタムラサウ、 fヅトラノテ、

Solanace仰 なす科

ヒヨドリジヤウゴ、川 ダカホホ ツeキ、イヌホホヅキ、クコ、キンギンナ

スピ、 ⑨ ナス、ヤマノボ、ロン

Scrophulariaceae ごまのはぐさ科

ォ、ソ r，ノヒメトヨノテ、ゴマクサ、ア プノメ、コゴ・メク'サ、トキハハゼ、

シホヵー?ギク、ツクシンホ jl7、サハタウ jfヨシ、 77コナ、 tヤ77

?コナ、ウリクサ

Peclaliaceae ごま科

⑥ ゴマ

Orobanchaceae はまうつ版科

ナンノfンギセ Jレ

Gesneriaceae いはたばこ ~~I・

イハタバコ

Lentibulariaceae たおきも科

.>f'!Tキ iiカキゲサ

Acranthaceae きつねのまご科

ラギノツメ、スズ、ムシサウ、キツキノ マゴ、、ハク'ロサウ

Phryrnaceae みえき くさうFI.

ハへドクサウ

Plantaginaceae おほぼこ利

才ネパ コ、⑥ へラオホパ コ

Rubiaceae あかね科

アリドホシ、 ョツノfムク'ヨ 、ヤマムク'ラ 、ヒノヨツ/¥ム クラ 、，、 シカク'

サ、;/Jギカツ玉、サツマイナモリ、へクリカヅヨ、アカヰ.、カハヨマツ
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J¥、ツルア リ ドホシ

Capriforiaceae すいかづら科

サンゴ‘ジュ、オホカメ ノキ、 tヤ"'i'tク'レ、ニンキウツギ、 コックノfネ

ウツギ、キタチニン ドウ、ス イカツdラ、ソクツ'、ニハ トコ、カマス、、 t、

コノfノカポマヅt、ラトコヨウゾメ、 tヤマカ、Y ズ可t、tヤマウグヒスカ

クヨ

Valerianaceae おみなへL.t:1

ラ fナヘシ、オトコへv、カ ノコサウ

Cucurbi taceac うり科

カヨスウリ、キカラスウリ、ア 7 チキツーJレ、 ⑨へチマ、⑥ヅルレイン、

⑥カボチャ、⑥キウ リ、スズメウ リ、そ fヂカラスウ リ

Ca 111 pa u ulceae ききゃう;FI・

ツリカ。ネニンジン、ツノレニンデ.ン、キキヤウ、 tゾカクシ、キハギキヤ

ウ

Con叩 p内5針it同ae き く，f利科l 1. ， 

キニカウハク'マ、テトコヨモギ、シラヤマギク、コンギク、センボ‘ンギ

ク、モ fチガザ、ヤプレガサ、ヒメカウモリサゥ、ヒメガンクピサウ、

サジガンクピサゥ、ヤナギアサ， t、ヒメムカシヨモギ、ヒヨド リノfナ、

ヨヅノfヒヨド リノfナ、キ〈ーンヒ ヨドリ、キクパFヒヨドリ、チチコゲサ、

ヤムシサウ、ハンクワイサゥ、カシハパ?ハク'マ、シウプンサウ、サノ、ギ

ク、ツクシヒゴ・タィ、ハパヤマボクヂ、ノプキ、クザヤツデ、、ヌマダイ

コン、ホリパノヤマハハ コ、ョモギ、ヤマジノギク、ヤマシロギ ク、ヨ

メナ、センダンギサ、ヵ.ンクピサウ、ヒメヤマアザ t、ノアザ E、ヤマ

ア'!i~t 、ツクシア!F t 、オニタピヨコ、サハヒヨ r リ、センヰぐンヤリ、

川ハコク'サ、 ニカaナ、アキノナン、フキ、コウゾリナ、フクワウサゥ、

ノグシ、テナモ f、アキノキ リンサゥ、イズ、ハハコ、イクニガナ、 ⑨ ゴ・

3ド.ゥ、 c.. )ヒマハ リ、⑨キク、⑥キンセンクワ、タカサゴサゥ、ノアザ f
のー鐙麗

J、!上記さろ所百三十三科問百五ーlヅ〈版、七百九十六純をl~~)~する 。

オホ本λι:目鋭鈍:の夕外卜街号貯.1t1丹E当引1干りiJ瓶:刀百二-十i卜‘-]あl
衣j類虫の若子があるが之4をr~省首凹略各すゐ。

日 1'.の日銀は椛11[の頃に賢兄、掠集して作れるもので春及枇李成は;!~他

のI昨季に木ILJiJ)航物j調子ì:Tすれば本Il~主lこ附加すべき幾多の極知を接見

し何るすごろう 。
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舶はくば以上の日銭に諸兄の努力令以て記述せし以外の組却のtのご汁Ii

}JIIせられんこtを。

it 帝 j⑥印は栽培51
，~， IOr:1lは栽培や逃れたるもの

v 
‘ 

次に以上の日銀と富士山及御.11;-111柿物の数止を比較すれば次の如し

日士山 一二六科 阿五六j弱

木曾御岳 八五科 二七三j必

'i/;白山 一三三車 ji可丘六MJ
Jil'Jーに劃する和知{.i弐の如し

;古士山

木fす御岳

滋，(jI.U 

一、九O

一、七二

一、七回

八六八都

内七一括

七九六H

以 上

中頭山臓に於ける高山植物

iOO. 1;~'含良県一山下 稔

I!l同地J)の77柱ともH引ぎれる'1"凶山)J眠、斧鍛の入らざる品II'{にのま訟の大

山!l底力Z多くの珍貴なる柄物一高山前物を蔵 して今向植物採集家の多くの

ドーランの入り来らんことを待ってゐるのぞ詰m'は御詑t直前{ひたレ。
高山航物はイlt地植物とは自ら其の純賓Î -æ異に し花~の形態の奇異にして

愛概するに足るものが多い。欧州に於て夙にアルプス航物栽l;'~.!~i!の設け

あるわけは掠に容することき思ふ。

i'i*多くの柄物取者は 富士山航物日本アルプス高山i荷物等なる名のも
とに多くの論文{ま護去せられてゐるがt[i代大凶主命の直侍でありし大山

JJJRljt闘の名ある著7!?なき令中凶IUW正にかわりて。妓念でトある。の-17i会

主sべて泣く衣第である。

中間山)]1&は北日本潟の怒風にあてられ、瀬戸内海の不J1風に愛され此等恕

不Jlf-N風は中国大山!日正-a:Jiが支配下におかんものとi立を起こし主主を|傑らし

て戦ってゐる。

又地も之と1設を交へんとして擁にお-aiこぎらせてゐる。友一度此の地に

遜べば冷風否寒風IlJLをつき、 1:uUiえあり珍賞なる純物あり、諸討の耳自在

感動さして余りあることを信じる。

今夏孜がドーヨンに肱めた高ILJ~If!物の名を'~tHj て ljl副大山 JIJ止に!七-t-.る高
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山植物の一端金銅i知らせしゃう。

アテスゾラン E pipactis latifolia， All. 

花候八月 多年生草木

イチェフラン pergamena uniflora， Finet. 

花候 七月 多年生草木

ノピ ネチ ドリ Platanthera decipiens， Lendl. 

花候六月 多年生草木高サ1尺以上ニ及プ

tヤ7 ノキ シノブ Polypodium distans，Mak. 

常;絡多年生草木

ヒメノキシノプー名ヨロヒヨン Polypodium lineare， Thumb. 

1常;絡多年度草木

ウスュキムグフ Asperula trific1a Mak. 

花候八月、花冠鏡朕三裂す、多年生草木、お木被

イノ、ヵtri Shortia solclanelloides SiebetZucc. 
花候 七月 ;常総多年生草木

ヒメシヤジン Aclenophora nikoensis Franch et Sav. 

トリカ プ ト Aconitum ]aponicum 1'hnmb・

花1~~ 八月
レイ ジンサウ Aconitum Lycoctonum L. 

花候八月 多年生草木

サヨシナショウマー名ヤサイショウマ Cimifuga Facticla L. 

花候八月 多年生革本

コメス、キ Deschamtsia Fl巴xuosa1'rin. 

花候八月 多年生草木

ムカシヨモギ Eregeron acris L. 

花候入月 多年生草木

ヒメウスユキサウ ー名 tヤマウスユキサウ

花候八月 Leontopoclium alpinul11 Caso. 

シヤクナグ Rhocloc1enclron I-Iym巴nthesMak. 

花候五月 常総槌木

ヱゾ fソハギ Lythrun司 SalicariaLinn. 

花候七月 多年生草木

ドクゼリ Cicuta Virasa Linl1. 

花候入月 多年生革本
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キミカグサウ ー名スズラン Convallaria majalis Linn. 

花候六月 多年住草木花ニ佳香アリ

セ リノfシホガ"'i' Pedicularis Keiskei Franchat Sav. 

花候八月
(終〉

オ=パスに就て二三の観察

遁16曾員 j良一 本田 弘

オニパスは襲名 FuryalFerox Saliobと府し、芸Hと同様、睡;担利(Ny

111 pha eaceae) に底する71'<.庄描1~Jなり。此のオニパスの設も盛なる稜生舎

とけるは、富山鯨永見郡十二町潟、にして其の他下組、園山介附;j[[下1・城~岳

連問郡大武村鹿飼沼、新潟勝北蒲原郡繭1;，)i詰及び 宮崎勝児説話¥1木城

村岩淵池当事にしてなほ此の外に稲岡l誌の一部及び北7;Wj'¥・|地方に北端地も
生存して居るとの司王なり。設閣に於ては、宮城勝ぞ以て之が笹生の品と

せられて居る、此の事柄より見るも本植物は専ら|民地に生育するに越す

るものなるそ知るべし。其の費生の範園は至って小さく先の各鯨と云へ

ご兵の小地肢に在在して居るに過ぎ十ci淡に一般の者に とり では珍植物

のーに数へられる、富山鯨の本植物に於ては畏くも去る大正十五年今上

天皇陛下街東宮に坐します頃生物嬰御研究の街l資1"1として御買上の栄に

浴せし由承る。

才ニパスは其の特種な形態よりして各生育地に於て色々の別名が附け

られて居る。今之が二、三金揚けて見れば宮城蝶仙台地b・に於てはグド

ウと呼び、丹波地方・にてはイバラパス、宮崎版木城にてはナペノフタ当事

と云ふも 、其の形特t三蕗に似て居るを以て各地共ー名、 tズプキ、と稽

せられて居る。

次に本植物の形態並に護生にイサき暮述せば、赴が~の大な る鈷より云

へば我国本土に於て捕物中唯一のもので恐らく Victoriaregiaなる同T;:I

の植物と相劃してIlt界中でも有政なる物のと云って可なりと忠ふ。 昭和

三年八月下旬、私の本鯨('，~r llJ~)の本植物会調査せるに其の来の直径長き

は五尺もあり。而しー尺内外令普jillとせり。然るに岡田要之助氏の;551.山

鯨の物金調査せられし報告に依れば、驚くなかれ大正十一年に於て直径

九尺余、企十三年にて入尺七寸、全十五年では六尺三寸、ありたりと。

此の終年に於て径数の誠ぜるは夏季干魁及潮流の害令交けしためなり 。
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何れにしても新知き大柴のしかも全而鋭い刺令表Lて感にW;主繁茂する
賦況を目のあたり見る IIS:'êfに JIUi見守呈するものあり 。之の~の輪廓は迩

の其と似てゐる部111や、又大政の生i:'る見知より一寸552へると全〈五sと同
様完全な~RÆi'有し其の中に充分益を貯へ是 ~JI~ として旬年火きな築会

出すものすごろうと思ひ得られるも、是は全然の者意で完全なる桜誌を;(i

せ歩。

春z稜直千より琵:茶:込芽J事=して瓦j則U別l水 '1ド'にて i十‘分成長 4守旨逐tけf長しい、虫諜~kl村州F両ljの先に大誕

4冶訟引l肢』庭~vりJ ると同同11時l砕寺に企じ< ~棋長 7花乙より j力却抽1甘前11 で fたこる花秘の先端に{化と4やb閃き秋j則U別l に

至り結1官主して一生を終へるのであつて以上をを了詑綿!合する時オネ本E立:l前i蔀声許許i物l

4年三E生l主うなる4争b知るべし。

特に木植物に於て注目せられるのは呉川及花組と云は昔、裁の表裏より

花の外部に至る迄強直な る刺i' ~iする事と‘ Victoria regia及;北の大花

令聞くのに反し、自体に似合ぬ至って小さな花会生j:. る ~1:なり。葉7訟は

両ij記の知〈循形にして表面は深紫色で光蹄あり U 鍛非常に多<!l!而は深

紫色を呈し里芋の楽の如き絡色の肌なる絞j眠ありて刺殊に多い。.

オ本42葉定の末1::ご若1牙1宇FなるH
ド刊川'1甚し〈多向2賀fで日4舎量F約純if!るにつれむ杭t正?にE成tがり成長すo

~Rには傾く短い根伏ありて)，叫司に来十I~及び花悦栴tl:: して)/}る、其の元

より多くの根毛主主新し形全く里山こ却するテンヂクガヨ干の棋の様であ

るの

2諜i定ミ討胡キお柄柄i~丙~めの長きもの iはま2数段尺よ り1丈余に主謹主す

4冶旨出む椛在麹断Jする H恥ま明tにこ四4併例占司l防の導管 4令伝兄る司事}.~得べし 。 是等各部分i'熱心に

!段するも何等部l年の名残りらしきものなくして見ればやはり本植物は 1

年間に斯く大なる業を出す理になるが兵の琵生力の偉大かつ雌なるのに

は感心するの外ない。

G月乃至7月頃より水中心抽んでた花組の先に長さ2寸位の一花を若生

す花は雨性にして其0)形烏1放の知〈ある故ー名Jrlfii嫁とも耶せられる。外

部千板の丈夫な立にて匂まれ内部に多くの紫色ぞした花排と多数の雄蕊

とかある。雄蕊はlJlI.ll犬の可成大きな朱色しずこ雌蕊の周閣に愉J氏に配列し
て居る。耐「蕊若生のuて、あろ、多くは水中にて開花する令?iIとす。殊に
日中に至りて然り。タ哀れに至ればな再び!羽ちて元の鳥l啄の釘!く萎むの

であって新〈同じ事を数回くり返して受粉作)1J終る。

参考までに花ぞ岡示せば衣の女1]し。
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Profile 

Calyx 

Thorn 

Corolla 

Stigma 

新くて春よ i)開花し初め 9月中、下旬の頃に至りτ結丘す、下UJは下
位にして純子未熟なるtI与は怒天宵とも又Clue賀とも忠{まれぬ蓬wのあfi)践
に匂まれたる赤朱色σ)物で |竹部澱粉をねりたる女~I <、約々廿I沫あり。熟

するに至り外内硬く迭には歯を以て半じて割るを得る程となる之官11ち果

tまにして、其大さチカラシパのF王子・11Lなりの植物体迭に腐敗すれば純子
: 1 .-中に蘇九一春会過し苛k存に至り琵非して再び~I~.長や初むるのであっ

て穂子は持活一花に二 i叩i余り庄io，o
ネ本;拝航i物(は£日下の所イ布1

られつつある駅態であら、然 るに?打詐?下:てオ本t草綱同に「鈍撒X1省在吉雪~;ý.釘剥lリl皮可食」 とあ

るlはま此の植物のj撒ぬ砧tマ埜i主そ4冶k桁しfたニものでF粍iJi.-子fとJ共長に企用に供せられてF応:る。
支郎にては此の7菜某fl悩jI耐li及花脱を殺菜、認識、務経ji楽苛;と呼んで食rllにせら
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れしものの様なり、現今新潟賑に於ては楽m及食用の目的で之を採集し
て居る由である。

最後にあたり宮崎螺の本植物の現駅伝述べて筆巻止む。

所在地一一見習君[\木城村字岩淵、岩出iー溜池、日壁お:ít高針~11lより西方

約二里余に して木城に至る此問、自動車の使あり。 岡地より徒歩十町に

して岩淵に謹す。

木植物は大正十四年頃初めて蝦指定天然記念物のーに加入せられしも

のにして現生育池は今会去る約三百年前Iに貯水の目的で掘られしもので

ある。古老の談ぞ借れば凡そ二百年前l頃より岡地|羽近に確に繁茂せし模

様なり。然るに現時僅か七反余の溜池にのみ昔i'偲はせて居る様を見る

時、多分i府近の住民が養魚の妨害其他危険ぞ恐れて是が繁殖を防止せし

に外ならないと思はれる。 濁り此摺池のもののみは今猫見事な渡育会呈

して居る、生育離なる事に於ては此池の大部分を磁ふに至ると云ふ。

結文に蛍り本植物に劃-し諸君の槻察i'WJ望す。

11日記

此の稿は響て;古)1時リンヰ曾、に於て私の述べしも のなる も更にftH文を
も省みi:'木紙に掲載せしものなり 。

(妻考文献、植物研究雑誌 (第三省) 宮崎牒名勝天然記念物調査報

告 (第一輯〉。

花言葉(Languageof Flowers) 

通常曾員良三湾山芳雄

西洋諸国にては古くから花言説なるものがあって花そのものに意味巻

含ませて山友知己の間に贈答せらるる優美な習慣がある。特にトルコ泣

りでは非常に底く行はれ十九II!紀にはフランスで軍事通信の秘密fI音蹴と

してmひられそれ以来家庭遁信にも用ひられる様になって来た。叉花言
葉が品lド話として古詩人の思想令{事へた而白い口Ii!il!傍説の人口にl陪表せら

れるも のが少なくない01近頃技閣に於ても花に割・する趣味は肢<-1Jtの人

々に枇迎せられ従って花に特へて自分の思想感情意志等を表はす花言~ç・

の制問も衣第に踏んとなって来た。 こう云ふ意味から して花言楽を研究

するのも無意義なことでもあるまい。弐に最も普通なるものについて記

載して見ょうの

え

----
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いとらん 雄JII:。
Stra、.vbery 二枚の舌。

いちぢくの果'tt 議論。熱心。

いぬほおづき 諜失。肱倒。

し、らくさ 汝は毒心 ~:f，'fて り。

替~l長 愛情。

苔1!主白 踏の吐息。

苔磁諒赤 懸の誓。

蕎桜茶褐 J25数。

蓄積紅色 熱烈の磁。

葉桜一重l民 単純な態。

菩~~長赤の苦 市ー〈愛らし。

鳳仙花 我に蹴るお釘れ。

美女楼淡紅色 家族の和合。

美女樫深紅色 一致協同。

美女鹿白色 JCために祈り給へ。

三色草 tq:ぞ思へ。

はな しゃヲぶ 女子u、便り 。

滞荷 道徳。

はり心、と う 不老不死。

はぎ ι7~臼1也8、。

ほ当づき j倒的。

~;Hj 卒凡。

菩提樹 婚自主。

秋海裳 懇ー切。

牡丹 定J'1。
牡丹.i!tf赤色 只私~信じなさい。

牡丹赤色 私の織は汝の番~する 。

牡丹白色 fi:JJ・自ら御注意なさい。

巧薬 悲恥。

へうたん J1?;:大。

帯五11 御身は完美の極なり。

Tulip 愛l'ι
Tulip黄色 望みなき愛c
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'1司 ulip玖E~1，li花 尖しきIIR。
Tulip白色 火銭。

J)i日italis ガi愛c

1'1合 私の心は汚れがないの

有可L 誘惑。品愛の物。

わらぴ 妖術。不思議。

CattlCya 吉弘法せる蹄)J(l 

Carnation 熱心。

じarnatρn白色 私の愛情は活きてゐるn

Carnation赤色 it女の態~q，f言オトる〈

会主主花 向jf別の悲。同

Cannaホ
、、、ー--

r:問主な末時。

Can引1陥 {tfE1i 永紛れ

かへで 法慮。

かたはみ市 点f台。

か~~~ら 京~o

，j:，rr J~ しき闘に余を~HIJめよ n
Dahlia 感謝。

i-W瓦 )J~ e'I "大き。

7こんt妥当 .~~'の ， Iî ひに川ふ。

7ごし、すごし、 広大 C

L巴mon ，q(C、

つ(;fき i諮り。

つ為じ 市fli!lof.i"iJiZ:o 
っきみさう 前後の夫人n

すいせん 冷j先-(f i;:宇η

なでしこ タJI供。

なでしこホ 純にして熱心な愛n

なでしこ白 才能。

表1 ↑i!i愛。

}Jli+ 良質。

t陪 i黒山。高潔。
なしとりなでしこ わなの予~/存の愛。

11畦A 淡山 J!!tifu:i行。
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のぎく I)I~向。

お(.i(ぎこ 1'-1人のJE跡。
おらんずごいちと 先凡o"r.象，i。

おみなへし 住人。

Gladiolus 川心。栴介。

〈ちなし 余(主総りに幸なり。

ヰコまゆり ji Ekì~ o 

まつばhHこん 可憐。創刊I~気n

けし l民り。

)-l，J:lf品 勝利。光栄

Phlox drllmondo 火%10tj<のj剛志燃ゆるつ
Freesla 無邪気。香気。

わすれなさう 余をJ忘れ給ふなr

機1;i. 1<JJ議。

繭"千百'[ 元日ー副編。

藤の紫色 胃、{玄武女のfd:に1rふ。
践の白色 可憐。

Coお11l0S白 少女の純潔。

COSl110S赤 少女の愛↑11io

)!ji夫人平 j脆き熱愛n

八nemonc 1:¥ソUグ位3、。

Asparagus 二r;詑っ
.¥stcr 信昔、る録。

あち.さゐ .{JjJ身(;1)令/.('1こり

あさがほ '受おの }A~~*/I眠、

さくら 台:'t込なる救Yio
さどんくわ 謙説。:i:虫おう

きく 高潔o1
ff探。

ゅうがほ ー復。

CinCJ乳ria 心。〕悩み。

Cvclamen 疑惑。

花T";:i市 {延しき心c

IIY乱cinthu<; 心の点ひ‘。

ひ h ら"i:/. 保護。
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銀木犀 ';(;J.気品高し。

金木犀 汝は高潔なり 。

~~5 愛の幸稿。

~~Eの花 JJGIま汝の掌中にあり。
Geraniull1 愛情。

せきもく ~!l~慾。，t舌決。

ぜにあふひ 柔手1:1。母の慈愛。

Sweet violet 秘婦の織。

Sweet pea 離別。

すす・らん 希望。関連。

すいくわ i悶大。

すみれ 訴訟i。貞fii-I。

すみれ紫 誠宜。

すみれ白 楓)1回。

すもお 困難。

す当 i者 勢力。 以上。

ブータシタシ毒蛇研究所を訪ふ

賛助合員井上重陽

去年の二月拾四日、丁度其:頃南米では夏の暑い感りであったが、プヨ

ジル闇サンボーロj1ltif.の毒蛇研究所を妻翻する錦に宿の人と共に自制j車

"e走らせた。途中右側に立仮な共同墓地をみながら間もなく郊外に出た

此のl時同IIこは日本人経営の馬鈴薯畑が揮山あって、鹿々に汗にまみれて

働いてゐる同胞のたのも しい姿会みうける C 庭先で素足で元気よく遊ん

でゐる小供の顔色が先程市内で見たそれに較べ‘てイキイキとじてゐるの

は嬉しカ、った。河を渡れば間もなく小高い正の上にI1Nや射るやうな熱幣

の織の樹問に隠見する白壁の建物をみてそれが其研究所と気がついたn

近来参観者が段k多 くなってくるので然るべき人の紹介がなければ峯

翻金謝絶される止のことであるが余は幸に問所長と親交のある高岡ド ク

トルの紹介ぞ得fこのて、早謹係の人が案内在してくれた。

毒蛇を飼育してゐる所は到!1りぞJJ.ff.e掘とを以て図んだ数百l"fiの芝生で

あって、揚内には脱会ふせたやうな固いセメントの蛇小屋が津山並んで
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ゐる。毒蛇の数は約千匹位ゐるさうであるが其多くは此小屋の中に暑さ

を避けてゐる。毒蛇は食物-a奥へないでおりは、その毒の成分が強くなる

ので全く絶食させておくが約ーナ年位で倒れるとのことである。

案内人は革のグー トルに身ぞ固めて毒tl!'~の群に近づき右手の杖を振っ

て彼等;をI懐く打てば尾を振りながら三角形の鎌首会あけて飛びついて来

る。然し何れもj陛より上に飛びあがるものはなb、。案内人は紹へ歩微笑

しながらそれ等の種類に就いて説明して史-れた。主なるものはさえの知き

ものである。

Crotal us terrificllS L. 

Lachesis muta L. 

Lachesis jararaca W. 

Lachesis neuwied iiW. 

Lachesis itapetiningae&B 

Lachesis alternata D&B. 

Lachesis jararacaSSll 1.. 

意蛇にかまれると悪性の揚合には全身が紫色に鐙じ血会吐いて十数時間

の後に倒れるさうである。接会開拓する場合に土人か屡々其害ぞ被ると

の喜主である。

本研究所では毒蛇の種類に膝じてそれぞれの血1精令っくり安値でこれ

や供給してゐる。*-に案内人は毒蛇の喉金抑へ口密聞けて毒牙の配列の

状態ぞ示しτ央れた。部ち毒flfE(ま顎の前部にある上下二本づ h の牙のみ

特に蛮達してゐるので蛇にかまれた時その歯の跡によって憲の有無を見

わける事ができるのである ο前向J近に事lf:毒蛇会飼育する揚所もあるが。
こ れ等にも充分の食物-æ~~へぬので激しい7ì.誌の結果共喰ひ舎なしてゐる

置に猛烈な動物の生存競手伝目前にみせつけられた。

叉場内には血精る?採るために馬の飼育場及びその解剖l室等も附属して

ゐる。其他毒蛇iこ閲する標本室も案内されたが各国の毒蛇がよく蒐集さ

れており。其中には日本のはぶ。まむし等も目に就いたの倫日本の蛇の

種類もあって案内人が日本語でかへる!かへる!とし、って愛婿令ふりま

いてゐ7こo

此研究所は設備は左程大きいものではないが、此種類の研究所はm界
に甚む稀なために、サンポーロ会訪れる自然科感者のみるべき重要なも

のゐーっとなってゐる。そ してこの研究所設立以来恐るべき毒蛇の被害

が著しく減少 してきた事は云ふ迄もない。
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鹿児島県薬山川指詣方面般行記

ii!í '.!:~if民農ー田原重義

十月ト阿円午前八時私共一行はiJj川港、初任i，ウ而-'eii&察する免許"311"1れ

加愛閥メLにて鹿児日港会出世しました。初めは鏡の様な7J-;.而をじるが如

くに静かに走つt行きました 。 一同は中肢の上で阿くは問迭の凪~~(に悦

惚となって居ましたが舶は衣第にスピード令かけ風さへそれに加はりが;

は大分動拡して来ました。最初は歌や談話に気を取られてきも愉快相に

騒し、でゐましたが其中一人が倒れ衣いで二人三人と迭に過学設の人がs%

背になってj庄倒して了ひました。其時国度Jt鹿に乗り合lました鹿児faj高
農f主が三岡入居て君、共にトランプぞせぬかとのrj1 iI¥ 1こ依り司'tJ"先生と班、

もそれに妻加さしてnひました。，軒くはそれに盛んに花々吹かして加中
の苦しさもJ忘れてゐましたがIliIf!-'é過ぐる頃均f~は柄k 動能して来て塗に鹿

高):Ek~tの一人も倒れました。最早時'/1XH立金〈此献のJlRi.虫色なりました
斯くする内加はJ11J11泌へ這入りました。jt時は符もiIi.llてりn寺正に十二時

でLた。 1:1注して早謹山}II小皐校へ妻りました。その突岱りの鹿に可成

大きな見馴れぬ樹が二本並んで立ってゐました。聞けは其の一つはゴ・ム

樹他は龍mH=-ったので-す。 E-kに取っては大鐙珍しい木でした。;J主の迭
ーをjj却終ってから裏手に岱る内務省直結の薬用純物j試験地の見原ーへ妻りま

した。其而肢は約三アール位のOi'で植物は全部木本類で其の種類を記し

て来ましたから衣に5Aべます。ク'アパ、ンジロo メヨリウカリウカデン

。ロン、 i震計潤)クロトンチグリウム。ク'アパー。タ-iナリヤカチヱ
プラー。エンプリオオフイシナリス。タ事アチュラアルホレア。カシアフ

イスチュラ。キナ。ク ロトンチグリナ。コカ。ナツメヤシ。ヨイム。ペ

セアク'ラチシマ。 全容でした。さ欠に宮村の榊j託へ参拝しま したがその入円

ルには大きなアカウ樹がアーチを形作ってゐま したのlお川はそれまでに

して今度はモータ仕掛けのハシナで冊泌やむを切り荷び上陸して愈々指宿

指して歩き始めました。此の主主一帯は流石E問の砕i間程あって非常に暑

くパナ、(ま到る鹿に繁茂して日ました。ので熱帯地みでも紡ふ校な感じ

がしました。全身は11二も瀧の如しとでも言ひたい，践に流し乍ら歩く;:"1i約
-rg~1主にして十日街へ;(;'きました。珍し い本には;1;ぇ~!の人家の f;;:]ゃ101TIの周

問にはniHr三pg寸もある，日Jな次きな流協のオてが深山ありました之がイI名
な1l11fj名物の長桜桁iの材nーであって一本でも大分j込い(庄がして人の話・し
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に依ろと其の迭では女の子が生れると之巻何本か植えて置くとその子が

嫁ぐ頃にはその木ナごけで大した金になってゐると云ふ訴でした。此誌の

対Ilは大低砂地で美味相な藷が津山其庭彼底に掘り出されてゐました。指

宿では先づ第一番に目的の臨高農姪管の地熱利用植物試験地に案内され

一~~「ズ

ました。四十坪の硝子室長が一つ建ってゐてその中に大きな践管が二本左

治に遇してありました。その中を通る地熱湯の温度は普通61二62度で十

一月頃までは夜間だけ湯は通してゐる相です。其の中に植えである植物

にはアレンペルパーム。

金f畠樹っ荊竹。菩提樹。こと阿。パ、ャ。 ナツメヤシ。アロガシヤ等で来

7こ他に深山ありました。衣にメロンの仕立てである温室に這入りました

縞麗なメロンが一本の首に一個宛網で吊してその肥料には堆肥、油粕、

魚肥等が施しであるとの事で同室には叉トマトの前も津山仕立て h あり

ました。今度は茄子苗の育て溢ある温床へ行って見ました。首日は十月

十四日でしたが昔時苗は九月十日に描麗して頂度四回目の移植中にて衣

に印ち十一月上旬に定植するので其数は約1200木で其年の去から翌年の

正月にかけて成熟し一等品は先づ東京へ二等三等品を大阪神戸と云ふ順

で建り出し其磁品令鹿児島の市内へ貰り出して居る相です。蛍所生産の

五il子は色艶の縞麗である苦手が他所生産品仁撃すして誇りとしてゐる相で相
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鵠は大低一個二十銭位で匂:年2000圏内外のJ&入ら感けてゐると云ふから
大したものです。其床の土は傍-年取り替へるので他の床は蛍時そのコン

クリートで出来た床の土が立慌に洗ってありました。地熱を利用したの

は大体以上の様なものでした。斯くて吾当事一行は主任の方・へ御組合述べ

て今度は温泉旅館へと重い足を引争って行き ました。

此鹿に特筆したい司王は此の進一帯は温泉地である7こめ*-は温かてフ1<.回を

作る事が出来す3殆んご・全部の問が皆乾田で‘あって干1::民は陸柏会食べ、てゐ

る理です。温泉地へ行って初めて冷水の不自由を感じま した。

肱儲へ着いて勾々温泉に飛CY込みJてって裕衣若に若代へて一日の鹿勢を
慰し、その疲れ切った五勝岳担の上にばったりと投け出した時の気持は

木賞に言ひ聾されぬ程でした。

翌朝午前七時私共は門口に待った六立の自動車に夫々分乗して鹿児島向

けて一散に飛ばしました。末ナご早かったので人馬の往来も殆んき無く澄

み切った冷い雲気の中金総うが如くに走り右には峨然たる離島及び高限

山を眺めつ‘走って行くその痛快さ又名駅し難しと云っても慨からぬ程

でした。途中蕊入村の天然紀念植物「メヒルギJ"I'見思すペ〈一同下車致

しました。頂度首時lま満潮でその誕の繁った上部のみが恰も水面に浮べ

た様に安全現はしてゐる幼植物は水底深〈沈んでゐるので能く見る事が

出来ませんでした。宜はそれが見たかったのでした。かく潮水の中lこすご

っぷりと浸ってゐて而も立慌に青々と育って行くと云ふのは誠に珍 しい

植物です。今其の性tT奇形態について少し遮べますと之は本邦南部に自生

する常緑の翻木にして楽は長楕固形令呈し:全迭革質にして短い葉柄にて

針生してその花櫛は二分してゐます。之が紀念物たる特性は普通の植物

ではJ装置又は種子は-e.母w.elから分離した土地上の管養臨に附着してか
ら初めて輩芽するのであるが此の縞物は果賓が未't:母艦を離れぬ内に種

子の匹珠は衣第Tこ生長して専ら子葉に依つτ管養分や悶:酷から吸取;して
wr次成長した後落下して地中に揮λして繁殖する即ち胎生と云ふ現象"I'
呈するので非常に珍重がられてゐるのであります。国は;Jt時スタッチし

たもので遁遠くに見えるのが槙島其右が鹿高農の演習林高隈山です次に

鹿児島煙草専貰局観島方面へ向ひました。

日南放行の記

通常合員法科一島本助吾

宮崎市とは云ひながら其の都舎の雑昔も聾ない回合に迭したこの墜校仁

墜ぶ吾等は朝には高千穂の気高きポーズを眺め、タベには下北方k而
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から間ゆる寺の鐘と共に赤い夕焼けに彩色られた山々に匂まれて大自然

の中にその美は充分味ふ司王が出来る。すごから都合人な らば彼等の生活が

多忙であり焦燥であるがために、二六時中殆ん合心身会休養する暇令有

せぬ罰liから、時k現賢の生活を離れて自然美の1U:!に身?J.o投u入れ疲れた
精品1/I?J.o休養し、疲れた身体の気力を回復する必要ぞ感じ旋行等にて一種

の換気作用を行はねばならないかも知れぬが、 吾々は現在さ程多f亡でも

なくこれら、都曾人程の:焦燥な生活も して居ないから特別に肱行等する

必要はないと云ふ入があるかも知れない、けれで・も見知らぬ土地に行き

其鹿な山水郷に身令入れる梨しさは都合入のみが、特に深く l床ふことの

出来る妙味、 滋味 とは云へない7ごらう 。少くとも心や大きくもって二十

tlt記に帆んとする吾等が自然美の懐に身必投け入れ、その大白燃からの

感化は受け十して唯都曾の幻惑に引かれて取るに足らない人々の中に混

じ‘、面lþ~箆令過敏にして日常の生活を塗って行ったならばコセコセした何

事をも成し得なb、小人間となってしまう事は必然であるの後二年しかな

い襲生時代金唯机にはばかりかじりついて居ては決して有谷に日 を法る

事は出来なb、。吾k は出来るすごけ機曾を作って、宮崎鯨内7ごけでもよい

から、よく踏査して地理を明にしておかねばならなb、。さすれば自ら自

然美にも多く接する事が出来るのである。従来は施行が大盤すきである

小襲時代から今まで般行やピク ニツクには事情のゆるすかぎり行った。

昨年の夏には京都市に出掛けた関係上ついでに叡山に登った。 今夏は不

幸にして病人があって家ぞ遠く幾日も出る事会得十nffi半日位の散策会五

六回行ったにすぎなかったが、 10月になって幸にち接校のJfから図体と
して薩南指宿方面に政行する事を得ま して幾分夏休みに出来なかった補

がついたけれで・も、まずご充分とは思はないで、かねてから行きたいと願

って居た湘戸方面にも行って見ようと好機の来るの会待って居た、街!大

JPLの頃もあの休みぞ利mして行こうかと思っても見たが元気が悪かった
りして忠はしい日がなく、 徒歩主義節約主義で行くには二日の日時な く

ては充分落ついて自然美ぞ味はひ得ないと考へ、天気の良い頃会見はか

らひ、土曜日から日曜日にかけて行カ、うと決心し、 秘に目的に艶する知

識の準備として、その地方の地理や，博設を調べて居Tこが、ふと思ひつい

たのは、さ・うせ行く位な ら油律、 飲肥方面まで行ってやらうと、同行を

約して居た松田、村上二君の胆rm百四国組Iの者に相談すれば、すぐさま賛

成してくれ、では普は念げすご、幸に天気も良いから明後日(11月23日〉に

行く事にしよう 。よし行かうと話しのまとまりはとても謹い。 xxx旋
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行には成るべ〈身軽にして行く必要上手提カバンに鼻紙。手拭。ノート

プツク等必要品や少し入れ炊事から夕飯の握り飯会もらって 1時的分大

淀騨護内海行きの荷車に乗った。初冬とは云へ南閣の其査はi鹿き白光に

蹄し、て居る 0-この縮よかな小春日和に吾等は云ひ知れぬ魅惑と憧僚とぞ

感じながら牢幻想と哀夢に影られた日南への肢の途についたのである。

物に感じ易い若人の心じ果して此の肢は何ぞ印するであらうか?私は

二度青島までこの小さい渋車に乗って行った事があるのーは春で四方の

山"<1ま新線に燃る青葉若葉の頃であった、他は夏、 夫は育・~の色濃やか

に美しう粧はれた天地が展け、私等の心が郊外に走る頃でした、今は野

も 。 山も。里も紅葉の飾品?装う て行楽の人毎週へてくれる晩秋初冬のí/~j

である。車窓から見渡せば聞には型や入れて謹苔定j直準備にいそしむ農

夫あり、描附vf'J.並行って居る所あり、!x.所々煙草の苗床見ゆかと思へば

田知!の暗には様相の築ゆるあり、やがて青島騨に若けは乗客は殆ε下車
してしまって吾等の他には僅に10名足らi"'を残すのみになった。 iキi洋性

植物の茂る椅闘形の青島や車窓に見せて居た荷車は一つのぐっと出張っ

た山鼻金曲ると眺めはー設し、左には足下に大卒詳の荒浪に洗はれて美

化された水成岩のj丁、右には尾花の真白きまで吹き雷Lれる紹墜をなして

賢に美しい、一聞に岸線の尾花凱れ吹き秋になりぬる潟ぎわの遁。nlf見

たそのま‘ ij;>31文字にて言ひ表し7こまで為ある。列車は海岸線令副って

走り、吾々が静かな海上に浮ぶ白帆を眺ながら「美しき天然Jの歌を合唱

して居るうちに早くも内海隣構内にと り込んで行った。油津行きの震動

鮒乗場は曜からー町佐南方にある。やがて吾々が輩動加に乗り移ると、

トントンと静な窓気密ふるはせて加は岸-を離れた。村上君は この静か

な港会真白い燈~~き中心としてカメラにぞきめて曾心の笑を浮べて居る

一番加に弱い私は11月号出の希望会予にしながら船室に疲輔んfc外では

二人の若人が冷しい海風に吹かれ乍ら聾高らかに校歌守歌ひ、そのi毘は

強風のために tもすれば薄れ勝ちに聞えて来る、xx1時間も雑誌巻見て

居7こ私が鵜芦サンはまずこ.見えないかと加員に聞くと、今丁度前や遇って

居る所7ごと答Tこので、ピット跳ね起き、船窓から見れれば成る程漣111の

中で唯一つ木の茂れる山ありてその山の下、海岸に泣〈赤き橋の如き見

ゆるは、あれが傍設ある玉橋かと心にうなづいて居fこが、加があまり上下

にゆれるもの?とから叉コ四ロリと緯轄ぶ。 xx泊津が近づいたと云ふので

船窓に首を出せば青松の演、宮崎八景の一つ梅グ演右手に見ゆ。やがて

舶は油津港にλり小波会蹴って暮i謁立ち込む岸惑に向って進んで行〈、
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此鹿な?を内は水深〈大加をλれるに足るので南那珂郡の貨物集散令司っ

て居ると云ふ。 5時すき

町でで:'¥はまあるが小さ'つぱりしTたこ家が蛇ん't:ご活気のある町でで.ある、人口約八

千、後方に高い山をひかえ護展の齢地少し。先日焼けたと云ふ石油タン

ク揚は町の東端、人家より少し離れた岸迭にあり。大きな二つのタンク

と津山な石油m;jは皆赤〈焼け、海上に浮ぶ数十のものは波の震に岩や岸

にあたり、ガン方、ンと昔守立て為居る。此鹿でぶらぶらして居るうちに

短い初冬の日は冷寒な風金残し静な港も、深い暮需に包まれ乍ら暮れて

行ってしまったから仕方ーなしに池津牒に行き、此民主で握り飯の御馳走に

舌強をうち，711t寺10分後の列車にて妖肥に向ふ。この鍛造は~器管のものに

して、日清i除雪~嘗時朝鮮で荷物列車として用ひて居たもの告有吉知事の

|時代に此底に持ち来たり、客車として運輔し始めたのが抑々の始まりと

聞く。青島行きの列車よりは少し気がきいて居るかも知れない。 7時半

頃飯肥に着く、此鹿で一つ云はなければならない事は、私等は初めから

肱儲に泊ら-t.に何鹿か農家に宿めてもらって、飲肥地方-の農村'について

少しでも多く尋ねて内情会知らうとの方進であった。 然るに夜8時頃に

なって質際知らぬ農家に出掛けて行くとなると妙に心が引けでならない

所が同級生の問原君が飲肥出身である事必知る私等は、建座にこの家会

尋ねて行く事に決し、幸ひ通りか 為った中身再生に聞くと、すぐ地園上で

教へてくれたから少しも惑は-t.此の家や訪問する事が出来た。前もって

何の通知もせ歩、突然に見も知らぬ私等が訪問したにも閥ら歩物i主人や

御家内は極〈親切に、心の底から喜んで遡へて下さった事は、今まで荘、

等が幾多の版行に出て居ながら未?と経験した司王のない、筆にも口にもつ

くせない喜びであった。御主人は村役揚に務め叉匝長等の名器禁1誌にある

関係上村の事はおろか南那珂郡全体の事に詳Lいのであります。そこで

私等は色々質問しまして、多大の!&位ぞ得ましたが、その中で二三の大

切な事巻申 しませう 。其のーとしては町村の電化である 。自11 ち此の~%î那

珂郡全体拾六町村・は連合して拾六町村組合電気なる名稽の下に震電所令

二つ設けて町村電化に務め、町村民全部がその利害毒症?受けて居るのであ

る。其のこは産業組合である。郡農曾その下に町村組合ありて大いに

産業炉提周jし木材薪炭競菜の阪神移出の使宜舎はかると同時に又養躍

に於ては郡全体の繭令君1¥農曾に集め、入札により、その高値な買手に寅

ると云ふ様な根強い、腰の強いカ-法を行って居る。而も農家は金が念、ぐ

ために先づ町村組合に繭会持って行った時に一等繭と見た時には百目65
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銭(釘前年により異るが)位の割合で金令興へておき、乾燥して郡農舎

に設り、その繭が70銭に民れたならば百日につき 5銭の自jで後から遁加

金ぞくれると云ふ慌に便利に行って居る。其の三は信用、購買組合の事

である。農家等春の播種却jにあたり肥料が津Jlj入る。その時には郡鹿曾

で商人は入札を行ひ、;最も安値な良品t.eまとめて買ひ求め、それぞ農村
組.合にまきり、然る後農家に別ちß~へる。而しこの肥料ぞ仕入れる金がな

い農家がある。その揚合には信用組合が肥料伐を年1分で借してくれ、そ

して秋のJ&穫後叉は養蟹後にその金を支掛L，，~，、様にする。叉金 t.e預ける揚

合には信用組合は年6分で預かってくれる。故に借る時には1分で、預け

る時tこは6分と云ふ、町村民にとっては最も惑まれた方準で行はれて居

る。その他細記すればはてしが虫l~いからこの位に止めて置く。その夜は

話が長引き、ついに:震についたのは12時すぎでした。 Xxx一役ーを明が

した俵肥の町にも荷』び輝かしい朝が訪れた。雀の憎聾に眠告さまして夜

具会跳ねると顔令洗ひ、心地よい羽風会身に受け乍ら酒谷川惑に出Tこ。

時，j国特有の間にまきろむ稿よかな晩秋のi焼、取りまく 山 は々l聞の翻喜に

眼究めつ為ある。東の朝焼けが西の山々の頂に|快ゆると紅紫色に染めら

れて更に去り郵Eい調和の妙会過する。川而から立ち登る水蒸気はあらゆ

る生物に先立って凱舞金額けて居る。何で吾等の胸が舎で・らす3に居られ

よう? 鳴/I~:階の園、日陶の地!!

御家族一同と共に吾等のカメヨにおさまり。八時頃御厚11!j-t.e謝して前半し
御令息、うら2夫君に案内せられて先づ近くの{剥巴城RilC昔舞鶴減のありし所)

に行く(此鹿には飲肥第一部尋常高等小~校(男子)あり。その校庭の後

の小高き所は五本丸と云って殿様が居た所と聞く(東に下るとつきあた

りに第二部尋常高等小製校ぐ女子)あり。此底は昔封建時代に辰徳堂あり

て嬰問武術を敬えて居7こ所とか、又左手の上の方には高等女皐校の新し

い校舎見ゅ、それから中型校へと急ぎ、清流、酒谷川にか‘れる稲田下

橋を渡って騨近くまで来れば、円車撮影狂の松田君、今にも出ょうとし

て居る向車会見て、記念に一つ地ると、御苦持にもー町飴もある所在べ、

ストへど-t.eきかして飛んで行き、フウフウ云ひながパチンと一枚、あ
の小さい列車令カメラに失敬してしまったの'近道会して中裂の上に出る

南那珂郡最高感府として、いばって居るそうすこ.が、つい先頃は同盟休校

舎して感校嘗局に世話ぞかけ、創立以来日なほ・漫い校史に泥会塗って居

るイ士末、私は門にか為って居る校札を見た時。徳川時代にi英愚者安井息

軒を出し、明治にはボーツマス部ff.5f:1~で名器高かりし外務大臣、小村寄:太
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郎会、而して現在は易界の!民星高島呑象会出して居るではないか、君等

はもう少し良.面目に勉強して然べ守7ごと校札金裏返してt11し、て置きたい'

気がした。攻にこの近くにある乙種農墜校舎見て、 酒谷川の北に出で案

内して戴いた芳夫兄に別金つりて一路鵜戸に向ふ。飲日巴から鵜戸ノケ面に

行くには油津に廻って行く自動車の遇ふ遁と、私謹の通った近遁の二つ

あり。而して抽津経由ならば梅が債の公園が見られるとか云ふけれさ・も

ー里飴の遠廻りとなるから私等は時聞の闘係上近道会利用したのである

松や杉の茂れる山路、或は楽と甘諜が一面に作られた村落岳遭って、つ

いに海岸に出で~11l津方面からの道と合する所に来れば、右手はるかに梅

が讃見え、足下にはゴーコーーと荒波がよせて来て居る。南から北へ傾斜

した水成岩第三期}替が沿道到る所明瞭に見え、それが白波ょする海上lこ

まで遠く延びて居る所は披浪に洗はれ薄褐色の卒な瓦を庇い間蕗暦にも

列ねた如く見え、時には奇岩となって貼々と蛇び、波が白玉を飛ばして

パツと打ちか為 る所、吾klまH住見渡す畏勝に度び度び嶋I!f-の嘆聾を霊せ

さるや得なかった。九十九折の海岸線につけられた、白い貝砂金敷いた

道会三里絵歩んで午后一時三!と鵜戸紳枇下に着き、自動車乗り揚に手荷物

を預けて高い高い石段金登り、又向ふに下りて鵜戸市[J宮の本枇のある路島

戸の溜に到り妻奔す。この官常大間:鵜戸ilWnH:は!顕語草葺不合傘を両日るの

傘は紳武天皇の母てなる故天皇の御宇創建せられ今の最1:殿は恒武天皇の御
字丙-珪ーせしものなりと云ふ。此庭の惇設について私の知って居る花けの

事会越ぶれは、!顕駕草葺不合傘はこの痛で御降誕になられたが、その御

降誕前、傘の母:はその夫に向ひ私は産気づきましたから此庇で子会産む

が、而し私がよしと云ふまでは決して見に来ないように歎願した。見な

と云はれると、かえって見たくなるのが人tl!tの常、夫lま夜中秘かに障子

の隙より産室をのぞいて見7こ。所が査はからんや要は大蛇に化して、子

供令中に、可愛がって居るではないか。夫はピック V仰天する。妻iま早.

〈も主人に、この接を見られた事令知り大いに恥ぢて、自己の乳房告切

り岩に投けつけ、自分はこれから、この海に行くから、この乳房より滴

る乳で子供を育て為くれとたのみ、海に入ってしまった。投けつけられ

た乳房よりは永くは乳の出ょう筈はないから主人は飴を作って乳の代用

!:L -C子供 を育てたと云ふ。 (蛍地名産御乳飴iま因~ こ の惇設に穫す)そ

して叉傘ぞ産んすご家は鵜の羽根でlrいて居fこが、傘の生れた時には末記
完成して居なかった故にウ Jザヤフキアエズの傘と命名したとか、叉窟に

架けられた赤色の玉橘は悪事令なした者はよう渡らない と云ふなんとな
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らは悪事告行うた者にはこの情が大蛇に見えると僻へらる。故に此鹿に

仕悪事や行ひし;者は誰も曇奔し得ないと云ふが幸に私等は普良な者ばか

りであった:憶に大蛇にも見え歩、安k と渡る事を得知事に毒奔する事や

得たのである。その他この品'1'枇には満抹の玉子珠の玉、狐の丸の大万、

鹿の笛なる四つの質物を祭り。品'1'境甚7ご瓜=く四国極めて幽聞にして踏の

附近は奇岩怪石綜錯して奇勝に富むのみなら歩四顧の風光叉極めてよく

私は思は歩。波散りて景色とつなふ鵜戸の岩。とロヂ・さみ、衣には。花

と散る披の白玉か歩、見せて黒潮ょする腕戸の奇岩lこ。と!日iりな りにも歌

を作った。此鹿でも記念のために三つ四つ撮り、鳥居前の屈で締~害等

買って引き遅した。然るに石段.:a登りつめた時である。今まで其鹿な遁

ば7こで網か何かを編んて，lifi t.こ10人齢の女が一時に立ってジロジロと私等.
{e見ながら符の皮包みの物.:a提、近づいた班、等を、おさえて飴ぞ買って

くれとねたゐ。汚れた着物を着て而も自分であの汚木箱の中から 、制等

.:a編んで居るその子で握って符の皮に匂み、今さっき屈で買ったばかり

の私等に貰うとするのは少しむり花。貿ふ気が起らう筈がないーぺンに

跳つけた。然るに飴買は跳ねつけられる事に恒τ居ると見え服ぞおさえ
た手守放さが、しつこくついて来てネダノレ もう厳にさわってたまらな

い、相手が男であったなら鍛傘金三つ、四つカnへてやる[;rt.:が女の事故そ
んな事も出来ヂ・ムラムヨと起る腕:肢を:}1]1えながら、やっとその揚を遁れ

這kの髄で山岳下りたり品'11患なるべき品'1'枇の境内で、妻拝終って気がi清

々して飾って居る人々に押貰令行ひ、それら妻罪人の気持を悪くさすと

云ふ事は質に戒むべき事であり、絶劉1こ鹿Jl:すべ守事て'ある。何故警察

はこれぞ厳禁し、取りしまり金行はないかを深く疑ふのである。 Xxx

三時半の自動車を待てでも待てでも来ない。やっと四時近になって来る

には来たが生惜一人しか乗れなし、。仕方ーがないから内海の方から臨時を

出してもらう事にした。けれで・も電話はな し、今の自動車が内海につい

てから停言するのである。明日は課業に出席しなければなら歩、それに

松田君が未青島を見て居ないから一寸青島にも寄りたb、。これからまずご

内海まで五阜の遁ぞ歩めば到底七時幾分の終列車にも間に合はないと忠

ふと、二時間も待つのは応W~らしいとは忠ひながらも待ざる金得なカ、っ

たのである。然るに約40分も待ちしl刷ls津行きの自動車が来た。その蓮

轄手め言によれば臨時に出す自動車は今宮崎の方に行って屋るから、そ

れが蹄るのは夜になる力、何時になるか*1]明しない 些の綱は施えて

'しまった ヱツもヲ歩こう i'aY3の六H寺まで歩けば蹄れる。と応力
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をかけて此底を出で近くで夕食をとり、夜中!度の奈の~防ぐために少し

ばかりの兵糧~m意して拾里の強行事へと出量したのは四カタ痛に鎖さ'

れ、あらゆる生物が一日の活動争終って憩にうつらんとする 5時宇頃で

あった。折しも束の祭には奮暦10月14日の月が固い笑顔会出して吾々ぞ

照してくれる。三人の若人は歌を歌ったり四方'111の話会しながら、人通

り現在き寂しき111遁在、或は冷寒な海風に吹カ、れて披の昔を足下に聞く海

岸令、 JI寄叉岩石が頭上に被ふ一躍の恐ろしさを感歩、る所を、後になり先

になりして準んで行く。人家lま所k に二、三軒或は五六軒ありて犬の躍

が時々聞えて来る。里の犬のi毘のみ安の月にすみて人は静まるウドの山

かけ・。やがて大きな一本松が海岸に立って居る所に来ると夜遁に暮すぎ

なじfごから一つ休まうと云ふので10分ばかり休憩した。この時私は、静

けさ~破る浪の昔荊l らぬ顔'本には清きまんまるの月 。 と 。見るま しに清

く輝くその月も岸迭の松にうるはし会増す。の二つを忘れない様に ノー

トに書きつけた。かくして10時半頃内務に着き、騨にて30分位休んだが

そのうち段k[眠気もさして来たのでこれではいカ、ぬと叉勇気令出して青

島に念く〉この途中腹が率いて仕方ーがない。携へて居た兵組は遠くの昔

卒けてしまって居る。意気があり、健肱JIを有し居ても、腹が袋くとき・う

しても足の運びは鈍って来る。市し乍ら自分から先に弱音会吐きたくな

い私はー増の馬力ぞかけて三人に先立ってきんさん歩いてJr1t.こ。すると

松田君がもう躍が22いて歩けん、何鹿かウドン屋でもなからうかと先に

到々弱音ぞ吐き出してしまった。けれでも人家はあっても皆農家ばかり

すご。ウドン屋当事有 りさうな所は一つもない。少 k~'・ころか大分困りなが

らも歩いて居ると、或る町らしき所に来Tこ。ウ ドン、ソパの提燈~皆が

諸島の目肢の目で見出すごさんとしたが何庭にもか‘って居ない。困ったも

のずごと思って居ると町の端も近づいた所に二枚位戸を開き中には四、五

名の男が何カ、話し合って居る e家の外には四、五議の荷馬車に馬が繋が

れずこま当列んで居る。此底に何かd.るかも知れないから尋ねて見ょうと

一番困って府る松田君が聞きに行った。 スシとウドンなら有ります

が、と云ふ答に皆が喜んで内に入り、熱いウドンをたのむと、湯が羽川、

て居ないからスシでは知何てずすかと云ふ。仕方ない揚が百1:くまで待てば

議定通り蹄る司王は出来ないし、!涯の虫の承知しない。それではスシをと

空き腹を充分にこしらえて元気ぞ回復し、午前2時青島に若き、あの静か

な苦言逢で西に傾きかけた月を眺めた。静かな潟、其海に琵べる青島の問

なる姿、其委:から美しい月があのピロ一樹の林の中にさし入る。何とも

• 
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云へない風11!;ーではありませんか。忠告じて月は静寂の表象であるためカ、此

織な小波寄する慣遣が好いのです。班、等はしばし此の美しい月の眺めに

酔うてゐたが、もう大低で町fらうと云ふ事になり、マント守被って重い

1誌や引きす・りながら大淀へと遁を辿り 6時頃断く騨前に着き、 1哀しき寮

にまで蹄り得たのはそれから約一時間後でした。暖い街i飯と汁で朝食告

すまして眠い限やこすりながら授業に出席(ましたが、頭がボーとしてノ

ートも思はしく取れなかった。而し後から考へて見る時、此の肢は買に

私には深い印象ぞ奥へてくれて居ます。 10里齢の遁を夜通し;歩いた司王は

幾ら元気な私等とは云へ少し苦しかったがこれ古けの体力があり、休養

せせ歩、して農場質習まで元気でやった司王を思ふと何?とか嬉しい力強い様 r 

な気もするのでeす。

総じて符車も門加も優等、宿屋でも食物の選り好み会すると云ふ様な賛

揮な線てーは、異の肱行の味{まわカ、らなし、。山に入って潟の味ひを求、海

に臨んで山の!味ひ会求むるは無理な註文と云iまねばならない。山では山

のもの令味ひ、海では海のものぞI味ふ。郎ち。卿に入つては郷に従ふ。

其鹿に肢の商白きが漉くものであろ。撤鹿と云ふは苦去って甘回ると云

ふ一一司苦味が去って1:1'1味が回ると云ふが、苦が去って廿が回るのは只撒

既ばか りではなし、。版行も不自由な自に曾ったり。苦しい目にあった ;)

した旅il'e:"，後々 までも印象づけられて 楽しい思ひ出。となるもので

ありま す。 一 了一 昭和妻年拾1t¥月妾拾萱日記す

宮崎リシネ曾略史

殉i;，1片? 待別含員 河井田忠珍

銭んんん卯鵬合私側叩〈消制抑焚榊附曾制式

期日 1臼a2初6年2月1口l日

場所栂物事li{験室

7'ログ"ラム

I繁舎の齢

II講演

河井岡

4植物楼義務官の君主化河井田

(惑報第一谷第三誠に要旨所載〉

5生物撃の位置 北尾教授

6 日本~t物の研究史 国中教授

1苦々 111言に水であり1:い

IH合別審議

IV ~際競合

V閉舎の僻

2感ずる健に

3都弁似11

橋本 附言巴 由来校内に於て夙に動植物f!

木 下 Iこ趣啄私有ち自ら孜々さしてM撃のrJlf
水 元 : 鈴に{含ま古るの土が少くはなかっれの



J・
である。而して之等の穆勃1:;:，向墜心

に燃[121:同好の士が問中北尾雨先生の

熱誠なる鞭縫た動機さして途1;え主主因
草食ξL 椛ずべき ー ゲルー7・ 1~結成す

るに~つれのであってこれが gp ち本舎

の成立しれる所以である。時恰も1926

年紀元節の佳日もト L設に祭わる俊舎

の式11.盛大に奉行されれのである。

先づ凶中教授の提唱により 本舎にJ¥I

iァaz:uuLinnean Society なる名腕ら冠

ずろ事lこ決し次で含員IJが生れ幹事が立

って愈々名l~f具に供 11.れろ 生物事曾が

瓜守の聖t:1J.-あげ1:謬である。

上掲のプロ グヲム に従って民望惨なる

曾員の講演や了へ曾J{IJの審議L演して

茶話舎に入ろや大いに談じ大いに笑[)I

先生も墜生L共に隔意ない意見の交換

与な して主主に懇談の主義ull1何時果つぺ

l~ 1.見ωなかっ1:。斯くて豊臣告ぬ名
残りえl>'I~ lみつつも無事閉舎や宣L1:

の11.見守に夕日の務島山頂に浸ぜんさず

るの頃て'あつれ。

倫幹事互選の結果11.次の如lし。

日野河井岡橋本木下黒岩

出席者

図中宮脇北尾松原の言者先

生橋本江藤水元日野河

弁図早崎泉崎村佐藤持

永力日留苦s 甲斐木下太田

黒岩間方以上の20名

第 二回 仰j含

期日 1926年5刃1日

場所合併教室

プロ ケラ ム

1 ~目舎の苦手 日 野

11 li件波

1相関作用(惑報第-9J;第三強

(73) 

所載〉 泉

2 必葉のガj 昔、~Iこ就て黒 岩

3植物の待殊もま餐法に就て

号昼報第一完全第三鋭所載〉江藤

4俸染病の流行Z界息に就て

日野講師

5昆虫の研究法に就て北尾数授

7汎太卒洋事術曾議問中教授

1lI茶話含

新入生諸君の多E設の出席lこよっ
て大いに脹11.[JI白己紹介テープ

1ν スピーチ等にて大~況や呈 L

1:。
IV閉舎の続

出席者

問中北尾宮脇河野 松原

日野浅野の諸先生

橋本崎村水元河井田泉

江藤日野早崎持永古家

児玉佐藤木下黒岩大関

園重 上村南 偽田清水野

村小減問中西凶悪利石

黒以上33名

第 三回似j曾

期日 1926年6月5日

場所良二教室

プロケラム

I 関舎の鈴

H 講師

木下

1メンデかの略歴 日 野

<lJl報第一望書第三務所載〉

2化石に就て 岡 田

3動物の性の移動!こ就て 太問

〈率報所載〉

4 SecondaryTSexualCbaracte r 

〈接幸R所載) 1(:司 方

5 Flavo口elこ就て 中村助教授

興味わる事交えF多数の賀l徐や以

• 
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て卒易に解説ぜられ非常に有主主

であつれ

6 i翠明標本の作成法宮脇数授

その作成JI鼠序t"，1l書記すれ11.'

a準備作業 b医l ~ 

c il菜 自 d水 首b

c ij詑 水 f染 色

g分 色 h1l免 水

Benzo1 透明剤に入 る

111茶話舎

VI f羽舎の歯車

今回11.新入曾者諸君1"，迎ヘて甚

fご盛大であつれ。国南北尾雨先

生不在。

出席者

宮原松岡宮脇中村 日ffif

浅野松原の務先生

江藤甲斐水元日野 lnJ芹回

泉阿方橋本木下太田加

留郎南有馬若山山村・米

本野村区irIl 問中以上26名

第四回例舎

期日 1926年7月4日

場所 ;llニ教室
講演

1昆虫の護身法 北信教授

(皐報tit)谷第三glおJfr毅〉

ユ係議色

b擬態

む身体の墜さ事

d君主も以て|妨く'Lの

G毛主1戎色

f aum 'm 

g逃走

以上の各項に亘り指給与以て懇

篤なろ説明わり門

今回Wf皮夏期休峨前なる三日曜

日なりl:符め合員の出席極めて少

〈 曾揚 11甚 t~.寂参・ゐ感心 筒E集定

の巡り線、舎も開催し待なかっ7この

11夏に泣憾であつれ内

出席者

問中北尾 B野松原の務先生

日野橋本佐藤ViJ井田泉

小山岡阿方江藤池田山村

清山 以上15名

第五回初j舎

期日 1926年12月18日

場所 ~二教室

プロタ"ラム、

I on舎の古車 河井口1

II講演

1水稲分援に掬する調査久頁知

〈惑報所載〉

2血 〈撃事民所載〉 橋 本

3ロードの{本裂に就 C 古 海

生沖縄族行談 重松欽授

主さして沖縄に於げる風ニi.IT!JJ物

織物に就て、 多盟主の珍Lぃ標本

類さ共に興味わる土産話1.er平隠
しt:。
5泉樹に於げる芽[!lf.喜怒異当a メラ

体細胞分総nf!.に染色体突然鐙
呉iこ就て〈接戦所載〉

問中毒虫授

問茶話含

前回瓦休み以前に開催以来JI:む

も得ざる事情lこ鈴り にl.，m々巡
過 L久L振りにi刻含。 時に塑上

御不j~U1:て含合L樋めて静J:lftて・

めつ1:が盛合t::つれ
出席者

問中兆尾宮脇日野松原

浅野重必の諸先住

帽、
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橋本泉河井岡阿方汀藤

崎付 持永平崎甲斐佐藤

71<元児玉小山田 大岡県岩

木下限池閃宥馬消Lll 南

久頁知総伺 '1、成西岡 1雪深

第六伺 jjlj舎

場所継物墜w.験室

プログラム

I 開舎の録

11議 波

1 ff!ll.l李登山談

2米英椎業主E行

以上33名

総 本

消 山

久真知

3 !I11J物の運動に就て小山田

4 ~ yキの跡1J，.寧ねて宮潔教授

5無題 北尾書士授

本臼幹事の改選もな L次の三名常

選す。

久真知清山西岡im何め本
ろ言詑E事耳らF欽吾引j期羽日出府氏名等之

えた<'~滋~-ず

第七回例含

期日 1!l28年1月28日

場所良三教室

プロゲラム

i 開舎の辞

11号待 漬

務山

1 j主般問題解決のー策;::Lての

代用食 池田

2 日本の~ltl こ就て 小 田

3栗の分類 松原助教授

4題不定

5人間の祖先

日I茶話曾

IV閉舎の鈴

日野講師

北尾数筏

今日の例含11本年度に於げる最終

(75) 

の合会にて卒業生;0:別の意味で開

催しt:のでわる。新入舎者L多鍛

わって盛況や~ L.最後に左の事
項7J:>議決Lて散舎 U:。
(lり〉 従来のM叫Iμiy九巧y乱此k，江.1no凶己a加n 

科、lciety なろ名ff早や宮崎 リY 'I-

含(Mjga'uidinnekw:d)吉改稿

する事‘

(2)例含11毎月第三土曜日!こ開 く

但 L'支障ある時 11~欠選の土曜に

延期L得る事

(3)本合員なりし卒;J長生It特別舎

長さなす。特別l合員11本舎の経

授賞擦の薮務も有する事

(4) 本曾の言E~JI-.t蛍分星島報に掲載

する事

出席者

宮原宮湾 北尾日野松原

虫盟先生
河井田泉日野持オ場村

江藤橋本児玉佐藤清111

稲葉限有馬上村米本 山

村閤重池間定政四回岩

切野中古津小田佐潔岡

田iJi.木重松辻以上35名

第八回仰j含

期8 1928年4月28日

場所 合併教室

プロ~.ヲム

i 開含の静 法 111 

11諮 演

1朝鮮膝行総説 波 主を

V 2切片によ る人遂事目線の考察

中島助教授

3様性酵母:菌に就て 辻

4 K ewgardell 

5噌好品に就て

宮i宰数授

偽図

• 
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G動物の尾の効用 四 本

111茶話曾

自己紹介デー 7・Uスピーチ等に

て阪か1~'つれが宮原校長の朝鮮

談松防l教授の人道肉の話114をに

興味わリ旦有主主fごっt:。
IV閉舎の録

新入生歓迎の意味で開ffiilt:の

であるが本曾初まって以来の多

鍛出席た得未曾有の盛況や去し

t: 

出席者

宮原松岡宮潔北屋佐セ木

日野松原 中島小松の言者先生

f青山若山波透南古潔li'~\

回小田谷口岩切籾木岡

原辻酒井紘i禁椴米元

池田本岡野津原色深田村

堤四本岡田滋尾早稲田

大野松本有馬安永岡宮

久原秋吉井上長岡県木

久保田大村山下野田乙丸

藤崎鳥本竹中米海重松

吉田品111薗西之原中岡山里子

十時野岡田原小柳佐有木

東吉村土瀦伊藤田以上69名

第九回f9iJ合

期日 UJ28年5月初日

場所合併教室

プロゲヲ A

l 開舎の僻

11 主主 演

1 Dal'winの生涯 清 IlJ 

2進化論の起原 北尾教授

3 Darwinの憾物事上に於げる

研究 宮深教授

11茶話曾

IV閉舎の僻

Darwin 祭ら四月に匁す濠定 t~"つ

れのが都合により延期 Lて本日開

催 D~!.l' win の 1引象二数与前而に掲

げ偉人の併も惚..1:。

出席者

宮海北尾松原中島総本の

害者先生

稲阿古問弁上安永岡村

野津原大野竹中定正富山

金丸藤崎秋吉岡安中岡

酒井上村久原四本谷口

籾木 111下 大村今村岡原

西之原南本閃 f青山乙丸

久頁知小木原以上37名

@門川附近探勝波行

期日 1928年6月3日

参加人員 14名

松岡北尾松原巾島の害者先生.

管信氏外事生9名

午前7時38分宮崎!採ら俊 19時半門川

者。門川補習墜校の森幾氏の案内に

て乙鳥ら探勝す。乙島11:全島石英斑

岩より成り風光絶佳。叉採集に遡す

小般にて鳥ゐ一週寸叉面白 t。一行
た二組に分ちその一半11:自動車にて

伊勢ク務に向ふ。 F付近の絶勝11:之た

授にすろか得t:れさ"L 雨天の~採

集の不可能なりlI1:遺憾なり吾。午

後4時半錦者。

第十回例含

期日 1928年6月16日

場所合併教室

プロ IJ・ヲム

I関舎の辞 久頁知

H講演

1 ~ex:- rel1ersa1 橋本教授



コ，

2欧米族行談

111:茶話含
井上数授

茶話舎の席上に於て務先生の有金

なろ御詩があつれ 3

日伊大和12主異に就て 宮脇教授
b有f;官教育に就て 松岡教授-

c キlJ:;;マ~~ ;/ に産品て

宮津教授

lV間舎の静

本回It井上橋本雨先生の鋳靭歓迎

の意味で開催 l1このである。了度

校内卓波大舎があつれにも掬らず

極めて盛舎1~.つれのが熔[かつれ

出席者

松岡宮湾宮脇北尾.総本

井上日野松原中島の部先生

河井岡橋本務山南四本

満開弁上小田竹中久夏知

佐守本古海西国定正島本

小林末永熊谷大量.fIJ、木原

久保問川添岡安大村野口

秋吉岡原今村久原大詰11

谷口籾木酒井者UJ 毛利

上村辻以上{s名

第十一回例曾

期日 1a2S年9月15日

場所今併教室

プロ~・ヲム

I 開舎の爵

H講演

務 IlJ

1ヤナギノ、ム Vの飼育報告

四 本

2童書空間里山紹介 有 .~ 

3角板UJの話 椎

4鳥711山登山談 若 ill 

5 lliIJ物大礁の動会佐セ木講師

6ア tlVの天日鮮化古 漂
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日I茶話含

席上にて次の講演があつれ。

a嚢憾の稲作に就て久真知

b ~筆書望新談 t青 山
向:d[期休日良中に三年生の室開膝行

があつれ匁め本日 Itその土産話に

花が咲いて賑か1::つれ。

IV閉舎の齢

出席者

宮津宮脇日野北尾佐々木

松原中島の誇先1:.

向井問古海 f青山堤四本

上村若山野原本田有馬

大野佐津長岡古力日籾木

金丸久真知以上24名

第十二回例舎

期日 1928年10月20日

場所合併教室

プログラム

I 開舎の終

Ii 講演

久真知

1鬼蓮の研究 本 国

2別府高橋i良島観察談籾 木

3薬用組物1:就て 中村助教授

4植物の同化作用南

5動物研究の順序谷 口

6趨イt性に就て 中島助教授

111茶話含

席上にて聴いた諮演It次の如しで

ある。

a鹿児島県芸指宿族行談 田 原

b大鬼蓮について。南米談

IV関舎の続

出席者

井上教授

弁上中村松原 中島の言者先生

河井田南谷日米本務I.U
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久I芝生n商問四本籾木古卸1

野口川添大村岡安秋吉

松本小木原岡原本聞大浦

金丸西之原野津原以上27名

本日11宮淳、北尾、日野の言明先生11:

稲岡にて開催さろ õ~有望EfTに出席

の鴛不在であつれ ュ

伶後任幹事選定ゃな Lその結果It

次の!，([IL。
四本松本辻久原 以上4名

第.十三回例舎

f祝日 1!)28lf.1l月24日

場所合併数室

プロゲヲム

I 開舎の静

1I講演

1 噴l~尾類 lこ就て

2落花生の話

四本

久原

宮i零教授

3アチミドロに就て松 本

111茶話含

rm上突の綾な認がめつt:。
aお菓子の誇 松原助数授

b蛇飯蛇酒の話 中島助教授

最後に本舎な報刊行に就てー同に

岡つれが満場一致にて可決U:。

IV閉曾の齢
本日 11:都合に依り三年生の出席な

〈多少淋Lぃ感があつれが、それ

でも新任幹事の努カにより恨めて

盛・舎裡に曾た閉ち.ろ事が出来t:。

出席者

玄海松原 中島の存者先生

inJ 11回i1E之st 有馬秋吉士

瀬戸籾木中周波口問安

E長崎将岡大浦重松弁山

野口凶本久原松本以上21名

第十四阿例合

期日 1928年12月21日

場所令例数定

プロゲヲム

I 開舎の綜

11諮演

久原

1犬に就て は1

2 !lVJ4mの鯖家312能に就て

動島

下

国

3花物語

4無題

5生命の成立

6所感

11'茶話曾

IV閉舎の齢

t青 111
久真知

北It:君主主笠

松岡佼長

本日の諮波11:何れLiitz異つれ興

味わるI問題のみであつれっ先づ山

下君11:犬の穏額習性:!tl也趣味わる

事l'rに就て主!fべ、依田君11:色々 の
笈例1.，.込まげて巧みに而L面白く締

家本能私設明し1:。次に務IJH!l"11: 

ヒヤ V ジス靭~~ロバ 一等に就て

其ロマ y テイ ~IJ な弥話や物語リ

久真知窓口庭に怪IJl1lておし、1:時

中に生れれ羊衝の生育状態につい

ての総点!日な観察ら報告 U:。それ

から北尾先生の波題I"U主L注意た

お:いれのであろがさし L の犬r.，~!Æ

た該博なるiiJUlIliさ明快なる察官た

以て而 L 解り易〈併説明わり甚1~'

右主主であつれ。最後に校長先生の

本舎に釣する希望所感た述べられ

講演舎か終る。

茶話舎に入z，"P先づ凱田君立って

古今大食の詑銭円E報じ次で校長北

尾日野の諸先生次引こ立t:れ事校
の壁踏の批許ー其他色守の有金なお

司f

• 
• 

、ム
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話があつれ。今日 11二年生演習の

~出席者少きにも拘ら す'極めて盛

大に面白〈而L有意義にこの例含

た終へる事が出来〈熔Lかつ1:。
出席者

松岡宮津日野北尾 松原

中島の言者先生

河井田清山久支知 If.p..田谷

口南毛利 本田大村秋吉

小木原田原山下 川|添野口

松本久原 以上23名

以上でお粗末乍ら大体本舎の~舎よ

り今日迄の成*りる例含順に述ぺて

*1:。罪者々惟ろに大正十五年の紀元

節に管曾の式耳~$げて よ リ時"-"閉す

l79) 

ろ 事蕊に四星霜.その問例曾t~関〈

事十四回、その席上にてなぜる講演

者の延人員66名、而してその出府3者

延人員111安|こ39(1名に逢 Lて居ろ。

倫含員の先1吾L現在の(15名ぃ比L合

成立常時の12名117旬に多大ろものか

わるで11ないか。併し乍ら今日の隆

盛込致l1:礎11寅にそれからに!医胎

してゐろのであろた思ふ。本含将来

の進展も期すろさ共に吾等の過去ら

知7.， ;!v'l、事も全〈徒爾ではないさ .

忠ぴ敬て主主に拙い皇官も走らぜf:認で

ある。

く河井岡忠、珍言Eす〉

田中先生を思ふ

主的合員良二 四本.iE.秋

リンネ舎に取りまして忘れてはならない方は問中先生であ ります。先

生は我が校に就任されましてより何等研究機関とも言ふべき舎の無き事・

.a嘆かれまして日 夜此の事に頭.a'踏まされたのであります。庭が幸ひに・

も努力の甲斐ありまして二月十一日の紀元節の佳日に(此の事は先輩の-

方より承 りまLた事で年は終ひ失念設しましたの〉開曾式.a基幹る運に到

ったのであ 0ます。

爾後開曾する事十鍛回今日に於きま しては校内l唯一の研究機関 となって

居ます。此れ一重に問中先生の御霊力のj協である と曾員一同深〈先生に

感謝して居る攻第であります。

私は先生よ り直接街i教会受けた事はありませんでしたっ

何ん となれば先生は私が一年生に入嬰致しま した年に謹漕総督府益輝'

高等農接続教授 として研究の潟めに洋行遊ばされたのであ りますι 斯く ー

の知きよき先生を失った事はリンネ曾は言ふに及ばす・裁が校としても大

なる打4騨であったと忠ひます。そ して先生の御旋行令枕する1sめ五月二

十四日講堂に於き まして心計 りの設別の宴を録したのであります。衣い

て六月一日下関笹朝鮮満洲シペリヤ経由欧州lこ赴かれたのであ 沙ます。

農業及闘主H?緬きますれば巻句に先生の御芳名会見出さない事はあ りま
せんの先生は御多忙な る御研l涜にも拘ら1炉支筆lこ依 i)まして外閣の事情

舎は吾等読者に知らして下ーさるのでありますc
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終りに臨みまして吾等一間は先生の御健在にて研究令終えられ御臨調

あらん事を前うて止ぬのであります。 一一終り一一

日意 ，j( 冗
件同
吊 吉兄

話常・合員~二四本正款

昭和三年十月十一日。鳴呼何んたる悲しき日であった事でしょう 。丁

度程、共が農場に於いて賢習会して居りました時分に桑畑先生が水元さん

の死会知らして下さったのであります。此の時私は私の耳.:a疑はす3には

居られませんでした。先生質際で‘すか。と聞き返えさどるや得ませんで

した。一時私は自失した様でありました。トウトウ水元さんは黄泉の客

となられた。死なれた。とl踊きつ‘宜習.:a中止して鯨立病院へと念、い'f!.

のであります。屍置室には三の花輪が飾られ中央には白布ぞ以って被れ

たる棺が安置されて庇ました。私は此れ令眺めました時過る夏季休11民迄

は論文の資料採集の鴛めに南那可郡の山野争抜渉されし兄でありますの

に知何した事でありませうか不幸にも病気になられて今日は白骨となり

故郷に婦られるのであるのかと濁り心の中に於いて泣きました。夕日西

山に隠れんとする頃屍は自動車にて故榔東郷村に蹄りました。見詮り し

て後蹄寮する私はうつむき勝ちで足は重くありました。道々水元さんに

岡郡でありながら一度も商曾して居なかった事を残念に思ひ。t?んな人

であったろうかあんな風の人であったろうかと想像して見ました。翌日

すごったと思ひます。葬儀妻列されました先輩富聞きんより首日の御話守

承り。故郷の墓地に永久に|眠られる兄の璽に手令合したのであります。

風ょ軟〈吹け兄の墓に。

兄の死去されましてよ り早一年牢は過去となりました。兄{ま在生中大

いなる勤勉家にて、一日としτ兄の萎を図書室に見なかった司王はない と
言ふ事でありますの兄の死去されて後間もなく二d 三年言者兄の穫をEに依

って永久に兄会記憶せんが1ì'~め岡舎を買ん と謬生一間に募集さ れました

幸ひ多額の物が集りまして、書物.:a求め今では識が校の一大貨となって

居ます。下に其の書令記します。諮る諸君はJて記の知き涙ぐましき物語
や有する物なる事を思われん事令臨i~、衣第であります。

1、Darwin!

2、Darwin!
3、Darwin!
4、Darwin!
5、Darwin!

The effects of crOss and self fertilisatim in the vegitable-

kivgdom. 

Insect vorousplauts. 

The Origin of species. 

Fertilisatim of Orchids. 

Amonograph of the Cirriped ia 

4-

• 
• 
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今までリンネ曾の記事は校友舎の墜報にのせていたがこれII'--個の濁立

したものとして出し度いといふことは1やっとまへからの自分蓮の熱烈な

ねがひであり又のぞみでもあった。四本君ーや久原君と話し合って原稿そ

募集しはじめたのは去年の御大典の頃ナごった‘幸にたくさんの投稿会え

てよろこんでいるが、唯残念におもふのは、撃校の外にゐられる舎員諸

兄からの投稿会えなかったことである。何分初めてのことであり色々と

子落のあったことはでうかお許しを願ひたい。この衣の5虎'lJ、らは是非そ

れ等諸兄の御投稿会お待ちしている衣第である。いよいよ今、総ての樹

々が素破らしい躍動金初めゃうとするこの春リンネ曾報が威勢い為うぶ

ごゑをあげるに至ったことを喜ぶと同時に、今後のリンネ曾の健かなる

護育と共にこのリンネ曾報の披を重ねるにつれて差是々根深く伸びゆかん

事を祈ってやまない衣第である、 一松本ともき一

f支 稿 規
，晶.
ぷ包

1、 記事は生物三閲する研究、報告、其他通信、{指巳等生物接的香気の

あるものを膳募致します。

2、 生物皐に閲する寓呉、スタッチ、(必l'司黒インキを用ふ)。

3、 用紙は24字詰原稿紙を用ひ断書とすること、

4， 1民名はひらかなとし外国語はかたかな若くは原字会用ひること o
h 紙上には必下、氏名明記のこと。

6、原稿は下記の所に建っていたどきたい。

古崎高等農率校内 宮崎リンネ舎k報編輯部宛。
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